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ン
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ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
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の
発
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と
市
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構
造

ノ

本
　
　
和

良

間
題
の
所
在

一
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
げ
る
ツ
ソ
フ
ト
の
衰
退
と
鉄
加
工
業
の
発
展

　
－
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
ツ
ソ
フ
ト
衰
退
の
原
囚

　
■
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
げ
る
鉄
加
工
業
の
発
朕
と
帰
地
的
市
場
圏

二
　
一
九
世
紀
荊
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
峻
と
五
〇
年
代
に
お
け
る
鉄
鋼
業
興
隆
の
火
盤
の
形
成

　
工
　
一
九
世
紀
鮒
一
半
に
お
げ
る
鉄
加
工
業
の
発
脈
と
地
域
的
市
場
圏
た
ら
び
に
一
国
内
市
場
」

　
正
　
鉄
加
工
業
の
舵
災
と
鉄
鋼
業
側
ハ
隆
の
火
盤
の
形
成
・

む
　
す
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
間
題
の
所
在

　
一
八
五
二
年
か
し
五
六
年
に
か
け
て
ｏ
蚊
初
ｏ
『
創
立
熱
狂
の
時
代
』
は
ド
ィ
ソ
に
お
け
乙
産
業
革
八
叩
の
火
軸
が
従
来
ｏ
繊
維
工

業
Ｈ
消
侃
資
料
止
雌
淋
門
よ
り
れ
…
灰
・
鉄
鋼
業
Ｈ
生
昧
手
段
生
産
郁
門
へ
と
移
行
す
る
時
期
に
当
り
、
五
七
年
ｏ
恐
慌
は
ド
ィ
ッ
貴
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紀
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お
げ
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ァ
、
．
レ
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加
工
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発
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市
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＠

木
主
義
の
再
生
産
過
程
が
生
産
手
段
生
産
部

門
主
導
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
新
た
な
段
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
到
来
を
告
知
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
過
程
の
研
究
を
お
し
す
す
め
る

た
め
に
、
さ
し
あ
た
っ
て
石
炭
鉱
業
と
と
も
に

こ
の
過
程
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
た
鉄
鋼
業

に
お
け
る
産
業
革
命
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
ま

ず
、
ド
イ
ツ
鉄
鋼
業
発
展
の
概
観
に
つ
い
て
、

や
や
立
入
っ
た
考
察
を
加
え
る
こ
と
か
ら
閉

題
の
所
在
を
則
確
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
関
税
同
盟
成
立
以
降
に
お
け
る
鉄
鋼
生
産

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

量
の
推
移
を
諦
邦
別
に
検
討
す
る
な
ら
ば

　
　
（
２
）
　
　
　
（
３
）

（
雄
一
表
、
第
二
表
参
照
）
、
地
帯
的
な
発
展
の

い
ち
じ
る
し
い
不
均
等
の
結
果
、
五
〇
午
代

に
プ
ロ
ィ
セ
ソ
が
そ
の
生
産
推
の
み
な
ら
ず
、

関
税
同
盟
諦
邦
内
で
の
そ
れ
が
占
め
る
割
く
い

を
も
飛
躍
的
に
坤
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
注

　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
一
八
五
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、
　
　
、
　
　
　
、

口
を
惑
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
製
鉄
業
に
あ
っ
て
は
、

五
二
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
高
炉
生
産
量
が
二
・
四
借
の
増

大
を
示
し
、
関
税
同
蛆
諮
邦
内
で
の
そ
の
割
合
が
六
三
．
九
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

か
ら
七
四
・
一
％
へ
と
増
加
し
て
お
り
、
製
鋼
業
に
お
い
て
も
、

一
尚
炉
生
産
の
と
き
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
に
せ
よ
、
棒
鉄
生
産
量

は
五
〇
年
代
に
も
蒼
実
な
発
展
を
示
し
、
こ
こ
で
も
八
○
％
と

い
う
圧
倒
的
な
比
重
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
し
、
他
の
諸

邦
は
鉄
、
鋼
生
産
量
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
一
〇
％
以
下
の
比

重
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
エ
ル
ベ
河
を
境
と
し
て
束
西
両
地
域
に
ま
た
が
る
プ
ロ
イ
セ

ソ
に
お
い
て
も
、
両
者
の
発
腿
の
不
均
等
が
顕
著
で
あ
る
。
と

り
わ
け
エ
ル
ベ
以
西
の
鉄
鋼
茱
の
中
心
地
域
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ヱ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
け
る
五
〇
年
代
の
急
激
な
発
腿
と
束
ユ
ル

ベ
の
中
心
ツ
ユ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
の
い
ち
じ
る
し
い
停
淋
が
鋭
い
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

照
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
生
陸
撮
推
移
に
つ
い
て
み
る
な
ら

　
　
　
（
４
）
　
　
（
５
）
　
　
・
　
　
…

ざ
（
第
、
二
火
、
第
四
夫
参
照
）
、
高
炉
生
産
の
ば
あ
い
、
五
三
年
か

り
五
七
年
に
か
け
て
の
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
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Ｎ
セ
｛
○
ｏ

ｏ
◎
９
ｏ

べ
を
呈
・
。
ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．
◎

摂
垣
瀞

Ｈ
ｏ
・
○
・
べ
舟
サ
ヴ
実
舟
石
ラ
汀
ぴ
＼
ロ
ヘ
女
＼
Ｈ
囲
叶
滴
資
Ｅ
さ
丙
ｄ
ｅ
諜
黒
ド
謀

（
無
高
Ｈ
，
ｈ
＼
テ
斗
－
）

Ｈ
ｏ
◎
ｏ
◎
べ

Ｈ
ｏ
◎
ミ

一
〇
◎
３

Ｈ
◎
◎
睾

仁
員
違
Ｈ

べ
ｃ
ｏ
９
宕
○
・

Ｈ
◎
ｏ
岬
り
８

，
　
　
　
　
　
－

一
８
ｏ
◎
蟹
Ｈ

、
　
　
　
　
－

　
§

。
・
ｍ
．
帆

轟
．
り

違
．
ｏ

ｓ
．
り

０
０
お
Ｈ

　
－

ミ
く
・
。
ト

Ｎ
員
畠
・
。

ミ
く
岩

阜
畠
ｏ

・
。
り
ｂ
臼

。
。
｛
ミ

ぷ

り
』

べ
．
○

べ
．
ｏ

卜
ｏ

一
〇
・
。
を
岬

竃
・
。
セ
い

・
。
り
・
。
忘
０

Ｈ
ｏ
竃
一
〇
べ

－
　
　
　
　
　
｝

　
ま
り
．
帆

Ｎ
○
．
仁

竃
．
Ｎ

ｃ
ｏ
ト
○

Ｓ
介
箏
〇

一
岬
○
Ｈ
｛
○
ｏ

”
　
　
　
　
”

一
〇
◎
ｃ
ｏ
べ
も
○

－
　
　
　
　
　
－

Ｎ
Ｈ
睾
ｃ
ｏ
ミ

”
　
　
　
　
　
－

ざ

５
１
０

仁
ｏ
◎
．
べ

畠
．
ｃ
ｏ

○
◎
ｏ
◎
．
Ｎ

一
Ｈ
ら
ｏ
ｏ
寓

■
　
　
　
　
－

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
Ｏ
お

－
　
　
　
　
　
－

ト
○
竃
ｍ
ミ

ー
　
　
　
　
一

ｍ
雷
ｃ
ｏ
轟
杜

－
　
　
　
　
－

ざ

Ｈ
○
○
．
○

Ｈ
○
○
．
◎

Ｈ
○
◎
．
０

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

け
る
一
〇
・
九
％
と
い
う
飛
躍
的
な
比
重
増
大
と
シ
ユ
レ
ー
ジ
エ
ソ
で
の
九
・
四
％
と
い
う
大
巾
な
比
重
低
下
、
棒
鉄
生
産
の
ば
あ

い
・
三
七
年
以
降
に
お
け
る
前
者
の
恒
常
的
な
比
重
増
大
傾
向
と
後
老
で
の
低
下
傾
向
が
看
収
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
五
七
年
に
両

者
が
関
税
同
盟
諸
邦
内
で
占
め
る
に
至
っ
た
生
産
量
の
割
合
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
両
地
域
の
生
産
量
推
移
に
お
け
る
鋭
い
対
照
は
、
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
で
の
鉄
鋼
生
産
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
い
ち
じ
る
し
い
変
化
に
起
因
し
て
い
る
。
い
ま
、
鉄
鋼
業
に
お
け
る
産
業
革
命
開
姶
の
指
標
を
、
さ
し
あ
た
り
技
術
的
視
点
か
ら

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
一
八
七
）

　
　
　
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



産生総邦諸盟同
合
税
割
関
る
る
め
け
占
お
で
に
ち
年
う

５
７
の

１
８
量

表五第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

産生鉄棒産生炉高区地山鉱要主

％
％

（
Ｏ
　
　
ｏ
０

７
一
８
一

Ｅ
Ｕ
　
　
１
↓

％
％
”
”

Ｆ
０
　
　
１
■

ソレー
アフトスエブ

『

＝ソイラ

ソエジー
レユン

、

レ
ソ
鉄
鋼
生
産
盟
の
飛
躍
的
増
大
は
、

　
以
上
、
一
九
世
紀
五
〇
年
代
に
お
け
る
ド
ィ
ツ
鉄
鋼
業
の
生
産
最
推
移
と
技
術
変
化
の
考
察
か
ら
、

に
お
け
る
産
業
革
命
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い

セ
ソ
内
部
の
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
考
察
の
焦
点
を
絞
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
わ
が
因
に
お
け
る
ド
ィ
ッ
鉄
鋼
業
研
究
の
関
心
は
、
そ
の
生
成
Ｏ
逃
程
か
ら
の
考
察
と
し
て
は
、
地
域
的
に

オ
ー
ベ
ル
・
ツ
ユ
レ
ー
ジ
ヱ
ソ
に
注
が
れ
て
き
た
。
け
だ
し
、
エ
ル
ベ
河
を
境
と
し
て
東
と
西
Ｏ
相
剋
す
る
杜
会
構
造
が
一
つ
Ｏ
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
一
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

蒸
気
力
送
風
に
も
と
ず
く
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
導
入
に
求
め
、
そ
の
さ
い
の
重
要
変
化
で
あ
る
木
炭
か
ら
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
（
８
）

炭
へ
の
燃
料
の
移
行
に
着
目
し
て
鉄
鋼
生
産
に
お
け
る
燃
料
構
成
を
表
示
し
た
の
が
第
六
表
、
第
七
表
で

あ
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
早
く
よ
り
石
炭
を
燃
料
と
す
る
鉄
鋼
技
術
の
導
入
さ
れ
た
シ
ュ
レ
ー
ジ
ヱ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
遅
六
た
る
発
展
に
比
し
、
世
紀
の
中
葉
に
は
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
が
技
術
的
に
も
主
導
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
製
鉄
業
に
あ
っ
て
は
、
四
九
年
に
ミ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

ル
ハ
イ
ム
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
冶
金
所
に
最
初
の
コ
ー
ク
ス
高
炉
が
導
入
さ
れ
て
以
来

驚
く
べ
き
普
及
を
示
し
、
と
く
に
ル
ー
ル
地
方
を
含
む
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
い
て
は
五
三
年
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
に
銑
鉄
生
産
の
八
三
％
が
コ
ー
ク
ス
を
燃
料
と
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
製
鋼
業
に
あ
っ
て
も
、
二
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｎ
）

に
エ
ッ
セ
ソ
ヘ
の
Ｆ
・
ク
ル
ッ
プ
に
よ
る
ハ
ソ
ッ
プ
ソ
琳
塙
鋳
鋼
法
の
導
入
を
構
矢
と
し
、
二
六
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

ヴ
ェ
ヅ
タ
ー
に
Ｆ
・
ハ
ル
コ
ル
ト
に
よ
っ
て
バ
ッ
ド
ル
法
が
導
入
さ
れ
る
に
及
び
、
五
三
年
に
は
棒
鉄
生

産
の
九
〇
％
が
石
炭
を
燃
料
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
五
〇
年
代
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
　
　
　
　
こ
う
し
た
急
速
な
技
術
変
化
を
某
礎
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
が
ド
イ
ツ
鉄
鋼
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
関
税
同
盟
諾
邦
内
で
は
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
、
し
か
も
プ
ロ
イ



　
）

料
一
燃
ナ
の
ト
量
ソ
臓
れ

竺
叫
脾
阿
腕洲項酎汀

れ
成
｝
峨

フ
ｎ
刀

表六第

Ｃ＋
％
Ｂ
の
）
．
ｃ

ス
合
ク
混一
炭

コ
木）倶ス

クコ％のＡ岬炭木
一
二

勾域地

５
■

９

０８１

８
●

４２

４

３
一

２

５

１
一

４

１

３
一

４

ＯＯＯ，５１

７１０，１４

０１４，０８１

２８６，８８

８７９，２４１

６１５，３４２

ＯＯＯ，０７１

２２４，１１３

３４０，３７４

３６９，１８５

４９１，２２２，１

９８９，７２５，１

５
■

０９

Ｏ
●

２８

２
■

５７

６

６
一

７

５

８
一

５

９

６
一

５

２８９，８４７，１

３７６，９０６，１

４２４，０７９，１

８５９，１３２，２

４４２，０２９，１

９２４，８２３，１

７３８１

２４８１

０５８１

１５８１

２５８１

３５８１

フ
ロ
イ
セ
ソ
王
因

０

６
一

２

Ｏ
■

［
ｏ

４

０

４
．ｏ
ｏ

Ｏ
●

４４

ＯＯＯ，５１

７１０，１４

ＯＯＯ，０３

８８５，１１

ＯＯＯ，０７１

ＯＯＯ，１１３

８３６，９４３

９８８，５３６

０

４
一

７

０

５
一

５

Ｏ
■

６６

Ｏ
■

６５

９６１，９０５

２５１，１６４

６０７，６３７

３４７，１１８

７３８！

２４８ユ

０５８１

３５８１

山
地
区

エ
ソ
主
要
鉱

シ
ュ
レ
ー
ジ

０６１

Ｏ
●

０１

０

９
一

２

０

２
．

３

ＯＯＯ，０９

５３３，３１

０３２，９４

９７６，８２１

５０９，１０１

７８６，９２１

３９５，７６３

６２３，１８４

Ｏ
●

００１

Ｏ
■

Ｏ０１

Ｏ
●

４８

Ｏ
■

０９

Ｏ
●

１７

Ｏ
●

８６

５０７，５７０，１

１１３，１４９

３１１，３３０，１

９１８，９６１，１

８０５，５８９

７２３，８５２，１

７３８ユ

２４８１

０５８１

１５８１

２５８１

３５８１

主
要
鉱
山
地
区

ラ
　
　
イ
　
　
ソ

Ｏ
●

６３

０

６
一

６

Ｏ
■

９７

０

３
一

８

６１４，０６

７４３，０６

５７９，２８

７４２，３０１

Ｏ０５，１２

３８１，６９

７３６，３６２

４７７，０１４

０

０
一

０１

０

０
一

０１

Ｏ
●

４６

Ｏ
●

４３

０
●

１２

Ｏ
●

７１

３９１，５０１

３３７，３３１

８１６，１４１

００５，１２

６６１，７８

８０５，９８

７３８１

２４８１

０５８ユ

１５８１

２５８１

３５８１

主ヴ

．
嬰
鉱
山
地
区

エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ

生
産
軌
道
に
統
一
さ
れ
て
い
く

こ
と
か
ら
刻
印
さ
れ
る
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

あ
の
プ
ｐ
イ
セ
ソ
改
革
の
不
徹

底
と
『
三
月
革
命
』
の
挫
折
に

よ
り
生
み
だ
さ
れ
、
そ
の
後

『
一
一
月
革
命
』
に
い
た
る
ま

で
ド
イ
ツ
の
政
治
と
経
済
の
動

き
を
決
定
的
に
左
右
し
た
ユ
ソ

　
　
　
　
（
１
５
）

カ
ー
の
牙
城
で
あ
る
東
エ
ル
ベ

の
経
済
構
造
の
推
移
を
明
ら
か

に
し
て
お
く
こ
と
を
必
要
と
す

る
の
で
あ
っ
て
、
鉄
鋼
業
研
究

に
あ
っ
て
も
、
束
エ
ル
ベ
の
中
心
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
鉄
鋼
業
の
創
出
・
再
編
の
過
程
が
ま
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
、
西
エ
ル
ベ
の
中
心
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
研
究
の
関
心
は
主
と
し
て
独

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

占
形
成
以
降
ｏ
時
代
に
注
が
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
の
石
淡
い
鉄
鋼
業
の
独
占
的
支
配
体
系
の
把
握
が
、
ン
、
の
組
織
性
に
お
い
て
典
型

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
一
八
九
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
一
）

料
一
燃
ナ
の
ト
量
ソ

産
　
工
生
ツ
鉄
一
棒
伎
の
単
で
（
区地山鉱要主国王ソセイ

回プるけおに年
成

５
３
構

１
８
別

表七第

％

％
５
０
７
１

６

６

１

１
　
　
　
、

炭

つ
ｏ
０
５
９

５

７

７

１

０
７
‘
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つ
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石

４
８
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ｏ
　
　
，
１

、
区地山鉱要主

区

域

ソ

地

セ
区
山

イ
地
鉱

口

山
要

プ
鉱
主

，
要
ソ
区

グ
主
レ
地

レ
ノ

ソ

｝ １
！
－

“

フ

工

ア
払

地

ソ
ジ

フ婁■

デ

－

ト
‘
’
．
－

－
　
‘

’ソ
レ

ス

ソ

’
ラ

ユ

エ
イ

」

“
フ

シ

ヴ

ラ

工

■

－

ム

立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
一
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
で
あ
っ
た
ド
ィ
ソ
金
融
資
本
の
構
造
的
特
質
を
分
析
す
る
さ
い
の
出
発
点
と
な
る
が
ゆ
え
に
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
Ｃ
し
か
し
た
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
ド
ィ
ッ
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
を
把
握
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
を
さ
ら
に
産
業
革
命
の
時
点
に
ま
で
遡
っ
て
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
の
課
題
を
果
す
た
め
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
産
業
革
命
研
究
は
単
な
る
機
械
体
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
入
と
い
う
技
術
的
税
点
に
お
い
て
の
み
重
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
も
た
ら
し
た
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
・
経
済
的
変
革
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
目
的
が
あ
る
以
上
、
ラ
ィ
ソ
．
ヴ
ェ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
の
五
〇
年
代
に
お
け
る
急
速
な
興
隆
を
、
こ
こ
で
の
内
部
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
諾
要
因
の
成
熟
過
程
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
く
る
。
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
わ
れ
わ
れ
の
ま
え
に
鉄
鋼
業
を
通
じ
て
の
市
場
構
造
、
ン
、
の
経
桝
形
態
、
賃
労
働
の
存
在
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
態
等
人
の
間
題
を
内
部
的
な
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
発
腿
の
な
か
で
検
討
す
る
と
い
う
あ
ま
た
の
課
題
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
こ
れ
ら
諸
間
題
解
明
の
手
が
か
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
五
〇
年
代
に
お
け
る
こ
こ
で
の
鉄
鋼
業
Ｏ
興
陸
が
ど
の
よ
う
な
販
路
を
ふ
ま
え
て
可
能
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
問
越
を
た
て
て
い
き
た
い
と
忠
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
年
代
に
ド
ィ
ッ
鉄
鋼
業
が
急
速
に
興
隆
す
る
一
原
内
と
な
っ
た
販
路
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
常
こ
の
時
代
に
進
展
し
た
鉄
道
姓
設
と
、
さ
ら
に
は
蒸
気
機
閑
製
造
を
中
心
と
す
る
機
械
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
頭
に
と
も
な
う
鉄
鋼
需
要
の
蛸
大
が
指
摘
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
突



然
の
販
路
ｏ
拡
大
が
、
な
ぜ
ラ
イ
ソ
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
わ
山
他
ｏ
諾
地
域
に
比
し
て
異
常
な
急
速
さ
で
発
展
さ
せ
た
り

か
と
疑
問
を
提
出
す
る
と
き
、
な
に
よ
り
も
こ
こ
で
○
内
部
的
な
諾
要
因
か
ら
説
明
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
さ
い
通
常
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
四
〇
年
代
末
に
ル
ー
ル
地
方
の
石
炭
層
の
な
か
か
ら
鉄
鉱
石
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

地
域
内
で
石
炭
と
鉄
鉱
石
が
採
堀
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
自
然
的
好
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
白
然
的
好
条
件
と
と
も
に
ド
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

部
的
な
杜
会
的
、
経
済
的
諸
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
に
あ
つ
て
は
以
前
よ
り
広
汎
な
鉄
加
工
業
が

展
開
し
て
い
た
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
六
一
年
に
お
い
て
も
「
ル
ー
ル
地
方
で
は
鉄
加
工
業

が
霊
製
鉄
業
に
騒
し
て
い
唾
と
い
わ
れ
る
モ
つ
に
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
一
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
で
は
以
前
か
ら
広
汎
な
鉄
加
工
業
が

展
開
し
て
お
り
、
五
〇
年
代
に
販
路
が
急
激
に
拡
大
し
た
さ
い
鉄
鋼
業
が
す
み
ゃ
か
に
興
隆
す
る
基
盤
が
す
で
に
つ
く
り
だ
さ
れ
て

い
た
点
で
誌
）
・
言
し
て
・
五
〇
年
代
に
急
速
に
農
す
る
鉄
鋼
業
の
基
撃
形
成
し
た
鉄
加
工
業
・
震
を
時
代
を
遡
つ
て
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

及
す
る
と
い
う
課
題
が
た
ち
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
発
展
の
開
姶
さ
れ
る
一
八
世
紀
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
　
…
＾
・
・
１
・
、
、
、
、
、
（
２
４
）
　
、
、
、
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、

於
い
除
以
齢
か
｝
奈
小
鈴
ぬ
む
、
し
ひ
で
の
内
部
的
な
市
場
構
造
の
展
開
過
程
の
な
か
で
追
及
し
、
つ
い
で
、
こ
の
鉄
加
工
業
の
発

　
、
、
、
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
■
＾
、
、
、
　
　
　
　
・
　
。

怜
が
一
九
世
紀
五
〇
年
代
の
鉄
鋼
業
興
隆
を
ど
の
よ
う
に
準
傭
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
問
題
を
限
定
し
た
い
と
思
う

（
１
）
　
大
野
央
二
『
ド
イ
ツ
金
融
資
本
成
立
史
諭
」
頁
一
、
一
五
参
照
。

一
２
一
ま
二
¢
身
－
・
馨
プ
享
一
二
・
｛
婁
葦
と
募
・
雪
穿
竃
彗
：
・
二
・
一
一
・
一
げ
一
・
・
昌
、
・
、
・
・
、
。
考
、
、
二
・
一
・
一
二
・
彗
よ

　
り
作
成
。

（
３
）
　
Ｈ
暫
（
一
．
○
ｏ
．
Ｎ
０
・
ｏ
・
．
よ
り
作
成
。
な
お
、
一
八
五
六
年
に
ベ
ツ
セ
ブ
ー
拠
鋼
法
が
准
閉
さ
れ
る
ま
で
、
鋼
に
は
＠
フ
リ
ツ
シ
ユ
炉
（
木
炭
燃

　
料
一
ま
わ
パ
ッ
ド
ル
炉
、
右
炭
燃
料
）
に
よ
る
鍛
鉄
（
そ
の
形
状
か
ら
棒
鉄
Ｊ
と
　
ハ
ソ
ツ
マ
ソ
珊
塙
法
に
よ
、
勺
鋳
鋼
の
二
種
類
が
、
め
っ
た

一
く
。
・
＝
｛
婁
星
§
司
。
；
…
二
・
二
書
至
一
暮
・
く
薫
ニ
ニ
竃
暮
ぎ
目
○
、
。
。
。
。
。
、
一
ぴ
。
、
一
・
・
、
孝
。
、
げ
。
』
、
一
に
、
奉
、
、
・
。
、
、
、
司
、
、
・
。
。

　
　
一
八
世
紀
．
後
半
お
よ
び
一
九
阯
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
一
九
一
）

　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
追
（
川
本
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
一
九
二
）

○
實
穴
・
冒
竃
サ
筆
９
ら
實
Ｈ
邑
冨
己
・
Ｌ
８
ト
Ｏ
．
Ｏ
。
．
旨
こ
Ｈ
べ
．
オ
・
『
８
彗
－
○
．
勺
・
；
身
Ｈ
プ
¢
勾
亭
『
．
＞
Ｏ
。
～
身
，
｝
卑
・
・
一
Ｓ
Ｈ

　
彗
｛
■
０
９
０
昌
ａ
０
８
０
ｑ
『
毛
｝
ざ
Ｈ
爵
心
．
勺
勺
・
Ｓ
～
直
・
）
。
　
し
た
が
っ
て
、
鋼
生
産
量
把
握
の
た
め
に
は
、
棒
鉄
の
み
で
な
く
鋳
鋼
生
産
量
を

　
も
加
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
後
考
の
統
計
は
割
愛
し
た
。
　
「
一
八
五
〇
年
頃
の
鋳
鋼
生
産
量
は
そ
の
重
要
性
に
比
し
て
小
さ
か

　
っ
た
」
（
字
』
．
９
勺
昌
目
ま
一
ｐ
申
ｐ
Ｈ
）
．
葛
．
）
の
で
、
棒
鉄
の
み
で
鋼
生
産
量
の
推
移
を
ほ
ぼ
示
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）
　
崔
．
○
ｏ
實
，
ｏ
ｑ
一
Ｐ
Ｐ
○
．
ｏ
ｏ
‘
轟
ｏ
ｏ
．
よ
り
作
成
。

（
５
）
　
Ｈ
げ
己
．
ｏ
ｏ
．
轟
切
．
よ
り
作
成
。

（
６
）
　
大
野
英
二
「
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
製
鉄
業
の
創
出
過
程
　
　
一
つ
の
準
備
的
考
察
　
　
」
経
済
論
叢
第
八
五
巻
第
五
号
、
頁
六

　
〇
。

（
７
）
　
旨
．
ｏ
ｏ
實
９
ｏ
ｑ
一
Ｐ
Ｐ
○
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
。
ド
ｏ
ｏ
．
ｏ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
．
ｃ
。
．
よ
り
作
成
。

（
８
）
Ｈ
匡
ら
．
ｃ
ｏ
．
・
。
・
。
．

（
９
）
　
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
製
鉄
業
は
、
一
八
世
紀
巾
葉
よ
り
一
九
世
紀
初
頭
に
か
げ
て
、
プ
肩
イ
セ
ソ
絶
対
王
政
の
軍
事
的
必
要
か

　
ら
、
先
進
イ
ギ
リ
ス
よ
り
導
入
し
た
新
技
術
な
ら
び
に
熟
練
労
働
力
の
培
養
某
と
し
て
、
上
か
ら
創
出
さ
れ
た
。
王
立
グ
ラ
イ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄

　
所
に
大
陸
最
初
の
コ
ー
ク
ス
高
炉
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
七
九
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ー
ツ
ヘ
ル
の
山
林
所
有
の
利
害
に
制
約
さ

　
れ
て
木
炭
高
炉
か
ら
石
炭
高
炉
へ
の
移
行
は
遅
次
た
る
発
災
を
辿
っ
た
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
大
野
英
二
、
前
掲
論
文
、
頁
五
九
～
六
〇
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
グ
ナ
ー
テ
ソ

　
同
「
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ソ
ェ
ソ
製
鉄
業
の
再
納
過
秤
　
　
大
資
族
縦
営
の
類
型
的
考
祭
　
　
」
経
済
論
叢
第
九
一
巻
第
三
句
、
頁
一
ｚ
三
。

　
北
条
功
「
プ
ロ
シ
ャ
一
農
民
解
放
」
期
に
お
け
る
共
同
地
を
め
ぐ
る
諦
閉
題
　
　
特
に
シ
ュ
レ
ー
シ
ェ
ソ
を
巾
心
と
し
て
　
　
」
（
『
祉
会
経
済

　
史
大
系
」
嬉
七
巻
）
頁
二
州
六
そ
二
四
七
、
二
八
二
～
二
八
三
。
肥
前
栄
一
「
プ
ロ
イ
セ
ソ
絶
対
主
義
の
鉱
業
政
策
と
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー

　
ジ
ェ
ソ
鉱
山
業
」
維
済
論
災
第
八
七
巻
第
六
ｎ
サ
、
頁
五
九
Ｚ
六
一
、
を
参
照
。

（
１
０
）
Ｐ
○
．
雰
）
…
彗
Ｐ
Ｐ
汗
○
．
・
。
．
Ｈ
・
。
・
。
．
一
）
庁
９
募
・
ぎ
津
旨
・
・
庁
．
勺
邑
。
・
・
巨
津
昌
昌
Ｏ
・
麦
・
葦
ま
忌
二
〇
ご
筆
島
昌
！
、
實
叩

巨
。
・
…
。
・
邑
け
軍
彗
・
一
昌
巨
・
。
・
－
Ｈ
、
屋
ら
竃
」
ま
葦
Ｈ
｝
彗
Ｐ
Ｈ
り
８
．
Ｃ
。
．
雷
○
．
オ
こ
．
Ｏ
．
勺
；
目
タ
中
Ｐ
○
．
勺
．
婁
；
芽
拭
ま
冒
葦
一

　
〇
鶉
Ｏ
巨
Ｏ
葦
Ｏ
ま
『
。
・
ま
≠
Ｏ
。
。
弍
警
。
・
争
竃
Ｈ
ま
豪
三
〇
－
三
さ
｝
彗
（
一
〇
〆
ぎ
目
冒
實
Ｎ
巨
｝
品
；
；
ら
宇
Ｈ
胃
タ
一
ま
。
・
Ｏ
巨
｛
邑
彗
戻
Ｏ
ぎ
津
．

　
お
岬
９
つ
ｏ
．
○
◎
ド

ｎ
ｕ
）
　
－
茸
三
…
Ｈ
（
一
宗
汀
ｐ
（
ざ
≠
ｏ
ユ
）
ｐ
目
ヨ
三
ｇ
三
一
（
一
ノ
、
竃
オ
三
言
．
ご
■
○
寡
二
一
一
ｃ
ブ
♂
（
一
３
え
ブ
三
己
３
一
（
一
鶉
イ
○
目
　
（
－
雪
　
一
薫
？
言
一
－
Ｎ
ｏ
奉
　
げ
后



責
○
毫
毫
ぎ
．
星
』
．
Ｈ
Ｏ
心
Ｎ
ン
曇
．
オ
ニ
．
つ
ら
…
一
・
ア
Ｐ
Ｐ
○
・
づ
・
司

（
１
２
一
Ｆ
○
』
｛
；
三
二
．
中
○
．
・
・
．
勇
冒
・
９
ら
・
巨
け
書
弄
・
。
・
彗
・
字
－
○
」
、
・
…
７
一
一
・
、
・
○
二
、
・
べ
・
。
・
■
』
。
一
、
弐
。
・

　
ｐ
ｐ
〇
一
〇
〇
一
］
』
一

（
１
３
）
　
コ
ー
ク
ス
高
炉
は
木
炭
高
炉
に
比
し
、
燃
料
供
給
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
た
め
、
炉
の
容
積
の
大
規
模
化
が
可
能
と
な
り
、
そ
の

　
結
果
牛
産
量
が
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
た
。
す
な
わ
ち
、
木
炭
高
炉
の
ば
あ
い
に
は
、
通
常
一
哩
平
方
の
森
林
地
を
一
高
炉
当
り
の
燃
料
供
給

　
に
必
要
な
面
積
と
し
て
い
た
た
め
、
小
容
積
の
高
炉
が
分
散
し
て
設
立
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
ば
あ

　
い
・
石
炭
は
小
面
積
で
の
大
量
供
給
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
石
炭
層
の
近
く
に
巨
大
な
奔
積
を
も
っ
大
高
炉
を
林
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

　
っ
た
。
こ
の
結
果
・
銑
鉄
牛
産
量
は
顕
著
な
璃
大
を
み
た
。
一
七
五
〇
年
に
お
け
る
一
四
の
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
木
炭
高
炉
の
年
問
出
銑
量
が
二

　
五
、
○
Ｏ
○
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
九
九
年
に
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
・
ヒ
ュ
ツ
テ
の
二
某
の
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
み
で
年
間
四
〇
、

　
○
○
○
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
を
出
銑
し
た
と
い
わ
れ
る
（
く
．
ｏ
ｏ
實
，
ｏ
ｑ
一
ｐ
ｐ
○
．
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
．
岬
ｏ
。
こ
ｓ
．
国
．
○
．
饒
ｏ
｝
昌
ｐ
箏
ｐ
中
ｐ
○
・
ｏ
ｏ
・
お
・
）
。
た
お
、

　
高
炉
容
積
の
大
規
模
化
は
生
産
量
を
増
大
さ
せ
た
の
み
で
な
く
、
均
質
銑
鉄
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
、
銑
鉄
の
質
を
も
向
上
さ
せ
た

　
の
で
あ
る
。

（
１
４
）
　
山
田
盛
太
郎
「
日
本
資
本
主
義
分
析
」
序
言
、
頁
二
。
松
田
智
雌
「
近
代
の
史
的
構
造
論
一
頁
二
九
九
、
三
二
〇
～
三
二
一
。
大
野
英
二

　
「
ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
」
経
済
論
叢
第
八
二
巻
第
三
号
、
頁
一
五
、
一
七
。
住
谷
一
彦
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
．
リ
ス
ト
の
『
土
地
制

　
度
」
論
」
立
教
経
済
研
究
第
一
一
巻
第
二
号
、
頁
九
六
。

（
１
５
）
　
第
二
帝
制
期
に
ユ
ソ
カ
ー
が
プ
ロ
イ
セ
ソ
三
級
選
挙
法
を
根
幹
と
し
て
プ
回
イ
セ
ソ
行
政
機
構
の
中
枢
を
掌
握
し
、
ド
イ
ツ
の
政
治
と
経

　
済
の
動
き
を
左
右
し
た
点
に
っ
い
て
は
、
村
瀬
興
雄
『
ド
ィ
ツ
現
代
史
［
一
第
二
章
、
第
三
章
を
参
照
。
ま
た
、
ド
ィ
ツ
が
近
代
杜
会
に
移
行
す

　
る
の
は
「
一
一
月
琳
命
」
を
経
過
し
た
の
ち
の
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
い
て
で
あ
る
点
の
指
摘
と
し
て
、
住
谷
一
店
『
共
同
体
の
史
的
構
造
諭
」
、

　
頁
一
～
一
、
一
、
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
第
二
帝
制
期
ド
ィ
ツ
の
礼
会
構
成
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
放
党
榊
伐
↓
附
級
榊
成
の
分
析
を
迦
じ
て

　
火
礎
辿
秤
と
の
逃
繋
の
も
と
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
視
点
か
ら
の
す
ぐ
れ
た
業
綾
と
し
て
、
人
野
央
二
「
ド
ィ
ツ
金
融
資
本
成

　
立
史
諭
」
策
二
部
、
大
野
英
二
・
住
谷
一
彦
「
レ
ー
ニ
ソ
の
、
ユ
ソ
カ
ー
的
ｎ
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
一
範
服
姐
定
に
つ
い
て
　
　
ド
イ
ツ
資
本
主
栽

　
分
析
税
角
の
町
検
討
　
　
」
土
地
制
度
史
学
第
一
七
号
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
１
６
）
　
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
鉄
鋼
業
に
か
ん
す
る
わ
が
岡
の
主
要
な
諸
業
綾
と
し
て
は
註
（
９
）
に
あ
げ
た
諾
諭
稿
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
一
九
三
）

　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
迭
（
川
本
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

六
二
　
（
一
九
四
）

（
１
７
）
　
大
野
英
二
「
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
　
　
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
独
占
機
構
　
　
」
　
（
『
現
代
資
木
主
義
講
座
」
第
三
巻
）
頁
七
五
参
照
。

（
１
８
－
）
各
困
資
木
キ
義
杜
会
の
全
構
造
と
運
動
過
程
を
合
法
則
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
因
の
産
業
資
本
確
立
過
程
に
お
い
て
軌
道
づ
け

　
ら
れ
て
い
く
と
こ
ろ
の
再
生
産
構
造
の
特
質
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
お
る
（
山
田
盛
太
郎
、
前
掲
書
、
序
言
、
頁
三
。
松
田
智
雄
「
杜
会

　
科
学
と
キ
リ
ス
ト
者
の
実
践
」
、
武
藤
一
雌
、
北
森
嘉
蔵
、
松
田
智
雄
『
キ
リ
ス
ト
者
の
実
存
」
頁
七
六
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義

　
の
構
造
的
特
質
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
さ
い
に
も
、
産
業
資
本
確
立
過
程
に
お
け
る
地
帯
別
、
産
業
別
の
研
究
を
さ
ら
に
お
し
す
す
め
る
必
要

　
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
最
近
の
東
ド
ィ
ツ
の
経
済
史
学
界
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
研
究
の
必
要
性
が
力
説
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
ド
イ
ツ
の
個
ヵ
の
地
域
に
お
け
る
特
定
産
業
部
門
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
エ
業
一
般
の
諸
間
題
に
つ
い
て
の
多
く
の
論
文
は
存
在
し
て
い
る
。
し

　
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
ほ
と
ん
ど
産
業
革
命
の
原
則
的
諸
問
題
を
取
扱
っ
て
い
な
い
。
…
…
…
こ
の
空
白
が
、
と
く
に
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済

　
史
叙
述
に
と
っ
て
の
み
で
な
く
、
一
般
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
編
纂
に
と
っ
て
も
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
吏
の
合
法
則
的
な
脈
絡
の
理
解
に
お

　
け
る
困
難
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
…
…
そ
の
た
め
、
一
九
五
五
年
に
ド
イ
ツ
祉
会
主
義
統
一
党
中
央
委
貝
会
は
、
　
一
一
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の

　
歴
吏
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育
の
改
善
」
に
つ
い
て
の
決
議
に
お
い
て
…
…
他
の
諦
問
題
と
と
も
に
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
産
業
革
命
の
間
題
に
も

　
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
」
と
　
（
峯
○
津
０
ぎ
里
■
昌
げ
實
０
ｑ
・
考
■
汁
Ｎ
昌
彗
・
巾
８
ぎ
グ
Ｏ
ｎ
～
３
竃
Ｎ
自
『
０
８
０
巨
昌
ざ
ら
彗
９

・
－
豪
巨
２
昌
豪
く
・
一
葦
・
目
ぎ
Ｏ
彗
暮
巨
彗
Ｐ
宕
８
．
Ｏ
．
Ｃ
。
．
べ
～
・
。
．
）
。

（
１
９
）
　
ヒ
．
帆
ｏ
ユ
目
ｏ
ｑ
一
２
一
Ｐ
Ｃ
一
ｃ
〇
一
ｍ
ｃ
〇
一
穴
２
二
〇
げ
ｏ
『
目
ｐ
目
Ｐ
Ｏ
ｏ
芦
ま
ｏ
己
ｐ
目
ｑ
く
ｏ
目
Ｈ
ｏ
０
Ｈ
閉
匡
ｏ
・
Ｈ
ｏ
◎
｛
り
一
Ｈ
り
ｏ
Ｈ
一
〇
〇
一
Ｈ
¢
ｏ
．

（
２
０
）
声
・
。
三
泰
中
苧
Ｃ
ン
・
。
卜
｝
．
○
』
２
§
昌
｝
曽
．
○
ン
お
り
二
秦
吾
麦
婁
Ｐ
○
易
芽
＜
昌
ま
多
。
・
９
．
里
目

ユ
一
、
一
、
、
一
ぴ
。
一
さ
ぴ
■
＆
・
豪
巨
ら
Ｈ
・
。
旨
～
Ｈ
・
。
竃
．
屋
．
Ｈ
．
Ｈ
蓑
．
ぴ
．
馨
．
一
）
庁
○
邑
９
童
；
－
彗
庁
．
Ｃ
・
．
Ｃ
・
Ｃ
。
¢
．
に
．
穴
豪
頁
中
中
○
．
。
・
．
§
．

ズ
こ
・
○
」
、
・
昌
・
７
苧
中
○
．
勺
．
事

（
２
１
）
　
ド
イ
ツ
の
文
献
で
迦
常
使
州
さ
れ
る
『
鉄
工
業
（
同
庁
ｏ
己
目
ら
豪
汁
ユ
９
■
７
ｏ
旨
ｏ
ｑ
¢
≠
害
ま
）
」
と
い
う
用
語
法
に
は
、
＠
鉄
鉱
石
採
掘
工
租
・

　
＠
製
鉄
（
銑
鍬
梨
辿
し
、
製
釧
（
鍛
鉄
ま
た
は
棒
鉄
、
な
ら
び
に
鉢
鋼
製
逃
）
工
租
、
＠
鉄
板
、
針
金
製
造
工
秋
、
＠
完
成
舳
製
逃
工
税
の
四

　
工
税
が
総
称
さ
れ
て
い
る
ぼ
む
い
が
多
い
　
（
孝
．
○
○
ｏ
ユ
目
ｏ
ｑ
一
串
苧
Ｃ
・
○
ｃ
・
ミ
・
｝
－
・
Ｏ
・
｝
ｏ
Ｋ
目
峯
目
Ｐ
ｐ
・
Ｐ
○
・
ｏ
ｏ
・
Ｈ
Ｓ
・
○
ｃ
・
Ｈ
ｃ
。
○
ｏ
・
ｏ
ｏ
・
お
岬
・

　
】
Ｕ
一
。
（
｝
、
、
｛
。
、
。
了
、
津
く
、
、
７
０
ｏ
・
亀
一
・
の
川
諮
法
を
参
照
）
。
木
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
四
工
秋
の
う
ち
、
＠
は
鉱
川
業
に
属
す
る
の
で
血
按

　
の
考
察
対
象
か
ら
除
外
し
、
鉄
銚
米
と
い
う
ば
あ
い
に
は
＠
を
、
鉄
加
工
業
と
し
て
は
　
と
＠
を
一
括
し
て
使
川
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

曇
一
＝
．
一
一
１
＝
２
…
＝
一
一
一
二
；
．
（
）
．
○
。
．
崖
Ｏ
．



（
２
３
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
野
英
二
「
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
製
鉄
業
の
再
編
過
程
」
頁
一
一
、
に
お
い
て
、
オ
ー
ベ
ル
．
シ
ュ
レ

　
ー
ジ
ヱ
ソ
製
鉄
業
の
側
か
ら
の
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
鋭
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
ド
ィ
ツ
産
業
革
命
の
さ
な
か
に
、
広
汎
に
分

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ソ
タ
ソ
　
　
イ
ソ
ド
ウ
ス
ト
リ
ー

　
布
す
る
鉄
加
工
業
を
某
盤
に
急
速
に
拾
頭
す
る
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
石
炭
い
鉄
鋼
業
の
側
圧
の
も
と
に
、
か
っ
て
は
プ
ロ
ィ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
ソ
に
お
い
て
主
導
的
地
位
を
占
め
て
い
た
オ
ー
ベ
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
製
鉄
業
は
、
東
エ
ル
ベ
の
狭
小
な
市
場
の
制
約
と
あ
い
ま
っ
て
、
…

　
…
著
し
く
停
滞
の
影
を
や
ど
し
始
め
た
」
　
（
傍
点
－
原
文
）
と
。
な
お
、
鉄
鋼
業
に
お
げ
る
産
業
資
本
の
発
展
は
、
鉄
加
工
業
の
展
開
を
、
そ

　
れ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
市
場
構
造
〔
１
－
杜
会
的
分
業
構
造
〕
の
歴
史
的
展
開
過
程
の
な
か
で
追
及
し
、
そ
れ
と
の
関
聯
に
お
い
て
把
握
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
た
い
と
い
う
分
析
視
角
の
提
示
と
し
て
、
大
河
内
暁
男
「
近
代
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
　
　
国
内
市
場
の
研
究
　
　
』
頁
一
２
四
、

　
一
四
七
～
一
五
〇
、
一
六
六
こ
一
六
九
、
二
二
〇
～
二
二
一
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
４
）
　
産
業
革
命
の
進
岐
と
と
も
に
鉄
加
工
業
の
な
か
か
ら
発
展
し
、
の
ち
に
独
立
の
一
産
業
部
門
を
形
成
す
る
に
至
る
機
械
工
業
発
生
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
の
立
地
条
件
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
「
総
じ
て
最
初
の
機
械
製
作
所
の
立
地
選
択
に
さ
い
し
て
、
原
料
事
情
は

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
販
売
フ
ァ
ク
タ
ー
に
た
い
し
て
従
属
的
役
割
を
も
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
実
際
、
既
存
の
重
工
業
の
近
辺
に
機
械
工
業
が
存

　
在
し
て
い
る
の
は
、
原
料
事
情
よ
り
も
む
し
ろ
重
工
業
に
た
い
す
る
機
械
の
販
売
に
帰
せ
ら
れ
る
。
重
工
業
の
機
械
需
要
と
と
も
に
、
さ
ら
に

　
繊
維
工
業
、
農
業
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
副
雌
物
の
工
業
的
生
産
の
た
め
の
需
要
や
、
発
生
途
上
に
あ
る
鉄
遣
に
た
い
す
る
需
要
が
璽
要
な
意
義

　
を
も
っ
た
。
か
く
し
て
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
と
ザ
ク
セ
ソ
王
因
が
、
以
前
よ
り
鉱
山
業
、
鉄
工
業
、
繊
維
工
業
の
発
展
し
て
い

　
た
緕
火
、
　
ド
イ
ツ
機
械
製
逃
の
最
初
の
栽
培
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
　
（
傍
点
－
引
州
者
）
と
　
（
と
サ
¢
（
一
〇
〇
〇
耳
津
胃
一
ク
、
Ｐ
岸
胃
吋
８
ぎ
グ

　
ヨ
¢
（
一
；
９
０
ま
室
鶉
Ｏ
巨
目
¢
目
罫
巳
己
易
汁
ユ
¢
，
ら
實
－
一
己
毒
汁
ユ
巨
彗
Ｈ
宥
き
一
巨
－
昌
・
お
竃
・
○
○
・
Ｈ
Ｏ
Ｏ
。
・
）
。
こ
う
し
た
機
械
工
業
発
生
の
さ

　
い
に
凧
要
な
意
義
を
も
っ
、
近
辺
に
お
け
る
販
路
の
存
在
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
鉄
加
工
業
一
般
の
発
腿
を
考
察
す
る
ば
あ
い
に
も
留
意
す

　
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
八
世
紀
後
半
に
お
げ
る
ツ
ソ
フ
ト
の
衰
退
と
鉄
加
工
業
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ラ
イ
ソ
一
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
い
て
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
発
展
が
開
姶
さ
れ
る
○
は
一
八
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
、
閉
ラ
イ
ソ
ー
ド
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
一
九
五
）

　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
岐
と
市
場
構
逃
（
川
木
）

し
た
が



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
一
九
六
）

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
展
を
こ
の
時
代
に
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
ツ
ソ
フ
上
衷
退

の
原
因
を
追
及
す
る
こ
と
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
さ
い
、
古
く
よ
り
鉄
工
業
の
も
つ
比
重
が
大
き
か
っ
た
ラ
ィ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

右
岸
（
附
図
参
照
）
に
考
察
○
中
心
を
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
（
１
）
　
一
九
世
紀
の
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
げ
る
工
業
発
展
の
基
礎
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
最

　
　
　
初
に
強
調
し
た
の
は
Ｂ
・
ク
ス
ヶ
で
あ
る
（
申
穴
畠
ぎ
一
Ｐ
Ｐ
○
．
○
ｏ
．
Ｈ
ｏ
．
ｏ
．
○
ｏ
．
違
¢
．
）
。
　
こ
の
Ｂ
・
ク
ス
ヶ
の
指
摘
を
晴
矢
と
す
る
一
八
世

　
　
　
紀
工
業
吏
研
究
の
重
要
性
が
、
最
近
あ
ら
た
め
て
力
説
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
（
旨
翼
籟
胃
斥
旨
畠
竃
一
］
）
胃
＞
自
－
。
。
庄
品
ら
實
｝
＆
目
オ
争
９

　
　
　
Ｈ
己
尋
ま
ぎ
Ｈ
・
。
二
争
｝
昌
ら
・
・
；
己
ま
票
牽
争
昌
胴
・
一
目
鶉
ぎ
易
ま
２
彗
９
９
げ
冒
曇
き
婁
・
雲
ま
巨
ぎ
く
ぎ
邑
－

　
　
喜
孝
一
葦
胃
．
盲
巨
。
・
§
。
・
畠
（
夢
一
二
＼
Ｎ
）
Ｌ
婁
レ
Ｈ
０
０
』
．
ミ
』
身
ま
言
竃
目
目
、
・
。
９
幕
昌
ら
竃
■
鼻
雪
９
。
・
彗
巨
ざ
．

　
　
ま
｝
９
Ｈ
｝
鶉
す
争
；
。
・
９
ら
胃
巾
；
品
８
邑
Ｏ
～
良
己
。
ｑ
¢
箏
Ｏ
Ｏ
蔑
ま
９
ら
易
崇
ぎ
邑
彗
ら
婁
ぎ
一
｝
¢
芽
翁
¢
、
員
Ｏ
竃
誌
９
彗

　
　
　
婁
ま
９
・
豪
二
邑
。
。
邑
・
一
。
・
婁
巨
・
葦
ら
鶉
Ｈ
・
。
．
；
｛
Ｈ
り
．
盲
言
巨
己
艮
．
Ｈ
§
・
Ｏ
。
・
一
・
。
３
。

　
　
（
２
）
単
■
易
ぎ
ら
；
．
○
．
ｏ
ｏ
Ｌ
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
ツ
ソ
フ
ト
衰
退
の
原
因

　
ル
ー
ル
河
以
南
の
プ
ル
ク
・
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
、
ベ
ル
ク
地
方
は
鉄
鉱
石
が
地
表
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
娃
富
な
森
林
に
よ
る

燃
料
の
供
給
、
な
ら
び
に
動
力
と
し
て
利
州
可
能
な
急
流
の
斑
か
な
存
在
と
い
っ
た
ｎ
然
的
好
条
件
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
よ
り
鉄
工
業

　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

が
展
開
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
一
五
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
こ
の
地
方
に
相
つ
い
で
ツ
ソ
フ
ト
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ベ
ル
ク
で
は
、
一
四
八
七
年
の
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
剣
・
ナ
イ
フ
・
ツ
ソ
フ
ト
、
ニ
ハ
○
○
年
の
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
大
鎌
ソ
ソ
フ
ト
、
マ
ル

、
　
　
、
　
　
、

ク
で
は
、
一
五
世
紀
に
ま
で
遡
り
う
る
と
推
定
さ
れ
る
イ
ッ
ゼ
ル
ロ
ー
ソ
甲
膚
ツ
ソ
フ
ト
、
ア
ル
テ
ナ
の
針
金
ツ
ソ
フ
ト
箏
が
そ
れ

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
七
〇
年
代
と
も
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
地
域
の
ツ
ソ
フ
ト
は
一
様
に
衷
退
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
以
下
、

こ
れ
ら
三
地
域
で
の
ツ
ソ
フ
ト
の
形
成
と
そ
の
構
成
を
辿
っ
た
の
ち
、
ツ
ソ
フ
上
焚
退
の
原
内
を
追
及
す
る
こ
と
か
ら
考
察
を
は
じ



め
た
い
と
思
う
。

　
Ｇ
Ｄ
　
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お
け
る
剣
・
ナ
イ
７
・
ツ
ン
７
ト
衰
退
の
原
因
。

　
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
剣
ツ
ソ
フ
ト
は
、
一
四
〇
一
年
に
創
出
さ
れ
た
焼
入
れ
工
・
研
磨
工
（
震
ま
・
；
｛
・
。
・
巨
・
ま
・
）
ツ
ソ
フ
ト
、
　
一

二
年
形
成
の
剣
研
師
・
商
人
（
・
。
昌
秦
ま
晶
實
；
｛
零
幕
・
）
ツ
ソ
フ
ト
、
お
よ
び
七
二
年
創
設
の
剣
鍛
冶
工
（
・
。
争
奏
ま
・
げ
邑
＆
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
・
　
　
　
…

ツ
ソ
フ
ト
の
三
者
が
八
七
年
に
共
通
会
議
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
。
そ
の
目
的
は
領
邦
君
主
の
保
護
下
に
武
盤
製
造
の
秘
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
　
　
　
…

を
保
持
し
、
ツ
ソ
フ
ト
成
員
の
収
入
の
平
等
性
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ツ
ソ
フ
ト
規
制
の
内
容
は
、
＠
技
術
の

秘
密
を
保
持
す
る
た
め
の
い
ツ
ソ
フ
ト
成
員
の
生
涯
居
佳
の
誓
（
く
實
巨
９
ぎ
品
。
・
邑
）
を
中
核
と
し
て
、
＠
成
員
の
収
入
の
平
等
を

は
か
る
た
め
に
ｏ
リ
日
生
産
の
制
限
（
鍛
冶
工
の
ぱ
あ
い
劔
四
本
、
ナ
ィ
フ
一
〇
本
等
）
、
岬
親
方
数
制
限
、
岬
鍛
冶
工
の
焼
入
れ
工
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

研
磨
工
に
た
い
す
る
加
工
賃
規
定
、
～
製
品
の
質
を
規
制
す
る
た
め
の
商
標
制
度
（
Ｎ
ま
ぎ
易
壱
箒
昌
）
、
　
．
ｗ
ツ
ソ
フ
ト
所
属
商
人
へ

の
販
売
強
制
、
な
ら
び
に
＠
こ
れ
ら
規
制
の
実
施
を
保
証
す
る
た
め
の
．
ｗ
領
邦
官
吏
（
＞
葦
昌
彗
コ
）
を
長
と
し
、
三
団
体
よ
り
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
　
　
　
…
、
、
・
・
　
　
　
…

さ
れ
た
六
名
よ
り
な
る
ソ
ソ
フ
ト
監
視
機
関
の
設
置
等
か
ら
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ツ
ソ
フ
ト
成
立
時
に
お
け
る
主
導
権
は
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

入
れ
工
、
研
麿
工
を
従
属
さ
せ
て
い
た
鍛
冶
工
に
握
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
商
人
層
の
力
が
増
大
し
、
一
七
世
紀
に
は
か
れ
ら
の

も
と
に
手
工
業
者
が
従
属
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ツ
ソ
フ
ト
組
織
に
変
化
が
生
じ
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
組
織
変
化
の
原
因
は
販
路
の
拡
張
に
あ
る
。
一
六
世
紀
に
お
け
る
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
剣
の
販
路
は
主
と
し
て
ア
ソ
ト
ウ
ヱ
ル
ペ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

に
あ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
に
入
る
や
、
注
文
生
産
の
当
時
に
あ
っ
て
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ソ
商
人
が
陵
六
契
約
を
破
棄
し
た
こ
と
と
、

ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
剣
の
名
声
が
漸
次
拡
ま
り
、
需
要
が
増
大
し
た
た
め
、
販
路
が
南
方
へ
は
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
、
ニ
ュ
ー
ル
ソ
ベ
ル
ク
の
大
市
か
ら
イ
タ
リ
ー
、
ス
ペ
イ
ソ
ヘ
、
北
方
へ
は
ハ
ム
ブ
ル
グ
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
か

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
・

　
　
　
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
追
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
一
九
七
）

６



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
繁
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
一
九
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

ら
デ
ソ
プ
ー
ク
ヘ
、
西
方
へ
は
フ
ラ
ソ
ス
ヘ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
商
人
層
の
力
が
い
ち
じ
る
し
く
強
ま
っ
て
き
た
。
　
一
七
世
紀
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た
多
く
の
規
定
（
！
、
。
、
。
、
ｑ
昌
目
・
。
）

を
内
容
的
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
¢
商
人
に
た
い
す
る
鍛
冶
工
と
研
磨
工
の
加
工
賃
の
固
定
、
な
ら
び
に
加
工
賃
の
現
物
支
払
い
禁

止
規
定
、
　
商
人
に
よ
る
試
験
な
し
で
の
親
方
採
用
に
た
い
す
る
禁
止
規
定
、
＠
製
乱
の
質
と
量
を
規
制
す
る
商
標
制
度
の
厳
格
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

施
規
定
、
の
三
系
列
に
分
類
さ
れ
う
る
。
一
七
世
紀
初
頭
よ
り
く
り
返
し
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
三
系
列
の
規
定
は
、
フ
ア
ル
ツ

伯
ヨ
ハ
ソ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
即
位
後
に
発
せ
ら
れ
た
八
七
年
一
一
月
二
一
目
の
規
定
に
お
い
て
集
約
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
で
は
、

「
商
人
の
ひ
そ
か
な
、
狡
滑
な
行
為
に
よ
っ
て
、
貧
し
い
ツ
ソ
フ
ト
手
工
業
者
が
圧
迫
さ
れ
、
同
時
に
隷
属
者
（
■
。
３
、
耐
。
目
。
、
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

し
て
か
れ
ら
の
輌
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
」
と
商
人
を
激
し
く
非
難
し
た
の
ち
、
い
ま
ま
で
の
諾
規
制
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

従
来
手
工
業
者
の
主
導
権
の
も
と
に
商
人
も
参
加
し
て
い
た
行
政
、
司
法
機
関
で
あ
る
手
工
業
裁
判
所
（
曽
讐
目
身
。
、
岸
。
。
・
・
、
、
一
。
葦
。
）
か

ら
商
人
層
が
排
除
さ
れ
、
そ
の
後
手
工
業
裁
判
所
は
も
っ
ぱ
ら
加
工
賃
が
正
当
に
支
払
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
、
領
邦
権
力
と
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

合
の
も
と
で
監
視
す
る
機
関
へ
と
転
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
五
世
紀
に
鍛
冶
工
主
導
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
剣
ツ
ソ
フ

、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ト
は
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
商
人
に
主
導
権
が
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
問
屋
制
的
に
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
だ
が
、
一
七
世
紀
に
は
い
ま
一
つ
の
変
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
製
品
主
力
の
剣
か
ら
ナ
ィ
フ
ヘ
の
移
行
で
あ
る
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

な
わ
ち
、
一
六
世
紀
に
火
器
が
登
場
し
、
一
七
世
紀
に
は
武
操
と
し
て
の
剣
の
需
要
が
漸
次
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
の
傾
向
は

一
八
世
紀
に
至
っ
て
各
国
家
が
武
器
製
造
に
の
り
だ
し
、
シ
ュ
バ
ソ
ダ
ウ
、
ノ
イ
ツ
ユ
タ
ツ
ト
．
エ
バ
ー
ス
ヴ
ア
ル
ト
、
ポ
ツ
タ
ム
等
で

剣
生
産
が
開
始
さ
れ
、
従
来
○
ア
ル
プ
ス
以
北
で
の
唯
一
の
生
産
場
所
と
し
て
Ｏ
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
剣
独
占
が
崩
壊
し
た
の
に
加
え
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

フ
ラ
ソ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
が
あ
い
つ
い
で
輸
入
禁
止
措
置
を
と
る
に
及
ん
で
決
定
的
と
た
っ
た
。
こ
れ
に
か
わ
り
一
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

世
紀
よ
り
発
展
し
て
き
た
の
が
ナ
ィ
フ
製
造
で
あ
る
。

　
ナ
イ
フ
製
造
も
、
剣
と
同
様
に
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
に
お
い
て
は
古
く
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
一
五
七
一
年
一
月
一
四

日
の
特
権
に
よ
り
剣
ツ
ソ
フ
ト
の
三
つ
の
手
工
業
者
が
ナ
ィ
フ
製
造
の
全
権
利
を
獲
得
す
る
に
及
び
、
剣
ツ
ソ
フ
ト
に
包
摂
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
，
１
５
）

に
至
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ツ
ソ
フ
ト
規
制
の
内
容
も
剣
の
ば
あ
い
と
異
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
一
六
世
紀
に
ナ
ィ
フ
の
種
類
の

多
様
化
に
と
も
な
い
製
造
工
程
が
複
雑
化
し
、
さ
ら
に
、
一
七
世
紀
に
剣
に
か
わ
っ
て
ナ
イ
フ
の
販
路
が
ド
イ
ツ
の
大
市
、
オ
ラ
ソ

ダ
諸
港
へ
と
漸
次
拡
大
し
て
い
っ
た
結
果
、
こ
こ
で
も
最
初
に
は
剣
商
人
に
製
品
を
引
渡
し
て
い
た
仕
上
げ
工
（
｝
。
、
屠
昌
以
。
プ
。
、
）
が

商
人
機
能
を
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
分
散
し
た
仕
事
場
の
製
品
を
集
め
る
過
程
で
、
仕
事
の
指
導
も
行
う
中
問
親
方

（
冒
ｇ
・
・
）
と
な
っ
て
い
き
、
の
ち
に
は
手
工
業
者
に
原
料
を
配
布
し
て
加
工
賃
を
支
払
う
間
屋
商
人
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ

埜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
よ
り
留
目
す
ぺ
き
点
は
、
¢
一
五
～
一
六
世
紀
に
成
立
し
た
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
．
剣
．
ナ
ィ
フ
．
ツ
ソ
フ
ト
が
、
一
七
世
紀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

外
か
い
ハ
小
ハ
～
ピ
妙
か
紡
於
を
行
な
う
過
程
で
、
従
来
の
鍛
冶
工
主
導
の
構
成
か
ら
間
膳
商
人
支
配
の
構
成
へ
と
再
編
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

っ
点
、
な
ら
び
に
の
と
こ
で
の
蓄
斌
娘
盤
が
、
剣
、
ナ
ィ
フ
い
ず
れ
の
ば
あ
い
も
、
隔
地
問
市
場
に
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
Ａ
．
ト
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

ー
ソ
は
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
・
剣
・
ナ
ィ
フ
・
ツ
ソ
フ
ト
の
特
質
を
こ
の
問
展
商
人
支
配
と
い
う
構
成
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
閉

展
胸
人
支
舳
と
い
う
ツ
ソ
フ
ト
構
成
ｎ
体
が
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
や
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
の
ば
あ
い
に
比
し
、
蓄
稜

某
撚
り
胴
地
問
市
場
へ
の
依
存
度
の
高
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
ツ
ソ
フ
ト
組
繊
の
強
固
さ
を
ホ

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
剣
よ
り
ナ
ィ
フ
ヘ
の
製
品
転
換
廿
、
剣
の
俗
要
者
が
も
っ
ぱ
し
封
姓
領
主
で
あ
っ
た
ｏ
に
た
い

し
、
ナ
ィ
フ
は
す
で
に
〕
常
生
沽
品
の
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
杜
会
的
分
業
を
基
礎
に
内
部
に
市
場
が
開
け
て
き
た
ぱ
あ

　
　
　
一
八
此
紀
後
半
お
よ
び
一
九
仕
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
一
九
九
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
二
〇
〇
）

い
、
容
坊
に
ツ
ソ
フ
ト
が
衰
退
し
て
い
く
要
因
を
孕
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
つ
ぎ
に
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
．
剣
．
ナ
ィ
フ
．
ツ
ソ
フ
ト

衰
退
原
因
の
考
察
に
移
り
た
い
と
思
う
。

　
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
剣
と
ナ
ィ
フ
製
造
に
お
け
る
ツ
ソ
フ
ト
規
制
は
一
七
世
紀
以
来
空
文
化
し
て
い
き
、
一
七
七
七
年
に
は
ソ
ソ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

ト
制
度
が
い
ち
じ
る
し
く
弛
緩
し
て
い
る
。
そ
の
原
困
は
、
ｏ
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
に
お
け
る
非
特
権
商
人
な
ら
び
に
手
工
業
老
の
発
生
、

＠
レ
ム
ツ
ヤ
イ
ド
商
人
と
の
競
争
、
な
ら
び
に
＠
ブ
ル
ク
ヘ
の
流
出
、
の
三
点
に
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
剣
か
ら
ナ
ィ
フ
ヘ
の
製
品
転
換
に
と
も
な
い
、
ナ
ィ
フ
仕
上
げ
工
が
商
人
に
上
昇
し
て
い
く
過
程
で
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ツ
ソ
フ
ト
所
属
の
特
権
商
人
と
、
ナ
イ
フ
の
み
で
な
く
近
辺
の
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
、
リ
ュ
ッ
ト
リ
ソ
グ
ハ
ウ
ゼ
ソ
、
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ト
等
の
諸
商
品
や
羊
毛
を
収
扱
う
非
特
権
ま
た
は
無
規
律
商
人
（
；
勺
、
三
一
。
・
・
一
。
、
汁
。
。
｛
。
、
≠
ま
、
穴
、
一
｛
、
津
。
）
の
二
つ
グ
ル
ー
プ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、

生
じ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
両
者
の
斗
争
は
一
八
世
紀
に
入
っ
て
激
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
非
特
権
商
人
は
、
ナ
ィ
フ
以
外
の
他
の

品
目
の
取
引
か
ら
主
要
利
潤
を
あ
げ
て
い
た
た
め
、
仕
上
げ
工
か
ら
の
ナ
ィ
フ
買
上
げ
価
格
が
特
権
商
人
Ｏ
ば
あ
い
よ
り
六
～
一
〇

％
高
く
、
し
か
も
販
売
価
格
が
規
定
よ
り
安
か
っ
た
。
く
わ
え
て
、
非
特
権
商
人
は
、
有
能
な
手
工
業
槻
方
↓
仕
上
げ
工
兼
商
人
の

系
譜
を
辿
っ
て
、
た
え
ず
そ
の
数
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
八
○
○
年
頃
に
は
特
権
商
人
が
一
〇
〇
人
い
た
の
に
た
い
し
、
無
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
…

非
特
権
商
人
が
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
特
権
商
人
は
、
一
方
で
は
仕
上
げ
工
の
商
業
兼
務
と
非
特
権

湘
人
の
採
川
を
於
止
し
て
そ
の
増
大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
子
工
莱
老
に
た
い
す
る
加
工
賃
を
安
く
固
定
し
て
ｎ
ｎ
口
の

も
と
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
非
特
権
商
人
な
ら
び
に
企
体
〇
四
分
の
三
に
当
る
六
〇
〇
糸
ｏ
乎
工

業
槻
方
が
Ｎ
…
皿
を
緕
び
、
一
七
七
七
年
以
降
裁
判
、
姥
動
、
争
訟
ｏ
棉
つ
ぐ
い
わ
ゆ
る
『
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
・
ナ
イ
フ
価
格
姐
定
に
た

い
す
る
一
〇
年
訴
訟
（
二
・
争
ａ
等
・
雪
○
。
・
；
。
・
ｏ
・
曽
鴉
。
・
芋
・
。
牡
・
…
一
…
一
轟
－
Ｈ
、
；
烏
・
…
．
．
）
」
が
発
止
し
、
そ
の
紡
火
、
八
六
年
に
は
非
特



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

権
商
人
の
自
由
取
引
が
許
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
非
特
権
商
人
の
拾
頭
す
る
過
程
で
非
特
権
手
工
業
者
の
数
も
瑚
大
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
、
仕
上
げ
工

程
を
へ
な
い
、
　
い
わ
ゆ
る
『
黒
い
剣
（
一
ら
昌
考
胃
畠
ら
一
轟
。
．
、
）
』
が
ツ
ソ
フ
ト
規
制
を
破
っ
て
出
廻
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

そ
の
原
因
は
生
活
に
困
窮
し
た
手
工
業
老
と
非
特
権
手
工
業
者
の
投
げ
う
り
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
剣
に
か
わ
っ
て
製
品

主
軸
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
ナ
イ
フ
製
造
に
あ
っ
て
も
、
ツ
ソ
フ
ト
規
制
に
服
さ
な
い
多
く
の
手
士
業
者
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
一

七
～
一
八
世
紀
に
ツ
ソ
フ
ト
の
側
よ
り
悪
質
な
製
品
の
出
廻
り
に
た
い
す
る
苦
情
が
た
え
ず
、
ゆ
え
に
二
人
の
宜
低
一
員
監
視
人
（
、
考
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

。
・
９
・
麦
・
屋
暮
巾
霧
争
彗
胃
）
が
選
出
さ
れ
た
が
実
効
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
一
七
九
三
年
と
も
な
れ
ば
、
非
特
権
手
工

業
者
は
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
主
要
製
品
と
な
る
欽
製
造
を
営
み
、
一
九
〇
名
の
独
立
親
方
が
存
在
し
て
い
た

　
　
　
（
２
４
）

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
■
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
■
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、

　
以
上
の
よ
う
な
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
内
部
に
お
け
る
非
特
権
商
人
と
手
工
業
者
の
州
大
が
ソ
ソ
フ
ト
を
衰
退
さ
せ
た
第
一
の
、
基
本

、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
要
囚
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
非
特
権
商
人
の
な
か
に
は
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
商
人
の
み
で
な
く
、
多
く
の
レ
ム
ツ
ヤ
イ
ド
商
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。
の

ち
に
み
る
よ
う
に
、
レ
ム
ッ
ヤ
イ
ド
に
は
ツ
ソ
フ
ト
支
配
下
に
あ
っ
た
大
鎌
以
外
の
鉄
製
道
具
を
扱
う
『
ｎ
由
な
商
人
（
二
｛
、
。
一
。

床
彗
ま
鼻
・
．
．
）
」
が
最
初
よ
り
存
在
し
、
一
八
世
紀
に
入
っ
て
大
鎌
生
産
が
後
逃
し
て
か
れ
ら
の
力
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
ゾ
ー
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
Ｊ
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ソ
ゲ
ソ
製
＾
を
も
収
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
商
人
と
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
．
ツ
ソ
フ
ト
の
対
立
が
と
く
に
激
化
し
た

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
は
八
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
・
ツ
ノ
フ
ト
は
、
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
商
人
に
た
い
し
、
粗
悪
な
剣
を
製
作
さ
せ
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ま
た
は
マ
ル
ク
よ
り
購
入
し
た
剣
を
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
製
＾
と
し
て
販
売
し
て
い
る
と
非
難
し
１
た
の
に
た
い
し
、
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
商
人

　
　
　
」
八
廿
紀
後
半
お
よ
び
一
九
阯
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
二
〇
一
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
於
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
二
〇
二
）

は
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
商
人
が
負
債
を
負
い
、
し
た
が
っ
て
販
売
が
停
滞
し
て
い
る
の
で
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
繁
栄
の
た
め
に
製
品
の

販
売
を
引
う
け
て
い
る
と
反
駁
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
レ
ム
ッ
ヤ
ィ
ド
商
人
は
多
種
に
ー
わ
た
る
商
品
を
取
扱
っ
て
い
た
の
で
、
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

の
販
売
か
ら
多
く
の
利
益
を
得
る
必
要
が
な
く
、
た
め
に
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
特
権
商
人
は
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
内
部
に
お
け
る
非
特
権
商
人
と
手
工
業
者
の
拾
頭
は
、
レ
ム
ッ
ヤ
ィ
ド
商
人
に
よ
る
側
面
援
助
の
も
と
で
衣
さ

れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ツ
ソ
フ
ト
衰
退
の
第
三
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
マ
ル
ク
の
競
争
で
あ
る
。
一
六
〇
九
年
に
ベ
ル
ク
領
邦
君
主
の
家
系
断
絶
を
契
機

に
勃
発
し
た
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ク
レ
ー
フ
ェ
継
承
戦
役
と
一
四
年
の
ク
ワ
ソ
テ
ソ
と
の
和
解
に
よ
り
、
プ
ル
ク
は
ホ
ー
ユ
ソ
ソ
ォ
レ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

ソ
に
、
ベ
ル
ク
は
フ
ァ
ル
ソ
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
マ
ル
ク
は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
プ
ロ
ィ
セ
ソ
王
の
手
工
業

者
優
遇
策
に
よ
り
ベ
ル
ク
手
工
業
者
を
吸
収
し
つ
つ
発
展
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
か
ら
も
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
手
工
業
者
の
流
出
を
み
た
。
そ
の
起
内
は
ツ
ソ
フ
ト
の
束
締
に
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
に
水
力
に
よ
っ
て
鉄
を
棒
状
に
す
る
新
た
な

鍛
冶
法
（
零
鼻
ぎ
…
完
・
）
が
伝
え
ら
れ
た
さ
い
、
　
こ
の
方
法
に
よ
る
と
従
来
の
手
鍛
冶
の
ば
あ
い
に
比
し
剣
の
目
生
産
が
四
～
五

倍
に
な
る
こ
と
、
お
よ
び
製
品
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
を
双
由
と
し
て
、
ツ
ソ
フ
ト
は
一
六
八
七
年
に
こ
の
鍛
冶
法
を
禁
止
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

も
と
よ
り
、
こ
の
禁
止
は
実
効
を
も
た
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
多
く
の
鍛
冶
工
が
ｎ
由
を
求
め
て
マ
ル
ク
に
流
出
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
マ
ル
ク
に
伝
え
ら
れ
た
剣
生
産
は
、
森
林
乱
伐
に
よ
り
燃
料
が
石
決
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
一
八
世
紀
犬
と
も
な
る
と
、

石
決
の
豊
寓
な
ブ
ル
ク
で
の
低
廉
、
粗
製
の
剣
の
競
争
に
遭
逃
し
、
こ
の
而
か
ら
も
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
．
ツ
ソ
フ
ト
は
苦
境
に
陥
っ
た

　
　
　
（
２
９
）

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
五
～
六
世
紀
に
成
立
し
、
一
七
世
紀
に
閑
崖
例
支
紀
、
い
構
成
を
終
え
た
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
．
剣
．
ナ
イ
フ
．
ツ



ソ
フ
ト
は
二
八
世
紀
に
さ
て
・
内
讐
淳
る
非
特
権
商
人
、
手
工
業
者
・
拾
頭
、
レ
ム
ッ
ヤ
ィ
ド
商
人
、
王
る
ツ
ソ
フ
ト
規

制
の
侵
害
・
養
び
に
一
ル
ク
の
撃
と
い
う
二
一
氏
歓
に
よ
つ
て
、
一
八
世
紀
末
に
は
い
ち
じ
る
し
い
衰
弩
陥
つ
て
い
た
の

で
あ
る
・
つ
ぎ
に
、
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
大
鎌
ソ
ソ
フ
ト
の
ば
あ
い
に
考
察
を
移
し
た
い
と
思
う
。

　
四
　
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
に
お
け
る
大
鎌
ツ
ン
フ
ト
衰
退
の
原
因
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、

ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
が
古
く
か
ら
○
轟
生
産
の
中
心
地
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
レ
ム
ッ
ヤ
イ
ド
は
叢
具
生
産
の
中
心
地
で
あ
つ

橘
と
こ
ろ
で
二
七
世
紀
初
頭
に
、
…
で
の
鍛
冶
工
、
研
磨
工
が
交
通
の
便
と
労
働
諸
条
件
の
さ
一
ル
ク
に
多
く
流
出
す
る

に
及
び
・
こ
れ
を
防
ぐ
目
的
で
二
一
〇
〇
年
七
月
五
日
に
レ
ム
シ
ヤ
イ
ド
、
ク
一
－
ネ
ソ
ベ
ル
ク
、
リ
ユ
ツ
ト
リ
ソ
グ
一
ウ
ゼ
ソ
三

地
域
を
含
む
大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
が
形
成
さ
れ
た
。

　
ハ
ハ
乃
い
｛
齢
冷
｝
ピ
肝
降
１
わ
朴
小
ピ
い
む
輸
跡
さ
れ
、
例
外
と
し
て
七
人
の
商
人
が
参
加
し
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
ツ
ソ

フ
ト
機
関
は
一
人
の
領
邦
官
吏
一
く
曇
一
を
長
と
し
、
夫
の
ツ
ソ
フ
ト
選
出
窪
員
一
一
、
、
汁
一
。
自
汁
。
一
か
婁
つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

評
議
員
に
は
鍛
冶
工
四
名
言
－
ネ
ソ
ベ
ル
ク
ニ
、
レ
ム
シ
ヤ
ィ
ド
；
た
竺
、
リ
ユ
ツ
ト
リ
ソ
グ
一
ウ
ゼ
ソ
一
一
、
研
磨
工
三
名
。
一
一
地
域
よ

り
各
六
一
）
の
割
合
で
選
出
さ
れ
て
い
る
・
ハ
ハ
ハ
ー
跡
杵
肌
朴
牡
は
、
　
「
い
か
な
る
鍛
冶
工
、
研
麿
工
と
い
え
ど
も
、
エ
ル
バ
ー
フ

ェ
ル
ト
・
バ
ィ
ェ
ソ
ブ
ル
グ
・
ボ
ル
ネ
ッ
ェ
ル
ト
管
区
（
＞
ま
）
の
土
地
を
離
れ
て
は
な
ら
ず
、
他
の
場
所
に
そ
の
鴬
業
を
拡
め
て

は
奮
き
一
と
い
う
流
出
の
防
止
規
定
と
・
生
産
、
収
入
を
平
等
に
分
配
す
る
た
め
の
、
製
品
の
質
と
量
に
関
す
る
規
定
、
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
班
）
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

規
制
・
ツ
ソ
フ
ト
所
属
商
人
一
の
販
売
強
制
等
か
婁
っ
て
い
た
。
大
鎌
の
販
路
は
一
七
世
紀
に
さ
て
は
主
と
し
て
オ
ラ
ソ
ダ

ブ
ラ
バ
ソ
ド
に
あ
っ
た
と
い
わ
知
・
以
上
か
ら
管
す
べ
き
点
は
、
二
一
〇
〇
年
に
レ
ム
シ
ヤ
ィ
ド
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
は
・
駄
官
・
欺
｛
雰
む
涼
器
か
と
続
合
し
て
、
移
動
の
禁
止
を
中
核
に
、
賢
間
の
平
等
を
規

　
　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
忙
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
七
一
　
（
二
〇
三
）

　
　
　
　
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
二
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

制
内
容
と
し
て
い
る
点
、
な
ら
び
に
＠
蓄
稜
基
盤
が
隔
地
問
市
場
に
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
は
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
ば
あ
い
と
異
な
り
、
間
屋
商
人
支
配
の
形
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
二

八
世
紀
末
に
は
ク
ロ
ー
ネ
ソ
ベ
ル
ク
地
域
に
は
な
お
二
、
三
の
大
鎌
鍛
冶
工
が
存
在
し
た
が
、
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
、
リ
ュ
ヅ
ト
リ
ソ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

ハ
ウ
ゼ
ソ
教
区
に
お
い
て
は
古
い
手
工
業
の
代
表
者
は
一
人
も
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
衰
退
を
示
す
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
原
因
は
、
ツ
ソ
フ
ト
手
工
業
者
が
プ
ル
ク
ヘ
流
出
し
た
結
果
興
隆
し
た
マ
ル
ク
大
鎌
製
造
業
の
競
争
、
な
ら
び
に
レ
ム
シ

ャ
ィ
ド
内
部
に
お
け
る
自
由
な
商
人
と
手
工
業
者
の
拾
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
盟
）

　
ツ
ソ
フ
ト
形
成
後
も
マ
ル
ク
ヘ
の
流
出
は
た
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ツ
ソ
フ
ト
規
制
自
体
に
起
因
し
て
い
る
。
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

あ
っ
て
も
、
一
六
世
紀
以
来
水
力
鍛
冶
法
が
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
は
成
員
の
平
等
性
を
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

壊
す
る
と
の
理
由
で
も
っ
て
、
一
六
〇
四
年
に
水
力
鍛
冶
を
禁
止
し
た
。
こ
の
た
め
、
ツ
ソ
フ
ト
成
員
の
う
ち
で
裕
福
な
、
進
歩
的

な
考
え
を
も
っ
て
い
た
家
族
の
多
く
が
、
当
時
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
産
業
奨
励
策
に
よ
り
水
流
税
の
免
除
等
の
特
典
を
与
え
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

プ
ル
ク
ヘ
と
流
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
の
結
果
、
マ
ル
ク
に
お
い
て
大
鎌
生
産
が
開
姶
さ
れ
、
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
は
こ
の
競
争
に
よ
っ
て
一
七
世
紀
末
に
は
い
ち
じ
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

い
苦
境
に
陥
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
水
力
鍛
冶
に
あ
っ
て
は
、
手
の
ば
あ
い
に
比
し
、
一
日
に
二
借
の
生
産
が
可
能
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

り
、
し
た
が
っ
て
価
格
も
い
ち
じ
る
し
く
低
廉
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
苦
境
に
た
い
す
る
ツ
ソ
フ
ト
の
対
応
は
、
さ
し
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

り
二
つ
の
面
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
ツ
ソ
フ
ト
技
術
規
制
の
緩
和
で
あ
る
。
一
七
〇
〇
年
に
は
重
最
大
鎌
に
た
い
し
水
力
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・

冶
を
許
可
し
、
二
二
乍
に
は
軽
最
品
に
た
い
す
る
水
力
利
用
規
制
を
緩
和
し
て
い
る
。
い
ま
一
つ
は
、
従
来
ｏ
白
大
鎌
製
造
か
ら
青

大
鎌
製
遣
へ
ｏ
製
品
転
拠
で
あ
る
。
一
七
〇
七
年
に
シ
ュ
タ
イ
ユ
ル
マ
ル
ク
か
ら
導
入
さ
れ
た
青
大
鎌
は
非
常
に
高
質
の
も
ｏ
で
あ



り
、
特
殊
な
熟
練
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
鎌
は
、
や
が
て
マ
ル
ク
で
も
製
造
を
開
姶
さ
れ
た
に
せ
よ
、
エ
ヴ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

ス
プ
ソ
の
計
算
に
し
た
が
え
ば
、
一
八
〇
四
年
に
あ
っ
て
も
、
な
お
マ
ル
ク
の
三
借
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
は
マ
ル
ク
の
強
力
な
競
争
の
も
と
に
白
大
鎌
よ
り
青
大
鎌
へ
と
、
す
な
わ
ち
ヨ

リ
高
質
な
も
の
へ
と
製
品
転
換
を
行
い
つ
つ
衰
退
の
道
を
辿
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
衰
退
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
は
い
ま
一

つ
の
原
因
、
す
な
わ
ち
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
内
部
に
お
け
る
自
由
な
商
品
生
産
”
流
通
の
開
姶
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
で
は
大
鎌
製
造
以
外
は
ツ
ソ
フ
ト
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
よ
り
小
鎌
製
造
を
中
心
と
し
て

・
　
、
　
、
　
・
　
・
　
、
　
・
　
・
　
、
　
、
　
　
　
　
（
４
２
）

自
由
な
手
工
業
者
が
存
在
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
大
鎌
鍛
冶
工
と
と
も
に
近
辺
の
森
の
な
か
や
荒
蕪
地
に
散
在
し
て
居
仕
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

農
工
未
分
離
の
形
で
い
わ
ゆ
る
『
棒
状
の
鉄
製
品
（
二
・
。
ざ
芽
竃
冒
目
．
．
）
』
を
製
造
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
八
世
紀
に
入
る
や
、
多

様
な
製
品
を
生
産
し
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
。
一
七
五
六
年
に
は
大
鎌
製
造
以
外
に
従
事
す
る
鍛
冶
工
の
種
類
が
三
一
に
も
の
ぽ
り

　
　
（
４
４
）

（
第
八
表
参
照
）
、
さ
ら
に
六
三
年
に
は
三
〇
〇
種
、
一
八
〇
三
年
に
は
六
〇
〇
種
に
も
の
ぽ
る
製
品
が
ツ
ソ
フ
ト
以
外
で
生
産
さ
れ
て

　
（
４
５
）

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

　
こ
の
傾
向
に
対
処
す
る
た
め
、
ツ
ソ
フ
ト
は
一
八
世
紀
初
頭
よ
り
こ
れ
ら
手
工
業
者
を
ツ
ソ
フ
ト
に
吸
収
し
よ
う
と
努
力
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
掌
握
の
試
み
は
失
敗
し
た
の
み
で
な
く
、
こ
れ
ら
白
由
な
手
工
業
製
品
を
取
扱
う
商
人
が
研
磨
工
不
足
よ
り
レ
ム
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
）
　
、
　
、
　
・
　
、
　
　
　
　
…
　
、
　
・
　
・

ヤ
ィ
ド
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
に
お
け
る
ソ
ソ
フ
ト
支
配
下
の
研
磨
工
に
研
磨
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
に
及
び
、
研
磨
工
独
占
を
め
ぐ
っ
て

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

臼
由
な
商
人
、
手
工
業
者
と
ツ
ソ
フ
ト
の
問
で
闘
争
が
開
始
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
最
初
ｏ
衡
突
は
一
七
二
七
～
三
四
年
に
生

じ
た
。
ツ
ソ
フ
ト
擁
護
○
先
頭
に
立
っ
た
○
は
Ｊ
・
ｐ
・
フ
ロ
ー
ソ
（
－
、
一
ブ
」
、
・
汁
冒
「
；
ブ
コ
）
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
特

権
商
人
と
緒
合
し
て
、
研
磨
工
が
黒
く
ぬ
っ
た
粒
製
大
鎌
を
製
造
し
て
い
る
と
非
難
し
、
ツ
ソ
フ
ト
規
制
を
守
る
よ
う
デ
ュ
ッ
セ
ル

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
二
〇
五
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
於
と
市
場
構
逃
（
川
本
）
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ド
ル
フ
政
府
に
請
願
を
く
り
返
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
自
由
た
商
人
、
手
工
業
者
○
先
頭
に
は
Ｊ
．
ヘ
ソ
ス
（
』
。
一
、
、
、
、
、
二
－
。
、
、
び
Ｈ
）
と

Ｐ
一
ハ
ー
ゼ
ソ
ク
レ
ー
バ
ー
（
↑
章
實
■
婁
彗
・
Ｈ
・
・
竃
）
が
立
っ
て
い
た
Ｃ
　
か
れ
ら
は
マ
ル
ク
ヘ
の
鍛
冶
工
流
出
の
原
因
は
研
磨
工
独

占
に
あ
る
と
反
駁
し
て
い
る
・
こ
う
し
て
生
じ
た
研
磨
工
独
占
に
た
い
す
る
営
業
の
白
由
を
求
め
て
の
闘
争
は
一
八
〇
九
年
ま
で
継

　
　
　
　
　
　
（
４
８
）

続
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ム
ツ
ヤ
イ
ド
大
鎌
ソ
ソ
フ
ト
は
こ
の
過
程
で
い
ち
じ
る
し
く
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　
以
上
・
一
七
世
紀
に
成
立
し
た
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
は
、
成
立
と
と
も
に
激
化
し
て
き
た
プ
ル
ク
の
競
争
と
、
一
八
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

紀
に
お
け
る
大
鎌
以
外
の
多
様
な
製
品
を
生
産
、
販
売
す
る
自
由
な
手
工
業
者
、
商
人
の
拾
頭
と
い
う
二
重
の
原
因
に
よ
つ
て
一
八

世
紀
後
半
に
は
い
ち
じ
る
し
い
衰
退
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　
働
　
マ
ル
ク
・
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
針
金
・
甲
胃
ツ
ン
フ
ト
衰
退
の
原
因
。

　
マ
ル
ク
南
東
部
に
は
古
く
よ
り
『
オ
ゼ
ム
ソ
ト
　
（
○
・
。
・
８
；
ｑ
）
』
と
呼
ば
れ
る
、
針
金
製
造
に
適
し
た
鉄
鉱
石
が
地
表
に
存
在
し

て
お
（
岬
・
た
め
に
リ
ュ
ー
デ
ソ
シ
ャ
ィ
ド
・
ア
ル
テ
ナ
、
イ
ッ
ゼ
ル
ロ
ー
ソ
の
三
都
市
は
早
く
よ
り
針
金
製
造
に
お
け
る
分
業
関
係

を
と
り
む
す
び
つ
つ
発
展
し
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
ユ
ー
デ
ソ
シ
ヤ
ィ
ド
で
製
造
さ
れ
た
太
手
粗
針
金
が
ア
ル
テ
ナ
で
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
０
）

細
針
金
に
さ
れ
、
さ
ら
に
イ
ッ
ゼ
ル
ロ
ー
ソ
で
細
手
針
金
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
編
ん
で
甲
篶
製
造
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
）
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

都
市
で
の
ツ
ソ
フ
ト
形
成
は
一
五
世
紀
に
遡
る
と
い
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
ツ
ソ
フ
ト
規
制
の
内
容
は
、
工
程
の
秘
密
保
持
の

た
め
の
マ
ル
ク
で
の
針
金
生
産
独
占
を
基
礎
に
、
製
品
の
質
と
量
に
た
い
す
る
規
定
、
商
人
へ
の
販
売
価
格
規
制
等
か
ら
な
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
２
）
　
　
、
　
、
　
、
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

り
・
ベ
ル
ク
の
ツ
ソ
フ
ト
の
ば
あ
い
と
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ン
、
ｏ
販
路
は
初
期
に
あ
っ
て
は
ヶ
ル
ソ
、
リ
ユ
ー
ベ
ツ
ク
等
の
ノ

　
　
　
　
　
　
（
５
３
）

ソ
ザ
郁
市
に
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
の
ツ
ソ
フ
ト
の
製
造
す
る
針
金
は
、
一
八
世
紀
に
入
る
や
、
マ
ル
ク
内
部
で
の
製
品
の
比
重
に
お
い
て
と
る

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
此
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
二
〇
七
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
機
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
二
〇
八
）

に
足
り
な
い
も
の
と
な
り
、
七
〇
年
代
に
は
没
落
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
オ
ゼ
ム
ソ
ト
鉄
鉱

　
　
　
（
５
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
６
）

石
の
固
渇
、
一
六
世
紀
以
来
の
火
器
登
場
に
よ
る
甲
胃
需
要
減
少
等
と
と
も
に
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
産
業
保
護
政
策
の
も
と
で
展
開
し
た

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

自
由
な
鉄
加
工
業
の
発
展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
に
、
プ
ル
ク
で
は
自
由
な
鉄
加
工
業
が
広
汎
に
展
開
し
た
た
め
、
甲

胃
需
要
減
退
に
と
も
な
い
、
鉤
や
硫
毛
櫛
等
の
生
産
に
転
じ
つ
つ
あ
っ
た
ツ
ソ
フ
ト
は
、
も
は
や
規
制
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
プ
ル
ク
・
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
の
ツ
ソ
フ
ト
は
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
多
様
で
白
由
な
鉄
加
工
業
の
展

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

開
に
よ
り
衰
退
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
以
上
、
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
ベ
ル
ク
、
マ
ル
ク
鉄
加
工
業
ツ
ソ
フ
ト
衰
退
原
因
の
考
察
か
ら
、
つ
ぎ
の
点
が
指
摘
さ
れ
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
三
者
に
共
通
す
る
点
と
し
て
、
い
ず
れ
の
ツ
ソ
フ
ト
も
領
邦
権
力
の
保
護
の
も
と
に
隔
地
問
市
場
に
蓄
積

某
盤
を
お
き
、
古
い
技
術
に
依
存
し
な
が
ら
高
質
の
製
品
を
生
産
し
て
お
り
、
こ
れ
を
衰
退
せ
し
め
た
共
通
の
分
母
と
し
て
内
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

お
け
る
白
由
な
手
工
業
者
、
商
人
の
拾
頭
が
あ
っ
た
点
、
な
ら
び
に
相
違
点
と
し
て
、
こ
の
共
通
の
内
部
的
衰
退
原
因
に
加
え
て
、

レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
に
あ
っ
て
は
外
部
的
要
因
と
し
て
の
マ
ル
ク
の
競
争
が
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
ば
あ
い
に
は
、
そ
れ
が
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
マ
ル
ク
の
競
争
と
い
う
二
重
の
圧
力
と
し
て
脇
働
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
の
点
の
帰
結
と
し
て
、
ツ
ソ
フ
ト
の
強
固
さ
を
某
準

と
す
る
と
き
、
マ
ル
ク
よ
り
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
、
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
よ
り
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
と
い
う
序
列
が
設
定
さ
れ
る
の
に
た
い
し
、
内

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

部
的
衰
退
原
内
の
展
開
度
を
基
準
と
す
れ
ば
、
う
え
の
序
列
が
逆
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ツ
ソ
フ
ト
の
強
固
さ
と
内
部

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

に
お
け
る
ｎ
由
な
手
工
業
者
、
商
人
Ｏ
展
開
度
と
が
逆
比
例
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
Ａ
・
ヴ
ィ
ル
、
ミ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
一
八
世
紀
六
〇
年
代
Ｏ
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
に
つ
い
て
、
　
「
以
前
の
時
代
○
ツ
ソ
フ
ト
束
縛
が
後
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
５
７
）

し
、
…
…
近
代
的
た
、
陸
業
ｎ
巾
ヤ
表
的
、
玖
木
主
義
的
な
傾
向
を
も
っ
た
新
し
い
時
代
Ｏ
開
姶
が
準
備
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
」
と



述
べ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ソ
ソ
フ
ト
を
衰
退
さ
せ
、
新
ら
し
い
資
本
主
義
発
展
を
開
始
さ
、
！
」
た
自
由
な
手
工
業
者
、
商

人
の
展
開
が
ど
の
よ
う
な
販
路
（
－
蓄
積
基
盤
）
を
ふ
ま
え
て
可
能
と
な
っ
た
の
か
を
、
そ
の
展
開
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
っ
た
マ
ル

ク
を
中
心
と
し
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

（
１
）
＞
言
・
易
掌
；
ヨ
ニ
ま
・
。
・
ま
・
§
峯
多
胃
重
箏
…
ら
一
一
豪
ぎ
置
奪
・
掌
・
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
・
。
鼻
・
。
」
・
く
・
雰
寿
言
■
・
。
彗
二
・

　
ｐ
○
．
○
ｏ
Ｏ
ｏ
．
Ｈ
豪
ｚ
Ｈ
ミ
．
　
ル
ー
ル
河
以
南
の
各
地
に
多
く
の
鉱
津
の
山
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
く
よ
り
鉄
工
業
が
営
ま
れ
て
い
た
こ

　
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
－
）
庁
○
量
蒜
亭
Ｐ
津
曽
彗
汗
Ｏ
Ｏ
．
§
Ｎ
．
）
。
し
か
し
、
文
書
の
な
か
で
最
初
に
現
わ
れ
て
く
る
の
は
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の

　
剣
製
造
に
っ
い
て
は
六
世
紀
に
お
け
る
テ
オ
デ
リ
ッ
ク
ス
の
ヴ
ァ
リ
ナ
ー
王
へ
の
手
紙
（
目
９
弓
一
９
六
２
９
實
一
〇
易
Ｏ
巨
Ｏ
巨
Ｏ
ら
冒
司
Ｐ
、
己
ま

－
＞
』
９
寿
三
目
ま
ま
目
ま
轟
邑
；
一
買
○
馨
プ
巨
汁
二
雪
・
。
昌
秦
二
目
・
募
ま
・
・
Ｈ
蓬
・
・
。
・
Ｏ
・
）
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
の

　
大
鎌
製
造
に
つ
い
て
は
、
　
一
二
五
二
年
に
お
げ
る
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
近
辺
の
ダ
ム
の
関
税
文
書
に
お
い
て
で
あ
る
（
ヨ
０
０
Ｓ
オ
ま
Ｐ
津
旨
胃
汗

　
ｏ
〇
一
心
Ｎ
Ｏ
ｏ
．
）
。

（
２
）
　
こ
こ
で
ツ
ソ
フ
ト
と
い
う
用
語
法
に
っ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
ぎ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
剣
．
ナ
ィ
フ
．
ツ
ソ
フ
ト
の
ば
あ

　
い
に
は
－
二
払
心
淋
阯
（
口
彗
ｏ
孝
ｏ
寿
。
・
マ
邑
ｏ
易
ｏ
言
｛
汁
）
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
　
レ
ム
シ
ヤ
イ
ド
、
ク
ロ
ー
ネ
ソ
ベ
ル
ク
、
リ
ュ

　
ッ
ト
リ
ソ
グ
ハ
ウ
ゼ
ソ
大
鎌
ソ
ソ
フ
ト
の
ば
あ
い
、
　
一
六
〇
〇
年
七
月
五
目
の
規
定
で
は
「
ギ
ル
ド
、
手
工
業
な
ら
び
に
兄
弟
団
（
二
９
巨
。
・

　
曽
彗
ら
≠
¢
鼻
自
己
Ｈ
Ｗ
；
宗
易
Ｏ
プ
Ｐ
津
、
、
）
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
後
ク
ロ
ー
ネ
ソ
ベ
ル
ク
手
工
業
簿
に
お
い
て
は
手
工
業
ま
た
は
ギ
ル
ド
の
糸

　
称
が
使
川
さ
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ン
ト
で
は
ツ
ソ
フ
ト
と
呼
ば
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ギ
ル
ド
、
兄
弟

　
団
・
ツ
ソ
フ
ト
と
い
う
小
淋
小
朴
迩
～
｛
船
小
か
わ
い
伽
い
心
い
か
。
ギ
ル
ド
と
い
う
名
称
は
二
－
ダ
ー
ニ
フ
ソ
ト
に
山
米
し
、
ｎ
几
弟
団
は
経

　
済
的
イ
ソ
タ
レ
ス
ト
の
追
及
が
宗
教
に
結
合
し
た
ば
あ
い
の
名
称
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
ツ
ソ
フ
ト
は
比
較
的
岐
近
の
用
語
法
で
あ
る
と
い
わ

　
れ
る
・
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
用
語
の
相
違
は
一
青
葉
の
｛
米
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
用
語
の
示
す
内
奔
に
お
い
て
相
連
は
認
め
ら
れ

　
な
い
の
で
・
以
下
で
は
ツ
ソ
フ
ト
と
い
う
用
語
に
統
一
し
て
考
察
を
す
す
め
た
い
と
思
う
（
く
ｏ
ｑ
Ｆ
ヨ
ｏ
ｏ
鼻
冴
ｏ
プ
ｐ
津
４
胃
片
・
ｏ
ｏ
・
亀
ｍ
・
！
３
一
．

三
昌
■
義
宥
邑
婁
一
夏
。
鼻
＞
畠
琴
○
馨
葦
葦
ユ
。
・
零
妻
・
巨
奪
；
・
一
睾
。
・
一
。
。
・
雪
考
。
、
汀
、
。
冒
・
・
、
自
目
、
一
巨
。
。
。
目
．

　
Ｈ
己
易
三
〇
二
ｗ
一
一
」
．
お
Ｎ
・
。
．
○
ｏ
．
違
○
．
）
。

一
３
一
戸
掌
；
二
．
○
．
ま
＝
一
．
。
・
。
・
．
・
・
～
ｏ
』
．
墨
奪
二
．
曽
．
○
・
・
。
・
岬
二
・
箪
嵩
』
算
げ
婁
・
二
・
、
・
・
レ
ミ
・
な

　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
二
〇
九
）

　
　
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

七
八
　
（
二
一
〇
）

　
お
、
一
五
世
紀
に
お
げ
る
剣
の
製
造
工
程
は
、
＠
鍛
冶
工
程
（
鍛
冶
工
が
自
己
購
入
の
棒
鉄
に
三
度
の
加
熱
に
よ
り
剣
の
長
さ
、
厚
み
、
形
を

　
与
え
る
工
程
）
、
　
焼
入
れ
、
研
磨
工
程
（
鍛
冶
工
の
下
請
の
地
位
に
あ
っ
た
焼
入
れ
工
、
研
磨
工
に
よ
る
焼
入
れ
、
研
磨
工
程
）
、
　
仕
上
げ

　
工
程
（
以
上
よ
り
製
造
さ
れ
た
剣
は
い
わ
ゆ
る
『
黒
い
剣
』
と
呼
ば
れ
る
半
製
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
研
師
が
白
く
研
磨
し
、
柄
を
っ
げ
て
仕

　
上
げ
る
工
程
）
、
の
三
工
程
を
基
幹
と
し
て
お
り
、
完
成
品
販
売
に
は
仕
上
げ
工
程
を
う
け
も
っ
た
研
師
が
同
時
に
商
人
と
し
て
従
事
し
た
と

　
い
わ
れ
る
（
＞
．
弓
プ
■
Ｐ
串
中
○
．
弓
｝
９
一
．
Ｈ
Ｈ
．
０
ｎ
ｍ
一
．
り
～
－
◎
．
）
。

（
４
）
　
戸
弓
ブ
目
Ｐ
苧
苧
○
．
↓
プ
ｏ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
．
○
ｏ
ｏ
ｏ
．
ｏ
～
Ｈ
ｏ
．
ｏ
ｏ
．
ｍ
ｏ
◎
．
目
．
六
巴
－
票
實
一
Ｐ
ｐ
．
○
．
ｏ
ｏ
．
Ｓ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
。
ド
な
お
、
Ａ
・
ト
ゥ
ー
ソ
が
、
ゾ
ー

　
リ
ソ
ゲ
ソ
の
剣
ツ
ソ
フ
ト
は
シ
ヱ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ツ
ソ
フ
ト
を
模
範
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
述
べ
た
の
に
た
い
し
、
そ
の
後
バ
ー
ゼ
ル
影
響
説
、

　
ボ
ル
ド
ー
模
範
説
等
一
遠
の
論
争
が
な
さ
れ
て
い
る
（
！
、
ｏ
ｑ
Ｈ
・
曽
・
内
巳
一
ｇ
實
一
串
讐
・
○
・
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
・
胃
～
竃
・
）
。

（
５
）
＞
．
皇
；
二
；
．
○
．
箏
・
一
一
．
Ｈ
Ｈ
．
。
。
コ
。
．
・
。
～
Ｈ
卜
声
寮
豪
↑
員
・
；
．
○
．
・
。
・
。
．
竃
～
睾

（
６
）
＞
．
、
；
…
二
；
．
○
．
已
一
邑
．
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
・
。
．

（
７
）
＞
．
、
呈
；
二
；
．
○
．
Ｈ
ぎ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
．
Ｌ
一
．
声
奈
一
軍
員
・
二
．
○
．
ｏ
ｏ
．
ミ

（
８
）
　
＞
．
弓
｝
三
■
曽
．
ｐ
．
○
．
Ｈ
げ
邑
．
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
旨
．
そ
の
さ
い
の
取
引
形
態
は
注
文
取
引
で
あ
り
、
商
人
は
年
二
回
、
す
な
わ
ち
三
月
か
ら
四
月

　
に
か
け
て
と
、
七
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
各
々
四
週
問
以
内
で
旅
行
が
許
さ
れ
た
（
亭
巨
．
ｃ
ｏ
．
旨
．
）
。

（
９
）
Ｈ
匡
｛
．
ｏ
ｏ
○
。
．
Ｓ
～
Ｈ
卜

（
１
０
）
Ｐ
六
Ｑ
一
軍
實
｝
．
Ｐ
○
．
ｃ
ｏ
Ｌ
０
Ｎ
．

（
ｕ
）
　
＞
．
弓
プ
■
Ｐ
Ｐ
２
．
○
．
↓
プ
９
一
．
Ｈ
Ｈ
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
畠
～
ト
ベ
．
｝
．
穴
Ｏ
－
Ｏ
宥
■
Ｐ

（
１
２
）
　
Ｐ
宍
９
一
痒
實
一
２
．
ｐ
．
○
．
○
ｏ
．
べ
ｏ
．

（
１
３
）
　
レ
．
Ｈ
プ
自
Ｐ
Ｐ
ｐ
一
Ｃ
．
Ｈ
サ
９
一
．
Ｈ
Ｈ
一
〇
〇
一
Ｈ
べ
一
目
．
内
ｏ
－
９
ｏ
グ
９
．
四
一
〇
一

　
容
と
し
で
、
筏
っ
た
の
は
モ
ス
ク
ワ
で
お
る
と
い
わ
れ
る
（
雪
．
穴
巳
一
ｇ
胃
一
ｐ

（
１
４
）
　
＞
．
弓
げ
Ｅ
■
嘗
．
ｐ
．
○
．
口
さ
箒
．
Ｈ
Ｈ
．
○
ｎ
．
ミ
．
｝
｛
．
〆
巴
一
９
實
一
ｐ
．
申
○
．

（
１
５
）
　
＞
．
↓
プ
目
Ｐ
Ｐ
苧
○
．
弓
ま
Ｐ
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｎ
．
８
～
違
．

（
１
６
ソ
　
＝
一
三
．
コ
○
．
違
．
○
ｏ
．
Ｎ
０
。
．

（
１
７
）
　
；
三
．
○
○
．
崖
ｏ
ｏ
．

四
．
○
．

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｐ
．

ｏ
〇
一

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
］
ｌ
Ｏ
］
．
～
］
Ｉ
Ｏ
ト
．

．
Ｈ
ｏ
ｏ
～
－
Ｈ
○
．
こ
の
結
皿
く
、

○
．
ｏ
ｃ
．
Ｈ
８
．
）
。

事
一

ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
剣
の
最
大
の
顧



（
１
８
）
Ｈ
巨
Ｐ
ｏ
。
．
・
。
べ
．
ｏ
。
．
ｏ
Ｈ
．

（
”
）
　
Ｈ
一
Ｕ
－
ら
．
ｏ
ｃ
．
Ｎ
ｍ
．

（
２
０
）
　
ン
ー
．
に
２
Ｈ
汀
プ
９
目
ぴ
¢
旨
一
顯
．
ｐ
○
．
ｏ
〇
一
］
』
べ
．

（
肌
し
　
レ
．
、
『
プ
ｐ
ｐ
２
．
苧
○
．
弓
げ
９
ｒ
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
．
ｏ
ｏ
閉
～
ｏ
ｏ
べ
・

（
２
２
）
Ｈ
巨
ら
．
○
。
．
Ｈ
卜

（
２
３
）
　
Ｈ
げ
－
ら
一
〇
〇
一
閉
Ｎ
．

（
２
４
）
　
Ｈ
巨
Ｆ
○
○
．
昌
．
な
お
、
一
七
九
四
年
一
月
一
七
日
に
鉄
製
造
業
に
お
い
て
も
ツ
ソ
フ
ト
が
形
成
さ
れ
た
が
、
手
工
業
者
の
一
部
に
は
ツ
ソ

　
フ
ト
反
対
の
声
が
あ
り
、
九
五
年
に
か
れ
ら
は
従
来
通
り
自
由
親
方
（
～
臥
昌
ｏ
家
胃
）
　
と
し
て
働
く
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
（
Ｈ
巨
｛
・
○
ｏ
・

　
凸
し
。
　
こ
の
事
実
か
ら
も
、
一
八
世
紀
末
に
は
ツ
ソ
フ
ト
の
力
が
い
ち
じ
る
し
く
衰
退
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
〇
二
年
の
ダ
ニ

　
ェ
ル
ス
の
統
計
に
し
た
が
え
ば
、
非
特
権
手
工
業
者
数
は
全
体
の
三
分
の
一
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
（
Ｈ
巨
ｐ
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
・
邊
～
割
・
）
。

（
２
５
し
　
！
！
一
．
■
ｂ
０
ｑ
巴
ｏ
ｏ
旨
旨
ら
勺
．
■
¢
ｏ
ｑ
¢
Ｈ
０
０
一
曹
．
申
〇
一
団
Ｐ
Ｈ
．
ｃ
ｎ
ｃ
ｏ
．
Ｎ
Ｎ
Ｈ
～
Ｎ
Ｎ
ド

（
％
）
　
－
げ
－
ｐ
．
○
０
Ｑ
○
．
Ｎ
Ｎ
０
こ
Ｎ
Ｎ
べ
．

（
…
〃
）
　
Ｈ
げ
－
ら
．
ｏ
○
．
］
ｂ
り
．

（
２
８
）
＞
．
掌
；
し
；
．
○
．
宗
邑
．
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
．
ｏ
。
．
冨
こ
ド

（
ｍ
“
）
　
匡
．
宍
ｃ
■
ｃ
汁
ｏ
グ
ｐ
．
ｐ
○
．
ｏ
ｏ
．
］
．
Ｈ
］
．
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
Ｈ
Ｎ
ｏ
～
］
ｌ
Ｎ
Ｈ
．

（
３
０
）
　
！
く
．
■
箏
ｏ
ｑ
巴
ｏ
ｎ
　
■
箏
｛
勺
一
■
ｏ
ｏ
ｑ
０
Ｈ
０
ｎ
一
ｐ
．
苧
〇
一
市
ｑ
一
Ｈ
・
ｏ
ｏ
・
Ｈ
・

（
肌
）
　
＞
．
Ｈ
プ
自
目
一
嘗
．
Ｐ
〇
一
弓
プ
ｏ
－
．
Ｈ
Ｈ
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
り
～
Ｈ
Ｈ
ｏ
・
司
Ｈ
■
９
目
Ｎ
Ｏ
ｐ
ユ
Ｎ
庁
ｏ
ｑ
斥
■

　
。
・
ぎ
三
＆
ぎ
ら
雪
寄
昌
。
。
Ｏ
ぎ
一
ｑ
胃
ら
９
篶
ぎ
己
己
豪
汁
『
－
Ｏ
．
Ｈ
胃
Ｏ
．
Ｃ
。
．
§
考
．

　
；
～
べ
ｏ
ｏ
．

（
３
２
）

（
３
３
し

へ
３
４
）

　
れ

一
）
庁
↓
彗
亭
冒
｛
胃
向
ま
乏
Ｏ
斤
巨
素

■
目
ｏ
ｑ
ｇ
ｏ
ｏ
目
箏
ｑ
勺
一
■
ｏ
ｏ
ｑ
ｏ
易
一
ｐ
一
四
一
Ｃ
一

Ｎ
自
目
一

｝
ら
一

Ｏ
Ｈ
Ｏ
ｏ
・
１

Ｈ
一
〇
〇
ｃ
ｃ
．

　
＞
．
掌
；
Ｐ
．
Ｐ
○
．
宗
。
Ｆ
Ｈ
Ｈ
』
．
三
．
オ
．
穿
。
・
多
；
ら
勺
．
■
品
婁
一
・
・
Ｐ
○
・
冒
・
Ｈ
』
・
・
。
・
。
・
・
。
・
。
・
豪
～
；
・

　
！
１
、
．
■
箏
胴
巴
ｏ
ｎ
自
目
ｐ
勺
．
Ｈ
お
ｏ
ｑ
０
Ｈ
ｕ
〇
一
ｐ
ｐ
．
○
．
｝
ら
．
Ｈ
．
ｏ
○
．
Ｈ
ｃ
ｏ
り
・

　
Ａ
・
ト
ゥ
ー
ソ
が
マ
ル
ク
流
出
の
原
困
を
、
一
六
八
、
五
年
の
ナ
ソ
ト
勅
令
廃
止
後
に
お
げ
る
フ
ラ
ソ
ス
．
ユ
グ
ノ
ー
の
流
入
に
よ
リ
、

ら
と
の
賊
争
が
微
化
し
た
結
黒
、
　
八
七
年
に
多
く
の
鍛
冶
工
が
プ
ル
ク
に
流
出
し
た
と
説
明
し
た
の
に
た
い
し
　
（
＞
・
Ｈ
巨
ｐ
ｐ
ｐ
・

一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
伏
紀
前
半
に
お
け
ヲ
閉
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
二
一
一
）

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）

か

（
）
．



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

八
○
　
（
二
一
二
）

　
コ
、
。
Ｆ
Ｈ
Ｈ
・
○
○
・
Ｈ
■
・
）
、
Ｗ
．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
こ
れ
を
批
判
し
、
　
マ
ル
ク
流
出
の
原
因
は
ツ
ソ
フ
ト
制
度
自
体
に
あ
っ
た
と
し
て
、
　
っ
ぎ
の

　
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
に
よ
り
鍛
冶
業
経
営
を
拒
否
さ
れ
た
、
進
歩
的
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
鍛
冶
工
が
、
流
入
者
に
よ
っ

　
て
で
は
な
く
、
か
れ
ら
と
同
じ
ツ
ソ
フ
ト
成
員
に
よ
っ
て
故
郷
か
ら
放
逐
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
（
考
・
５
お
¢
７
自
己
｝
■
晶
¢
易
一
ｐ
ｐ
・

　
○
．
■
ら
．
Ｈ
．
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
睾
そ
箪
）
。

（
３
５
）
　
水
力
鍛
冶
は
、
初
期
に
あ
っ
て
は
製
錬
目
的
の
製
鉄
鍛
冶
（
向
げ
彗
プ
ｐ
８
昌
胃
）
、
粗
鋼
鍛
冶
（
射
ｏ
訂
“
掌
旨
ｐ
昌
旨
胃
）
、
な
ら
び
に
も

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
形
目
的
の
棒
鋼
ま
た
は
鋼
板
鍛
冶
（
カ
８
庁
占
己
吋
屋
岸
ぎ
昌
昌
實
）
の
三
工
程
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
　
一
八
世
紀
に
入
る
や
、
弘
蜘
・
掛
弘

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
を
同
時
に
行
う
製
錬
鍛
冶
（
同
、
雪
己
胃
ぎ
冒
昌
實
）
技
術
が
導
入
せ
ら
れ
、
い
ず
れ
の
ば
あ
い
も
高
度
の
経
験
と
熟
練
を
必
要
と
し
た
と
は
い

　
え
、
製
品
の
質
が
顕
著
に
向
上
し
た
と
い
わ
れ
る
（
考
・
向
品
¢
后
■
己
｝
■
晶
¢
易
・
Ｐ
Ｐ
○
・
団
Ｏ
・
Ｈ
・
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
・
ミ
こ
８
・
）
。

（
３
６
）
　
亭
己
．
ｏ
ｏ
０
Ｄ
．
ｍ
ｏ
◎
～
竃
．

（
３
７
）
＞
・
宇
；
｝
Ｐ
Ｐ
掌
・
Ｐ
Ｈ
Ｈ
．
・
。
．
巳
．
オ
』
品
箒
；
ｏ
｝
■
品
・
・
コ
・
ふ
Ｐ
○
．
星
．
Ｈ
．
。
・
．
曇
』
．
Ｎ
０
印

（
３
８
）
　
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
大
鎌
ツ
ソ
フ
ト
は
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
そ
の
生
産
量
を
漸
次
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が

　
（
！
■
向
、
一
〇
ｑ
、
－
。
。
。
、
一
ら
「
［
。
ｏ
ｑ
、
、
。
。
一
、
・
苧
Ｐ
軍
一
・
Ｈ
・
ｏ
ｏ
・
ｏ
．
ｍ
・
）
、
　
マ
ル
ク
に
お
け
る
水
力
に
よ
る
大
鎌
製
造
の
発
展
に
と
も
な
い
、
　
一
八
世

　
紀
に
入
る
や
衰
退
の
色
を
濃
く
し
て
い
く
。

（
３
９
）
　
Ｈ
巨
（
一
．
○
に
．
Ｈ
Ｏ
ｏ
Ｎ
．
○
ｃ
．
Ｈ
ｏ
◎
べ
．

（
４
０
）
　
亭
巳
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
お
Ｈ
～
お
ｃ
ｎ
．

（
４
１
）
　
亭
巳
・
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
．
崖
○
～
定
ｏ
◎
・
な
お
、
青
大
鎌
の
主
要
版
路
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
北
ア
メ
リ
カ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ー
・
オ
ラ

　
ソ
ダ
に
あ
っ
た
（
Ｈ
げ
巳
・
○
ｏ
・
宣
り
．
）
。

（
４
２
）
　
亨
こ
．
Ｕ
Ｏ
Ｕ
ｏ
．
旨
○
◎
～
Ｈ
雷
．

（
４
３
）
　
；
三
．
ｏ
ｏ
Ｕ
○
．
Ｈ
雷
～
ミ
Ｈ
．

（
４
４
）
コ
ま
．
○
。
．
ミ
ｏ
．

（
４
５
）
＞
・
ゴ
；
Ｐ
芦
Ｐ
（
）
．
↓
ブ
邑
．
Ｈ
Ｈ
．
○
。
．
旨
べ
．
宇
｝
實
事
２
富
ｏ
づ
ら
』
．
○
．
ｏ
ｏ
．
崖
。
。
．

（
４
６
）
　
！
く
・
■
奏
ｏ
后
昌
三
勺
．
［
品
¢
易
一
Ｐ
Ｐ
○
．
－
峯
Ｈ
．
○
ｏ
Ｕ
ｏ
．
畠
べ
～
－
竃
．

（
〃
＾
）
　
　
＞
・
↓
７
自
目
・
曽
・
ｐ
○
・
↓
プ
ｏ
昌
．
Ｈ
Ｈ
．
○
ｏ
．
一
Ｈ
閉
．
！
く
．
■
目
ｏ
ｑ
〇
一
〇
〇
　
目
目
（
－
勺
一
■
ｏ
ｏ
ｑ
Ｑ
『
ｕ
ｎ
一
ｐ
．
四
．
○
．
｝
ｑ
．
一
．
○
ｏ
Ｏ
ｏ
．
一
べ
ｏ
ｏ
～
－
べ
ト
　
○
ｏ
．
Ｎ
Ｈ
ｏ
．



（
４
８
）
　
オ
．
ヨ
あ
ｏ
ご
三
三
勺
二
」
品
¢
Ｈ
。
。
一
２
．
申
○
．
｝
ら
．
Ｈ
．
○
ｏ
．
ｏ
。
べ
．
Ｕ
ｏ
Ｏ
ｏ
．
一
お
～
ミ
、
ザ
○
ｏ
１
８
・
。
．
○
ｏ
Ｏ
ｏ
．
８
べ
～
８
ｏ
。
．

（
４
９
）
一
ぎ
（
キ
邑
。
・
ｏ
言
津
室
胃
斤
．
○
ｏ
．
５
・
。
．
ｏ
ｏ
．
ミ
ト

（
５
０
）
　
；
巨
．
○
ｏ
．
ミ
○
．
○
ｏ
○
○
．
ミ
ベ
そ
ト
ベ
ｏ
。
．
［
吋
竃
～
戸
嘗
．
算
．
○
．
○
○
．
Ｎ
Ｎ
．

（
５
１
）
　
ア
ル
テ
ナ
の
針
金
製
造
ツ
ソ
フ
ト
は
一
四
五
六
年
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
ュ
ー
デ
ソ
ツ
ヤ
イ
ド
、
イ
ッ
ゼ
ル

　
ロ
ー
ソ
に
つ
い
て
は
一
五
世
紀
に
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
み
で
、
ツ
ソ
フ
ト
彩
成
の
年
は
不
明
で
あ
る
（
『
ま
ｏ
；
房
争
９
津
旨
彗
汗

　
ｏ
ｏ
．
亀
卜
ｏ
ｏ
杜
塞
．
）
。

（
５
２
）
　
冒
己
．
ｏ
ｏ
．
ミ
ー
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
ミ
心
～
ミ
岬
．

（
５
３
）
　
亭
巨
．
ｏ
ｏ
．
ト
竃
．

（
５
４
）
　
亭
己
．
０
Ｄ
．
お
－
．
○
Ｄ
．
ミ
ｏ
．

（
５
５
）
　
宇
巳
．
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｄ
．
ミ
Ｈ
Ｚ
ミ
ド

（
５
６
）
　
フ
ロ
ィ
セ
ソ
産
業
保
護
政
策
の
内
容
は
水
流
税
の
免
除
、
工
業
設
備
へ
の
資
金
前
貸
、
工
業
原
料
に
た
い
す
る
関
税
免
除
、
道
路
、
運
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
の
建
設
等
か
ら
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
産
業
保
護
政
策
は
財
政
収
入
の
増
大
を
目
的
と
し
て
い
る
。
当
時
、
直
接
税
で
あ
る
地

　
租
増
徴
に
よ
り
収
入
増
大
を
図
る
た
め
に
は
シ
ュ
テ
ソ
デ
の
賛
成
を
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
政
府
は
商
工
業
を
奨
励

　
し
、
こ
れ
に
間
接
税
（
＞
ｏ
ｏ
汀
¢
）
を
課
す
こ
と
に
よ
り
収
入
増
大
を
企
図
し
た
の
で
お
る
。
し
か
し
、
早
く
よ
り
封
建
的
土
地
所
有
が
解
体
に

　
お
も
む
ざ
、
商
工
業
が
都
市
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
農
村
の
到
る
と
こ
ろ
で
展
開
し
て
い
た
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
の
ブ
ロ
ィ
セ

　
ソ
領
に
あ
っ
て
は
間
接
税
の
徴
収
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
七
六
七
年
か
ら
九
一
年
に
か
げ
て
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
レ
ソ
領

　
に
お
い
て
は
問
接
税
制
度
は
全
廃
さ
れ
て
い
る
（
声
Ｏ
Ｄ
Ｏ
ユ
品
一
Ｐ
苧
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
Ｏ
．
２
べ
．
簑
¢
○
量
蒜
Ｏ
麦
津
く
彗
ぎ
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
お
Ｎ
Ｚ
お
ト
ン
ー
．
｝
胃
庁
－

　
プ
Ｐ
自
ｕ
ｎ
Ｏ
目
－
Ｐ
．
Ｐ
．
　
○
．
　
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
．
　
Ｈ
ト
Ｎ
～
］
１
仁
Ｃ
〇
一
　
！
＜
．
　
○
．
｝
０
箏
ｑ
¢
Ｈ
０
０
０
目
、
　
］
リ
プ
¢
　
○
Ｏ
↑
Ｐ
“
Ｏ
　
Ｐ
目
ら
　
け
プ
¢
　
Ｈ
箏
ら
ご
ｏ
ｏ
汁
『
｝
Ｐ
－
　
カ
０
く
Ｏ
－
■
汁
－
○
箏
　
－
箏
　
　
勺
『
目
ｏ
ｏ
ｕ
Ｄ
－
Ｐ
　
］
．
ベ
ト
Ｏ
そ

　
Ｈ
・
。
；
Ｌ
雷
・
。
．
づ
勺
．
ｏ
。
・
。
こ
・
。
ｏ
．
）
。

（
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べ
～
亀
Ｏ
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■
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
展
と
局
地
的
市
場
圏

一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
・

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）
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二
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］
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（
１
）

　
一
七
九
八
年
に
お
け
る
マ
ル
ク
伯
領
で
の
生
産
統
計
（
第
九
表
参
照
）
Ｏ
検
討
か
ら
、
つ
ぎ
の
二
点
に
注
目
し
た
い
と
田
心
う
。
す
な

わ
ち
、
ｏ
マ
ル
ク
内
部
に
多
彩
な
鉄
工
業
が
展
開
し
て
お
り
、
と
く
に
鉄
加
工
業
に
お
い
て
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
＠
鉄
加
工

業
製
品
の
販
路
が
マ
ル
ク
以
外
の
ド
ィ
ツ
諸
邦
、
西
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
諸
国
等
に
開
け
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
販
賂

の
間
題
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
鉄

製
品
の
販
路
に
つ
い
て
、
　
「
煎
最
生
陸
物
の
販
売
は
、
河
川
と
道
路
の
発
達
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
に
制
約
さ
れ
て
、
狭
い
地
域
内

に
む
け
ら
れ
て
い
た
の
に
た
い
し
、
高
い
価
値
を
も
つ
、
た
と
え
ば
縫
針
工
業
に
お
け
る
よ
う
な
製
品
は
す
で
に
以
前
か
ら
輸
出
さ

　
　
　
（
２
）

れ
て
い
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
叙
述
と
す
で
に
み
た
よ
う
に
ツ
ソ
フ
ト
が
自
由
な
手
工
業
者
、
商
人
の
製
品
を

し
ば
し
ば
粗
製
悠
質
と
非
難
し
た
こ
と
を
照
応
さ
せ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
に
鉄
加
工
業
の
販
路
が
内
部
に
閑
け
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
の
疑
閉
が
生
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
総
じ
て
販
路
の
問
題
は
、
そ
れ
が
内
部
市
場
を
基
盤
と
し
て
海
外
市
場
に
開
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
内
部
市
場
が
狭
隆
で
あ
る
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
海
外
市
場
に
依
存
し
て
い
る
か
、
に
よ
っ
て
資
木
主
義
発
展
の
コ

ー
ス
が
ま
っ
た
く
異
っ
た
も
の
と
な
る
と
い
う
重
要
な
間
題
を
令
ん
で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ツ
ソ
フ
ト
を
衰
遺
さ
せ
る
原
動
力
と
な

っ
た
多
様
で
ｎ
由
な
手
工
莱
老
の
版
路
が
内
部
市
場
に
開
け
て
い
た
か
ど
う
か
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
考
察
を
す
す
め
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
Ｄ
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
、
ベ
ル
ク
鉄
加
工
業
の
お
も
な
製
品
を
生
産
地
別
に
埜
理
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
多
様

で
あ
る
。
¢
マ
ル
ク
・
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ン
ト
。
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
の
製
＾
を
大
き
く
分
類
す
れ
ば
、
お
お
ま
か
に
い
っ
て
東
部
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

て
は
細
子
針
企
塊
＾
が
、
西
部
に
あ
っ
て
は
太
手
針
金
製
品
が
主
と
し
て
製
遣
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
詐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

細
に
み
ろ
汽
し
ば
つ
ぎ
ｏ
よ
う
で
あ
る
。
い
北
部
の
ル
ー
ル
・
タ
ー
ル
で
は
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
よ
り
流
川
し
た
鍛
冶
工
が
石
炭
を
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

料
と
し
て
生
産
し
た
猟
刀
、
粗
製
の
ナ
イ
フ
、
刃
物
類
と
ハ
ー
ゲ
ソ
に
お
け
る
鉄
砧
、
留
め
鉤
等
。
岬
栴
東
部
の
イ
ツ
ゼ
ル
ロ
ー
ソ
、

　
　
　
一
八
代
紀
後
半
わ
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
二
一
五
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
二
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ア
ル
テ
ナ
を
中
心
と
す
る
い
ハ
朴
・
外
い
か
で
は
、
縫
針
、
ホ
ッ
ク
、
櫛
、
釣
針
、
釘
、
締
金
、
把
手
、
秤
竿
等
。
岬
南
部
の
リ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ー
デ
ソ
シ
ャ
ィ
ド
、
プ
レ
ッ
テ
ソ
ベ
ル
グ
を
中
心
と
す
る
フ
ォ
ル
メ
・
タ
ー
ル
で
は
鋤
、
鍬
、
シ
ャ
ベ
ル
、
鋸
、
錠
前
、
鍋
等
の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

わ
ゆ
る
『
広
巾
製
品
（
二
津
隼
竃
胃
彗
。
、
）
』
。
　
～
南
西
部
の
エ
ネ
ツ
ペ
・
タ
ー
ル
で
は
、
レ
ム
シ
ヤ
ィ
ド
の
ツ
ソ
フ
ト
の
衰
退
を
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
一
　
　
　
　
　
　
・
・

長
し
た
白
大
鎌
、
青
大
鎌
製
造
と
上
記
『
広
巾
製
品
』
、
衣
ら
び
に
ツ
ユ
ヴ
エ
ル
ム
で
の
ナ
ィ
フ
、
硫
毛
櫛
等
。
　
ベ
ル
ク
。
い
レ
ム

伽
小
－
追
込
で
は
、
や
す
り
、
鋸
、
錐
、
や
っ
と
こ
、
ス
ヶ
ー
ト
靴
等
の
一
八
世
紀
末
に
は
六
〇
〇
種
に
も
の
ぽ
っ
た
と
い
わ
れ
る

　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

製
品
。
岬
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
で
は
、
ナ
イ
フ
、
鋏
、
フ
ォ
ー
ク
等
。

　
一
八
世
紀
末
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
多
彩
な
鉄
加
工
業
が
ラ
イ
ソ
右
津
の
マ
ル
ク
、
ベ
ル
ク
に
お
い
て
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
・
こ
れ
ら
製
品
を
肝
倉
ル
…
か
齢
す
る
な
ら
ば
、
農
雑
具
、
繊
維
工
業
用
品
、
鉄
加
工
業
向
け
製
品
、
生
活
必
需
品
の
四
種
を
含

ん
で
い
る
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
用
途
別
分
類
に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
製
品
の
販
路
が
内
部
市
場
に
開
か
れ
て
い
た
か
否
か
の
検
討
に

入
り
た
い
と
思
う
。

　
○
農
器
具
。
マ
ル
ク
は
ル
ー
ル
河
を
境
と
し
て
二
つ
の
地
域
に
わ
か
た
れ
う
る
。
今
口
で
は
、
北
部
の
ル
ー
ル
地
方
は
炭
坑
業
と
緒

合
し
た
大
鉄
鋼
業
地
帯
に
、
南
部
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
は
中
小
経
営
の
支
配
的
な
多
様
な
鉄
加
工
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

一
九
世
紀
中
菓
に
至
る
ま
で
の
ル
ー
ル
地
方
で
の
唯
一
の
産
業
は
農
業
で
あ
っ
た
。
早
く
よ
り
封
姓
約
土
地
所
有
が
解
体
に
お
も
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

い
た
ラ
イ
ソ
地
方
に
あ
っ
て
、
こ
こ
マ
ル
ク
北
部
に
お
い
て
も
一
八
世
紀
末
に
は
常
裕
で
白
由
な
農
民
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
こ

う
し
て
マ
ル
ク
の
北
部
と
侑
部
は
、
北
部
の
穀
物
は
ほ
と
ん
ど
「
貧
弱
な
烏
麦
の
で
き
る
土
地
」
と
い
わ
れ
た
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

販
売
さ
れ
、
か
わ
り
に
南
部
の
工
業
製
品
が
北
部
に
売
ら
れ
る
と
い
っ
た
緊
密
な
閑
係
に
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
北
部
ｏ
淡

業
と
南
部
の
工
業
を
伸
介
し
た
の
が
ル
ー
ル
・
タ
ー
ル
に
位
置
す
る
ヘ
ル
デ
ツ
ク
、
ハ
ツ
テ
イ
ソ
ゲ
ソ
、
ヴ
イ
ツ
テ
ソ
、
シ
ユ
ヴ
エ



●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

ル
ト
等
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
穀
物
収
引
の
週
市
が
開
か
れ
て
い
た
。
プ
ル
ク
南
北
の
商
品
流
通
に
は
、
さ
ら
に
、
一
八
世
紀
末
に
あ

っ
て
は
「
ブ
ル
ク
伯
領
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
が
ま
っ
た
く
白
由
に
輸
入
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
わ
ず
か
の
関
税
（
＞
晶
き
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

が
課
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ベ
ル
ク
も
ま
た
捲
き
こ
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
え
よ
う
。

　
農
器
具
は
ま
た
ブ
ル
ク
南
部
、
ベ
ル
ク
の
内
部
に
お
い
て
も
販
路
を
も
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
「
マ
ル
ク
に
お
い
て
は
数
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

の
鍛
冶
工
、
針
金
工
は
大
部
分
ま
た
農
民
で
も
あ
っ
た
」
、
ま
た
、
「
山
地
に
分
散
し
て
白
分
の
小
崖
に
佳
ん
で
い
た
農
民
は
、
間
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

（
〆
・
８
冒
雰
一
昌
腎
）
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
な
が
ら
工
業
労
働
を
行
い
、
冬
期
の
仕
事
と
収
入
を
え
た
」
、
さ
ら
に
、
ベ
ル
ク
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

も
「
家
内
工
業
が
支
配
的
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
小
親
方
は
家
蓄
と
小
地
片
を
所
有
し
て
い
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

記
述
か
ら
、
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
、
ベ
ル
ク
内
部
に
お
い
て
も
農
措
具
の
販
路
が
開
か
れ
て
い
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
繊
維
工
業
用
製
品
。
マ
ル
ク
に
お
い
て
は
「
中
世
の
多
く
の
場
所
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
毛
織
物
製
遣
が
行
わ
れ

　
　
（
１
５
）

て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
八
世
紀
後
半
に
つ
い
て
も
、
　
「
毛
織
物
業
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
と
く
に
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

レ
ッ
テ
ソ
ベ
ル
グ
と
ヘ
ル
デ
ッ
ク
に
お
い
て
著
し
か
っ
た
。
前
者
で
は
粗
質
の
も
の
が
、
後
者
で
は
上
質
の
も
の
が
生
産
さ
れ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
七
ニ
ニ
年
の
プ
ル
ク
に
お
け
る
毛
織
物
工
の
数
は
第
一
〇
表
の
通
り
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
に
お
い
て
も
、
一
八

世
紀
後
半
に
は
、
と
く
に
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
麻
・
綿
交
織
織
物
、
麻
織
物
、
絹
織
物
、
レ
ー
ス
□
…
口
等
が
生
脈
さ

　
　
　
（
帖
）

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
硫
毛
櫛
、
釘
、
縫
針
、
ホ
ッ
ク
、
留
金
、
ボ
タ
ソ
箏
の
繊
維
工
業
川
製
品
に
内
部
市
場
が
閉
け
て
い

た
こ
と
が
柞
定
さ
れ
え
よ
う
。

　
ゆ
鉄
加
工
業
用
製
品
。
ブ
ル
ク
南
部
と
ベ
ル
ク
で
は
多
く
の
急
流
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
急
流
ｏ
水
力

利
川
ｏ
状
汎
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
　
「
冶
金
所
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
銑
鉄
と
粗
鋼
は
鍛
冷
所
で
加
工
さ
れ
た

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
二
一
七
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



数工物織毛るけおにクルマの年
２
２

１
７衣〇一第

立
命
鯨
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
窮
二
号
）

ｒｅｂｅｖ，ｈＣｕＴ１
ｍｄＷ

ｈＣＳ

〃
１
４ｎｅ

嶋
Ｈ

〃７ｎｅｆＯｈｔＳｅＶ、

〃
７
０ｋＣｅｄｒｅＩ止

ｒｅｂｅＷｈ
ＣｕＴ２７ｇ

ｒｅｂｎｅｔｔｅ１
）

１

〃
１
２ｅｄａｒｎＣｕｅＮ

〃ｕｎｈＯ１ｒｅＳＩ

〃４ｄ１ＣｆｒＣｋＣｅｒ３１

ム
ツ
ヤ
イ
ド
に
鉄
と
鋼
が
輪
入
さ
れ
た
。

ら
九
四
年
に
か
け
て
プ
ロ
ィ
セ
ソ
政
府
に
よ
り
ジ
ー
ゲ
ソ
Ｈ
ハ
ー
ゲ
ソ
街
道
が
雄
設
さ
れ
た
ｏ
ち
、
ベ
ル
ク
巡
送
茱
者
は
こ
ｏ
道
を

　
　
　
　
（
２
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

も
利
川
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
、
一
八
廿
紀
巾
火
よ
り
木
村
固
渇
の
た
め
ハ
川
灰
収
引
が
沽
淡
化
し
て
い
た
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
二
一
八
）

が
、
人
友
は
こ
の
経
営
の
た
め
に
必
要
な
水
力
を
、
一
滴
の
水
、
一
イ
ソ
チ
の
急
流
も
利
用
し
な
い
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
）

済
ま
さ
な
い
ほ
ど
に
ま
で
利
州
し
つ
く
し
た
」
と
。
こ
の
叙
述
は
当
時
の
鉄
加
工
業
の
広
汎
な
展
開
の
状

況
を
荷
佛
と
さ
せ
る
。
鉄
砧
、
水
巾
軸
等
は
鍛
冶
場
設
傲
に
不
可
欠
ｏ
も
○
で
あ
っ
た
。

　
＠
目
常
生
活
必
需
品
。
以
上
ｏ
鉄
加
工
業
製
品
が
内
部
市
場
で
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

う
搾
測
は
、
一
八
世
紀
太
に
多
数
の
行
商
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
強
い
も
の
と
な

っ
て
い
く
。
行
商
人
の
活
動
が
活
綴
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

「
ｎ
然
に
恵
ま
れ
な
い
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
の
二
、
三
の
場
所
で
は
男
子
の
半
分
以
上
が
行
商
人
と
し
て
バ

ソ
を
え
て
い
た
。
か
れ
ら
は
背
中
に
寵
を
負
っ
て
ド
イ
ソ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
大
部
分
を
遍
歴
し
た
。
…
…

運
送
業
者
ま
た
は
か
つ
ぎ
崖
（
茅
鼻
竃
茸
膚
胃
・
宗
、
ら
。
勺
、
寿
・
、
一
、
）
の
行
為
は
不
決
税
さ
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ぱ
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
が
疵
物
を
販
売
し
、
製
品
の
質
と
価
格
を
下
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
術
言
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

い
え
ば
、
安
か
ろ
う
、
悠
か
ろ
う
、
で
収
引
し
た
の
で
あ
る
」
と
。
こ
う
し
た
行
商
人
に
た
い
す
る
非
難

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
行
碗
人
の
沽
幼
が
日
常
化
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
他
方
、
鉄
加
工
業
の
原
料
で
あ
る
銑
鉄
、
鋼
の
収
引
が
沽
況
を
＾
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
　
「
市

く
は
鳩
Ｏ
背
に
の
せ
て
、
Ｏ
ち
に
は
馬
車
に
よ
っ
て
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ト
の
冶
金
所
と
糀
鋼
鍛
冶
所
か
ら
レ

　
　
　
　
　
　
こ
の
道
を
人
六
は
『
鉄
ｏ
道
』
と
い
う
誇
ら
し
い
劣
前
で
呼
ん
だ
。
…
…
一
七
八
○
年
か



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

情
「
ト
つ
い
て
は
、
四
五
年
に
レ
ム
ッ
ヤ
イ
ド
に
鉄
九
、
三
五
〇
荷
車
分
、
石
炭
一
八
、
○
○
○
荷
車
分
が
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
事
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

ま
た
同
じ
頃
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
で
マ
ル
ク
の
石
炭
が
高
い
と
の
非
難
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
原
料
の
運
搬

さ
れ
た
道
を
行
商
人
が
鉄
加
工
業
製
品
を
も
っ
て
往
来
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

農
器
具
、
繊
維
工
業
用
製
品
、
鉄
加
工
業
用
製
品
と
い
っ
た
生
産
手
段
と
と
も
に
多
彩
な
消
費
財
が
内
部
市
場
に
販
路
を
も
っ
て
い

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
・
こ
う
し
た
鉢
か
工
秦
鈴
口
｝
以
跡
降
以
齢
酔
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
に
定
か
に
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
一
八
世
紀
後
半

に
あ
っ
て
は
さ
ほ
ど
広
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
以
上
の
考
察
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
鉄
加
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
多
様
な
展
開
を
み
た
右
岸
南
部
に
あ
っ
て
も
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
農
業
、
繊
維
工
業
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
こ
こ

で
の
考
察
の
対
象
の
外
に
お
い
た
、
繊
維
工
業
が
農
工
未
分
離
の
形
で
広
汎
に
展
開
し
て
い
た
左
岸
に
あ
っ
て
も
、
ア
イ
フ
ェ
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

ア
ー
ヘ
ソ
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
、
デ
ュ
レ
ソ
等
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
鉄
工
業
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
世
紀
末
の
工
業

所
在
地
の
分
布
と
そ
こ
で
の
工
業
諸
部
門
分
布
に
つ
い
て
、
Ａ
・
ヴ
ィ
ル
ミ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
今
目

と
比
較
し
て
当
時
の
工
業
的
発
展
の
特
徴
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
業
が
特
定
の
中
心
地
に
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
点
に
あ

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
。
…
…
工
業
所
在
地
は
分
散
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
工
業
諾
部
門
の
分
布
は
、
た
と
え
ば
ア
ー
ヘ
ソ
の
縫
針
工
業
、
ク
レ
フ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

ト
の
絹
工
業
の
よ
う
に
地
域
的
集
中
の
萌
芽
を
含
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
混
合
的
分
布
を
示
し
て
い
た
」
（
傍
点
－
引
胴
者
）
と
。

　
以
上
○
考
察
か
ら
、
一
八
世
紀
後
半
に
領
邦
権
力
と
結
合
し
て
営
業
独
占
権
を
も
ち
、
隔
地
問
市
場
に
蓄
秩
基
盤
を
お
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ツ
ソ
フ
ト
を
衰
退
せ
し
め
た
、
か
の
白
由
た
手
工
業
老
、
商
人
は
、
内
部
の
局
地
的
市
場
圏
に
蓄
積
基
盤
を
も
っ
て
展
開
し
て
き
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
〇
九
年
、
フ
ラ
ソ
ス
支
配
下
に
お
い
て
ツ
ソ
フ
ト
は
法
的
に
解
体
さ
れ
、
『
営
業
の
自
由
』
の
実
施
を

　
　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
二
一
九
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
腿
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
二
二
Ｃ
）

み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
条
件
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
こ
れ
ら
自
由
な
手
工
業
者
、
商
人
が
ツ
ソ
フ
ト
を
い
ち
じ
る
し
く
衰
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）
　
・
　
・
　
、
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
世
紀
五
〇
年
代
に
お
け
る
鉄
鋼
業
興
隆
の
基
盤
と
な
っ
た
鉄
加
工

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

業
発
展
の
起
点
は
、
こ
れ
ら
ツ
ソ
フ
ト
を
衰
退
さ
せ
た
白
由
な
手
工
業
者
、
商
人
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
わ
れ

わ
れ
は
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
展
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
五
〇
年
代
の
鉄
鋼
業
興
隆
と
か
か
わ
り
合
っ
て

い
た
の
か
の
考
察
に
す
す
み
た
い
と
思
う
。

　
　
（
１
）
　
旨
．
ｏ
ｏ
ｏ
ユ
箏
ｏ
ｑ
一
中
Ｐ
○
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
べ
～
ｃ
。
．
よ
り
作
成
。

　
　
（
２
）
＞
．
オ
甘
邑
お
巨
寡
ら
；
．
○
．
ｏ
。
．
ミ
¢
．

　
　
（
３
）
一
）
ざ
○
量
迂
ぎ
津
曽
・
・
汗
ｏ
。
二
・
。
・
。
．

　
　
（
４
）
　
Ｈ
巨
（
－
．
○
ｏ
○
○
．
仁
ｏ
◎
Ｎ
～
仁
ｏ
◎
ｏ
◎
．
オ
．
』
．
○
．
勺
○
目
目
ｑ
ｏ
・
一
２
．
Ｐ
○
．
勺
勺
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
～
仁
〇
一
■
．
吋
ｏ
自
弐
Ｐ
申
Ｐ
○
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
お
こ
８
．

　
　
（
５
）
　
＞
・
Ｈ
ぎ
Ｐ
ｐ
・
甲
○
・
↓
ぎ
Ｐ
Ｈ
Ｈ
・
○
ｏ
．
亀
・
■
Ｏ
・
Ｓ
晶
一
胃
一
ｐ
・
２
・
○
・
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
・
亀
～
お
・
な
お
、
一
八
一
九
年
に
お
げ
る
エ
ル
バ
ー
フ
ェ

　
　
　
ル
ト
、
レ
ソ
ネ
ッ
プ
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
、
オ
プ
ラ
ー
デ
ソ
諸
郡
に
お
け
る
製
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
く
ｏ
ｑ
一
．
オ
．
向
目
ｏ
ｑ
ｏ
后
■
箏
ら
勺
．
■
品
Ｑ
易
一

　
　
ｐ
２
．
〇
一
籟
ら
一
目
．
○
ｏ
Ｏ
〇
一
Ｈ
仰
ｏ
～
Ｈ
ｏ
卜

　
　
（
６
）
ヨ
・
○
；
巨
ぎ
津
と
胃
汗
○
。
．
轟
ｍ
．

　
　
（
７
）
　
拙
稿
二
八
世
紀
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
」
立
命
館
経
済
学
第
九
巻
第
五
号
、
頁
一
一

　
　
七
以
下
参
照
。

　
　
（
８
）
一
）
庁
９
算
・
ま
津
旨
胃
庁
．
ｏ
。
・
。
．
艶
べ
～
竈
・
。
１
ｏ
。
．
き
ｏ
．
オ
．
－
．
Ｏ
．
勺
・
昌
貧
Ｐ
Ｐ
○
ら
乙
ト
．

　
　
（
９
）
一
）
庁
○
量
８
ｏ
ヲ
津
三
２
Ｈ
斤
ｏ
ｏ
．
違
岬
．
ｏ
ｏ
．
邊
卜
■
．
団
２
汁
一
Ｐ
Ｐ
Ｐ
○
．
ｏ
ｏ
．
岸

　
　
（
１
０
）
　
冒
ｏ
○
；
汐
ｏ
プ
２
津
峯
彗
汗
○
ｏ
．
ｍ
宣
．

　
　
（
ｕ
）
　
ベ
ル
ク
に
隣
按
し
、
農
號
具
生
産
の
盛
ん
で
お
っ
た
エ
ネ
ッ
ペ
・
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
　
「
販
売
は
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
北
部
か
ら
く
る
行
商

　
　
　
人
に
ま
っ
た
く
探
ら
れ
て
い
た
」
（
－
」
．
ご
２
三
戸
２
．
戸
Ｃ
．
ｏ
ｃ
．
Ｈ
ｃ
。
．
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
（
ｕ
）
　
－
」
．
－
ざ
目
亡
Ｐ
９
．
嘗
．
Ｃ
．
○
ｃ
．
ト
ｏ
．



（
１
３
）
冒
・
９
募
・
巨
｛
；
、
－
彗
斤
・
。
．
、
嚢
・

（
１
４
）
　
戸
〇
一
Ｎ
ａ
も
ｏ
グ
ｐ
．
ｐ
・
Ｃ
・
ｏ
ｏ
・
○
ｃ
・

（
”
）
　
［
一
■
ｏ
目
庄
目
、
嘗
一
ｐ
〇
一
〇
〇
・
Ｎ
９

（
１
６
）
冒
・
９
算
・
巨
汁
旨
・
庁
』
・
仁
ｏ
Ｈ
・

（
１
７
）
量
Ｐ
ｏ
。
．
お
Ｈ
．

（
１
８
）
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
Ｈ
、
頁
一
三
七
。

一
”
一
葭
彗
彗
二
葦
さ
オ
９
一
肇
葦
二
馨
プ
葦
・
』
Ｏ
・
目
・
婁
；
ぎ
弓
。
。
昌
二
。
婁
、
自
目
・
・
Ｌ
§
・
・
。
・
鼻

（
ｍ
ｗ
）
　
Ｈ
一
）
｝
ら
一
〇
〇
．
Ｎ
Ｎ
０
ｏ
．

（
肌
）
　
／
く
一
■
目
ｏ
ｑ
ｇ
ｏ
ｏ
■
箏
｛
勺
．
Ｈ
お
ｏ
ｑ
ｏ
『
ｏ
〇
一
申
掌
〇
一
射
ら
・
Ｈ
・
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
・
ト
Ｈ
～
ト
ド

（
”
）
　
司
一
〇
．
Ｎ
庁
ｏ
ｑ
庁
グ
Ｐ
．
Ｐ
○
．
Ｏ
ｏ
．
ｏ
．

（
２
３
）
声
雰
一
一
ま
ク
Ｐ
・
．
○
．
・
。
．
Ｈ
８
１

一
２
４
一
＞
畠
く
墓
套
Ｓ
三
；
旨
ら
○
毫
目
毒
；
募
・
巨
一
毒
彗
ぎ
睾
一
、
＝
。
、
一
目
｛
自
。
。
汁
、
一
、
．
昌
｛
曽
、
。
ら
。
一
。
。
岸
、
…
。
、
ま
、
巳
、

寄
多
。
ぎ
。
プ
Ｓ
１
■
彗
ら
』
Ｇ
§
；
目
二
巨
・
こ
二
邑
琴
。
・
（
Ｈ
臼
こ
．
雰
碁
巨
津
穿
・
穴
彗
毒
、
彗
。
。
巨
、
。
。
。
。
亭
、
、
。
。
富

　
－
脾
プ
ユ
ｏ
ｑ
ｏ
目
｝
¢
ｏ
ｎ
汁
ｏ
プ
ｏ
目
ｏ
ｏ
．
Ｈ
０
Ｎ
岬
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
・
¢
～
］
・
ｏ
ｏ
・

（
２
５
）
＞
．
婁
…
夏
ぎ
易
－
Ｐ
Ｐ
○
．
・
。
」
彗

（
２
６
）
　
も
と
よ
り
『
営
業
の
自
由
』
実
施
の
前
提
条
件
が
ど
の
程
度
に
ま
で
成
熟
し
て
い
た
か
に
・
つ
い
て
の
結
論
を
え
る
た
め
に
は
、
一
八
世
紀

　
の
ラ
ィ
ソ
一
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
げ
る
主
要
産
業
部
門
を
個
別
的
に
考
察
し
、
そ
れ
を
総
括
す
る
と
い
う
作
業
を
必
要
と
す
る
。
本
稿

　
は
・
さ
き
に
二
八
世
紀
に
お
け
る
産
業
諸
部
門
間
で
も
っ
と
も
優
越
し
た
地
位
を
占
め
て
い
た
繊
維
工
業
の
考
察
を
通
じ
て
、
繊
維
工
業
を
巾

　
心
に
考
察
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
『
営
業
の
白
由
』
実
施
の
前
提
条
件
成
熟
度
を
究
め
よ
う
と
試
み
た
拙
稿
、
前
掲
諭
文
Ｈ
↑
、
立
命
鮒
維

　
済
学
第
九
巻
第
五
号
、
第
六
号
、
と
と
も
に
、
こ
の
談
題
を
果
す
た
め
の
作
業
の
一
環
と
た
る
こ
と
を
も
企
図
し
て
い
る
。

　
　
　
一
八
廿
紀
後
半
お
よ
．
ひ
」
九
廿
紀
前
一
半
に
お
げ
ろ
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
二
二
一
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
服
と
市
場
榊
造
（
川
本
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

九
〇
　
（
二
二
二
）

二

一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
鉄
加
工
業
の
発
展
と
五
〇
年
代
に
お
げ
る

鉄
鋼
業
興
隆
の
基
盤
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
展
と
地
域
的
市
場
圏
な
ら
び
に
『
国
内
市
場
』

　
フ
ラ
ソ
ス
軍
の
侵
入
が
開
始
さ
れ
る
一
七
九
三
年
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ソ
関
税
法
の
施
行
を
み
る
一
八
一
八
年
ま
で
の
期
間
は
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ソ
．
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
エ
業
に
と
っ
て
市
場
関
係
の
極
度
に
悪
化
し
た
苦
境
の
年
で
あ
っ
た
。
、
八
〇
九
年
に
ラ
イ
ソ
右
岸
は

ナ
ポ
レ
ォ
ソ
に
よ
り
ベ
ル
ク
大
公
国
に
統
一
さ
れ
、
フ
ラ
ソ
ス
領
左
岸
と
関
税
線
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
た
た
め
、
と
り
わ
け
右
岸
の

工
業
は
い
ち
じ
る
し
い
打
撃
を
蒙
っ
た
。
ま
た
、
一
四
年
に
プ
ロ
イ
セ
ソ
領
に
編
入
さ
れ
て
の
ち
も
、
ラ
イ
ソ
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

レ
ソ
両
州
は
、
東
で
は
エ
ル
ベ
河
で
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
、
西
で
は
フ
ラ
ソ
ス
の
関
税
障
壁
に
よ
り
販
路
を
制
限
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、

関
税
白
主
権
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
産
業
革
命
を
経
過
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
低
廉
な
商
品
が
氾
濫
す
る
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

た
苫
境
の
も
と
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
苦
境
に
た
い
し
て
繊
維
工
業
の
側
よ
り
高
ま
っ
て
き
た
保
護
関
税
設
置
と
内
国
関
税
撤
廃
の
要
求
が
、
ハ
ソ
ザ
白
由
市
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

大
市
祁
市
、
束
エ
ル
ベ
農
業
の
向
由
貿
昇
主
張
と
対
抗
し
つ
つ
展
開
し
、
一
八
年
に
白
由
貿
場
の
線
が
貫
ぬ
き
な
が
ら
も
妥
協
の
産

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

物
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ソ
関
税
法
の
施
行
を
み
る
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
関
税
法
は
三
四
年
に
プ
ｐ
イ
セ
ソ
主
導
の
も
と
上
か

、ら
創
設
さ
れ
た
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
に
そ
の
ま
ま
引
つ
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
考
察
の
対
象
で
あ

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
欽
加
工
茱
に
た
い
す
る
関
税
率
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
銑
欽
輪
入
に
た
い
て
は
無
閑
税
、
鋼
に
は
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
当
り
三
二
年

ま
で
一
、
五
マ
ル
ク
、
同
年
以
降
三
マ
ル
ク
の
中
位
関
税
が
課
せ
ら
れ
た
の
に
た
い
し
、
製
品
に
よ
り
そ
の
率
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

た
と
は
い
え
、
一
般
的
に
い
っ
て
粗
質
鋳
造
品
、
粗
質
Ｏ
鍛
鉄
、
鉄
板
、
針
金
製
品
に
た
い
し
て
は
中
位
○
関
税
、
一
。
同
質
の
道
具
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
　
…

縫
針
、
ナ
ィ
フ
、
鋏
等
○
製
品
に
は
高
関
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
展
は
イ
ギ
リ
ス
の
側

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

圧
に
た
い
す
る
こ
の
関
税
保
護
の
も
と
で
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
一
九
世
紀
前
半
に
鉄
加
工
業
製
品
の
種
類
は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
多
様
と
な
っ
て
い
っ
た
。
新
た
に
製
造
の
開
姶
さ
れ
た
お
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

製
品
と
し
て
、
プ
ル
ク
で
は
鎖
、
乗
馬
金
具
、
傘
の
骨
、
鋲
、
木
材
用
金
属
螺
旋
、
草
刈
機
、
藁
刻
み
機
等
が
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

お
い
て
は
傘
の
骨
、
袋
の
把
手
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
二
九
世
紀
に
は
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
の
比
較
的
狭
い
領
域
で
、
鉄
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

跡
｝
奈
に
お
い
て
は
銑
鉄
か
ら
高
質
縫
針
に
い
た
る
、
ま
た
、
真
鋳
工
業
に
お
い
て
は
粗
真
鋳
か
ら
あ
ら
ゆ
る
綱
手
針
金
に
い
た
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
移
だ
し
い
製
品
が
生
産
さ
れ
た
」
（
傍
点
－
引
用
者
）
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
製
品
の
多
様
化
が
進
展
し
た
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
製
品
種
類
の
多
様
化
過
程
は
、
同
時
に
『
営
業
の
白
由
』
実
施
後
○
地
域
内
部
に
お
け
る
白
由
競
争
に
よ
り
、
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
中
心
と
す
る
右
岸
南
部
が
鉄
工
業
地
帯
へ
と
純
粋
化
、
専
業
化
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ザ
ゥ
ェ

ル
ラ
ソ
ト
を
中
心
と
す
る
右
岸
南
部
で
の
繊
維
工
業
の
衰
退
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
　
「
マ
ル
ク
で
は
総
じ
て
繊

維
工
業
は
鉄
工
業
の
背
後
に
退
い
て
い
っ
た
。
プ
レ
ツ
テ
ソ
ベ
ル
グ
と
エ
ネ
ヅ
ペ
．
タ
ー
ル
で
は
一
九
世
紀
初
頭
に
、
ハ
ー
ゲ
ソ
に

お
い
て
は
一
九
世
紀
中
菓
に
消
減
し
た
。
…
…
ベ
ル
ク
で
は
一
八
世
紀
に
お
け
る
繊
維
工
莱
の
払
張
が
金
属
工
業
ｏ
没
落
と
結
合
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

て
進
行
し
た
。
…
…
一
八
○
○
年
頃
に
は
レ
ム
ツ
ヤ
イ
ド
と
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
み
が
鉄
工
業
の
重
要
な
中
心
と
し
て
残
っ
た
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
う
し
た
鉄
工
業
、
と
り
わ
け
鉄
加
工
業
部
門
の
地
域
的
集
中
の
化
じ
た
原
内
は
内
部
で
の
ｎ
由
な
競
争
に
あ
っ
た
。
　
「
世
紀
の

中
葉
以
降
マ
ル
ク
毛
織
物
業
は
ア
ー
ヘ
ソ
ヤ
ォ
ス
テ
ソ
の
外
部
と
の
競
争
に
も
は
ヤ
耐
え
え
な
か
っ
た
。
ヘ
ル
デ
ツ
ク
に
お
い
て
は

　
　
　
一
八
甘
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
二
二
三
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
業
の
発
雌
と
市
場
構
遣
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
二
二
四
）

す
べ
て
の
毛
織
物
業
が
七
〇
年
代
末
ま
で
に
経
営
を
閉
鎖
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
ア
ー
ヘ
ソ
毛
織
物
業
の
競

争
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
。
ハ
ー
ゲ
ソ
と
プ
レ
ヅ
テ
ソ
ベ
ル
グ
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
労
働
者
層
へ
の
鉄
工
業
の
影
響
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

鉄
工
業
が
ヨ
リ
高
い
賃
銀
を
支
払
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
を
白
己
の
も
と
に
吸
収
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
し
て
、
左
岸
に
お
い
て
も
ア
イ
フ
ェ
ル
、
ア
ー
ヘ
ソ
附
近
の
鉄
工
業
は
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
に
消
減
し
て
い
っ
た
の
で

（
９
）

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
内
部
で
の
白
由
競
争
の
結
果
、
地
域
的
規
模
で
の
分
業
圏
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

す
な
わ
ち
、
繊
維
工
業
の
中
心
と
し
て
は
左
岸
の
ア
ー
ヘ
ソ
毛
織
物
工
業
地
帯
、
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
の
絹
織
物
工
業
地
帯
、
ラ
ィ
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

グ
ラ
ー
ド
バ
ッ
ハ
と
右
岸
の
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
、
バ
ル
メ
ソ
の
麻
、
綿
織
物
工
業
地
帯
が
、
ま
た
、
鉄
加
工
業
の
中
心
と
し
て
は

右
岸
南
部
の
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
が
一
膚
専
業
化
さ
れ
た
地
帯
と
し
て
そ
の
姿
を
く
っ
き
り
と
前
面
に
押
し
だ
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

（
１
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、

る
。
こ
の
杜
会
的
分
業
関
係
の
地
域
的
規
模
で
の
再
編
成
過
程
を
通
じ
て
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
鉄
加
工
業
Ｏ
販
路
が
地
域
的
規
模

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
鉄
加
工
業
の
販
路
が
地
域
的
規
模
へ
と
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
、
鉄
加
工
業
の
な
か
か
ら
機
械
工
業
が
漸
次
分
離
、
独
立
化
し
て

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
き
、
四
〇
午
代
に
は
蒸
気
機
閑
製
造
を
中
心
に
そ
の
姿
を
前
面
に
現
わ
し
て
く
る
。
ル
ー
ル
地
方
に
お
け
る
蒸
気
機
関
製
造
は
一

八
〇
四
年
に
Ｆ
ニ
ァ
ィ
ソ
ネ
ソ
ダ
ー
ル
に
よ
っ
て
ク
ヅ
バ
ー
ド
レ
ー
近
辺
ヴ
ォ
ー
ル
ゲ
ミ
ュ
ー
ト
炭
坑
（
Ｎ
８
ぎ
多
、
・
巨
。
・
・
昌
自
亭
げ
９

床
毛
気
亭
｝
）
で
組
み
立
て
ら
れ
た
排
水
用
蒸
気
機
関
を
も
っ
て
嚇
矢
と
し
、
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
に
お
け
る
最
初
の
機
械
製
作
所
は

一
九
年
「
ト
Ｆ
・
ハ
ル
コ
ル
ト
に
よ
り
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
。
両
者
の
設
立
し
た
機
械
製
作
所
は
い
ず
れ
も
准
業
と
し

て
は
失
敗
し
、
Ｆ
・
デ
ィ
ソ
ネ
ソ
ダ
ー
ル
は
二
六
年
に
費
乏
の
う
ち
に
死
亡
し
、
後
者
は
三
四
年
に
破
産
し
た
Ｏ
で
あ
る
が
、
ン
、
Ｏ
及



ぽ
し
た
影
響
は
大
き
“
四
六
年
の
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
一
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
淳
る
機
蟹
作
所
数
は
ザ
ク
セ
ソ
王
国
に
つ
ぐ
地
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
…
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
い

占
め
て
い
る
（
第
二
表
参
照
）
。
　
そ
の
さ
い
、
蒸
気
機
関
製
造
を
中
心
と
す
る
機
械
工
業
が
ラ
ィ
ソ
．
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
内
笥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

数場工業工械機るけおに年
４
６

１
８表

’一
第

数場工城地

ｎｅｋ
・
１ｒｂａ

、
↓

１５３１

〃
５
６

〃
２
５

〃
１
６

〃
！
８

〃
！
３

〃

〃

（
Ｏ
　
　
（
Ｏ

〃３
４

〃

〃

（
Ｏ
　
　
　
　
ズ
０

〃

〃

（
０
　
　
（
Ｏ

ｎｅＳｌｌＣａＳｈＣ
●
１Ｃｒ

ｇ

■
１
ｎ
一
〇

ＫＬ

ｕａｋＣ
・
１Ｖ，Ｚｋｒ

．
１ＺＣｂＳｎＯ

・
１
ｔ
，
、

ｌＣｒ
・
１１（Ｓ

・
１Ｃｒ〈１

ｎｅｄＳ
爬
Ｄ〃

ｎｅＺｔｕａＢ〃

ｇ

■
１Ｚ

Ｐ

．
引Ｌ〃

ｎｅ１ａｆｔＳｅ
７

～、－ｄｎａ１ｎ
・
１ＣｈＲム

ｎｅｈＣａＡｋ

．
１
ｒ
ＺｅｂＳｇ

ｎｕｒｅ

・
１
１
－

ｏ
ｂｅミー

ｇ
ｒｅｂＳｎｒＡ〃

ｎ削Ｋ〃

ｆｒＯｄ１ＣＳ
帖Ｄ

〃

ｇｎｕｂ
ｇ
ｅｍＵｄ

ｎｕｎ

１
ｉ

ｒｅＢ

３
・

ｎ

１
ｉ

甘
Ｂｋ

．
１
ｒ
ＺｅｂＳｇｎｕ

ｒｅ
・
１

ｇ
ｅマー

）
ｒｅｄＯ（ｔ

ｒｕｆｋｎａｒＦ〃

ｎｅ

・
１
■
．

Ｓｅ１ｈＣＳ
●

４

ｕ乱１Ｓ
爬
Ｂｋ

．
１
ｒ
ＺｅｂＳｇ

ｎｕｒｅ

・
１
１
・

ｇ
ｅＲ

ｎ１ｅＰＰＯ
〃

ｎｅｋｎａｒｆ１ｅｔｔ
・
１
Ｎ

５
．

一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
此
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）

に
販
路
を
も
ち
つ
つ
、
四
〇
年
代
に
拾
頭
し
て
く
る
点
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
四
〇
年
代
に
蒸
気
機
関
を
使

用
し
て
い
た
主
要
生
産
部
門
を
ン
、
の
使
用
数
に
し
た
が
っ

て
序
列
化
す
る
な
ら
ば
、
第
一
位
鉱
山
、
冶
金
、
製
塩
業
、

つ
い
で
繊
維
工
業
、
さ
ら
に
金
属
工
業
の
順
序
で
あ
っ
た

　
　
　
　
（
１
３
）

と
い
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
順
序
で
ラ
イ
ソ
．
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ソ
内
部
に
お
け
る
蒸
気
機
関
使
用
の
概
観
を
考

察
し
、
機
械
工
業
が
内
部
に
販
路
を
も
ち
つ
つ
拾
頭
し
て

き
た
点
の
検
討
に
移
り
た
い
と
思
う
。

　
０
Ｄ
鉱
山
、
冶
金
、
製
塩
業
。
ル
ー
ル
地
方
最
初
の
蒸

賃
機
関
導
入
は
一
七
九
八
年
の
ウ
ソ
ナ
近
辺
ヶ
ー
ニ
ヒ
ス

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ボ
ル
ソ
製
塩
所
（
。
。
竺
亮
穴
言
雪
げ
ｏ
；
ヴ
９
０
箏
畠
）
に
お

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
て
で
あ
り
、
石
災
鉱
業
へ
の
導
入
は
一
八
〇
一
年
に
ボ

ッ
フ
ー
ム
近
辺
フ
ォ
ル
モ
ソ
ト
炊
坑
（
丙
。
ヨ
彗
葛
。
ぎ
く
・
一
－

ヲ
・
己
げ
＆
冒
・
巨
８
）
に
お
い
て
揚
水
に
使
用
さ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
二
二
五
）



　
　
　
立
命
蝋
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
二
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

を
も
っ
て
最
初
と
す
る
。
し
か
し
、
石
炭
鉱
業
で
の
本
格
的
使
用
は
、
こ
こ
で
の
産
業
革
命
開
姶
の
指
標
と
さ
れ
る
四
一
年
の
ボ
ヅ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）
　
　
　
　
…

－
ム
に
お
け
る
プ
レ
ジ
デ
ソ
ト
炭
坑
（
Ｎ
邑
さ
勺
星
。
・
己
昌
二
目
雰
・
巨
旨
）
で
の
揚
水
堅
坑
の
建
設
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
炉
送

風
の
た
め
の
蒸
気
力
利
用
は
二
二
年
に
ツ
ユ
テ
ル
ク
ラ
ー
ド
の
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ソ
ク
冶
金
所
（
○
鼻
穿
。
穿
旨
。
・
。
。
巨
葦
～
Ｃ
・
茸
ぎ
邑
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

に
お
い
て
最
初
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
格
化
す
る
の
は
四
一
年
に
ハ
ス
ペ
に
お
い
て
高
炉
送
風
に
使
用
さ
れ
て
以
後
の
こ
と
で
あ

（
１
７
）
る
。
四
繊
維
工
業
。
繊
維
工
業
で
の
最
初
の
蒸
気
機
関
使
用
は
、
右
岸
で
は
一
四
年
に
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
グ
の
Ｊ
・
Ａ
・
モ
ム
（
言
言
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

＞
昌
・
一
、
；
一
・
ヨ
昌
９
冒
事
冒
。
・
）
が
、
　
左
岸
で
は
二
七
年
に
ラ
イ
ト
の
レ
ソ
セ
ソ
・
ベ
ッ
ケ
ソ
バ
ッ
ハ
商
会
（
コ
・
旨
・
■
彗
。
・
彗
俸

零
算
彗
ヲ
｝
｝
季
｛
一
汁
）
が
い
ず
れ
も
綿
紡
績
の
た
め
に
導
入
し
た
の
を
臓
矢
と
す
る
が
、
使
用
が
本
格
化
す
る
の
は
四
五
年
以

　
　
　
へ
１
９
）

降
で
あ
る
。
ゆ
鉄
加
工
業
。
三
四
年
に
イ
ッ
ゼ
ル
ｐ
ー
ソ
の
ヴ
ィ
ッ
テ
縫
針
製
造
所
（
髪
３
５
巨
汀
オ
奉
二
箏
げ
¢
二
。
巨
）
で
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

の
蒸
気
機
関
使
川
以
後
普
及
し
て
い
る
。

　
以
上
〇
四
〇
年
代
に
閉
姶
を
み
る
機
械
工
業
の
発
展
と
、
同
じ
く
四
〇
年
代
に
開
姶
さ
れ
る
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
内

部
に
お
け
る
産
業
諦
部
門
で
の
蒸
匁
機
関
使
州
ｏ
本
格
化
を
対
照
さ
せ
る
と
き
、
そ
の
拾
頭
が
内
部
に
販
路
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
こ

と
を
推
測
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ル
地
方
に
お
け
る
最
初
の
蒸
気
機
関
製
造
業
者
Ｆ
ニ
ァ
ィ
ソ
ネ
ソ
ダ
ー
ル
は
一
八
〇
一
年
か
ら

二
六
年
ま
で
に
二
〇
台
を
製
造
し
た
の
で
あ
る
が
、
ン
、
の
大
部
分
は
近
辺
の
炭
坑
の
注
文
に
よ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
弟
Ｊ
・
デ

ィ
ソ
ネ
ソ
ダ
ー
ル
が
二
二
年
か
ら
四
八
年
ま
で
に
製
作
し
た
蒸
（
刈
機
関
三
〇
台
の
う
ち
、
二
四
台
は
近
辺
で
販
売
さ
れ
、
ミ
ソ
デ
ソ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

ハ
ソ
ノ
ー
フ
ェ
ル
と
い
っ
た
比
較
的
遠
方
に
販
売
さ
れ
た
ｏ
は
六
件
に
し
か
す
ぎ
な
い
（
第
二
一
表
参
照
）
。
　
さ
ら
に
、
二
〇
午
に
製

造
を
閉
姶
し
た
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ソ
ク
冶
金
所
も
、
二
九
午
ま
で
に
生
産
し
た
二
一
台
を
い
ず
れ
も
近
辺
ｏ
注
文
に
よ
り
製
作
し
、
遠

方
に
収
賂
ｔ
払
張
し
た
Ｏ
は
三
〇
年
代
中
共
以
峰
○
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
年
か
ら
二
六
年
ま
で
に
一
五
台
を
生
陸
し
た
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８
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用
鴛
ぶ
一
一
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に
、
芯
舳
ざ
一
ゆ

∴
篶
於
∴
一
ザ
篶
一
∴
一
鴛
一

、
ぶ
マ
ご
鷺
一
池
点
な
ぶ
マ
趾
一
鴛
サ
ー

１
一
年

　
一
ザ

予
鮒
二
一
、

一
一
、

第
一　
「
－

１
３
１
３
１
４
１
６
１
９
２
３
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２
６
２
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２
９
３
０
３
１
３
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６
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８
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８
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８
８
８
８
８

１
１
１
！
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
６
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７
７
７
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
４
４

８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
ー
ユ
ー
１
１
１
１

１
・
工
３
・
４
一
ユ
６
一
７
一
８
一
９
一
〇
一
Ｌ
２
一
３
一
４
一
工
６
一
７
一
８
一
９
一
〇
一
Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ユ
ユ
ユ
ー
１
１
ー
ユ
ユ
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
○

り
】
Ｑ
ｏ

９
】
つ
】

２
４

２
５
２
６
２
７

０
０

８２
２
９
．
３
０

○
○
〇
一

◎台４粉
。
製
台
気
３
蒸
他。
の
。

台
そ
の

４
　
　
も

　
○
業
台
た

工
１
れ

維
業
さ

繊
塩
売

。
袈
販

台
。
へ

１
６
台
方

業
２
遠

紘
業
的

炭
金
較

石
冶
比

　
　
よ

評卜刀『業産１

のもたしふをＦ○
つ
】

一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
阯
紀
前
半
に
お
け
、
閉
ラ
イ
ソ
．

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）

九
五
　
（
一
二
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
二
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

Ｆ
・
ハ
ル
コ
ト
の
み
、
最
初
の
年
か
ら
コ
ブ
レ
ソ
ツ
、
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
、
ヰ
ク
セ
ソ
等
に
販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
Ａ
・
シ
ュ
レ
ヅ

タ
ー
は
ド
ィ
ソ
に
お
け
る
機
械
工
業
拾
頭
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
機
械
工
業
は
す
ぐ
れ
て
販
路
に

規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
販
路
の
構
造
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
全
ド
イ
ツ
に
分
散
し
て
い
た
が
、
し
か
し
、
既
存
の
工
業
を
も
つ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

域
、
な
か
ん
ず
く
ザ
ク
セ
ソ
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
、
ベ
ル
リ
ソ
に
集
中
し
て
い
た
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
八
年
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
関
税
法
と
三
四
年
の
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
形
成
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
側
圧
か
ら
の
関
税
保

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

護
の
も
と
、
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
は
一
九
世
紀
前
半
の
過
程
で
ま
す
ま
す
そ
の
製
品
種
類
を
多
様
化
し
、
販

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

路
を
地
域
的
規
模
に
ま
で
拡
大
し
、
こ
う
し
た
過
程
の
な
か
か
ら
四
〇
年
代
に
は
機
械
工
業
を
分
離
、
発
展
せ
し
め
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　
プ
ロ
イ
セ
ソ
関
税
法
施
行
と
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
の
形
成
は
、
一
方
で
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
を
関
税
設
置
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
側
圧
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
内
国
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
こ
で
の
鉄
加
工
業
に
上
か

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ら
プ
ロ
イ
セ
ソ
市
場
と
『
国
内
市
場
」
を
開
い
た
。
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
は
、
そ
の
発
展
の
た
め
に
内
部
市

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

場
の
み
で
は
販
路
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
内
部
布
場
は
、
空
間
的
広
さ
に
お
い
て
商
品
生
産
Ｈ
流
遁
に
よ
り
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

互
に
経
済
的
に
緊
密
な
関
係
に
た
っ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
『
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
経
済
圏
』
ま
た
は
『
広
義
の
ル
ー
ル
地

（
２
５
）

方
』
と
呼
ば
れ
る
地
域
（
南
北
は
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ト
か
ら
、
・
・
ユ
ソ
ス
タ
ー
地
域
ま
で
、
東
西
は
ゾ
ェ
ス
ト
か
ら
ア
ー
ヘ
ソ
周
辺
を
含
む
地
域
）
の

而
秩
が
ほ
ぼ
わ
が
因
の
長
野
県
、
ま
た
は
福
島
県
一
県
の
面
稜
に
等
し
い
一
四
、
Ｏ
○
○
平
方
粁
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
ｏ
み
で
な

（
２
６
）
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

く
、
そ
の
汰
さ
に
お
い
て
も
一
九
世
紀
前
半
に
は
有
償
方
式
で
の
『
農
民
解
放
』
に
よ
る
農
民
購
売
力
ｏ
低
下
、
農
工
大
分
雛
の
形

で
な
お
広
汎
に
腿
開
し
て
い
た
鉄
工
業
老
の
存
在
等
に
よ
り
制
約
さ
れ
て
お
り
、
な
お
狭
腱
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
で
あ
る
。
し
た



が
っ
て
、
こ
う
し
た
内
部
市
場
○
狭
隆
さ
か
ら
鉄
加
工
業
は
そ
の
販
路
を
『
国
内
市
場
』
へ
と
拡
張
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
が
、
そ
の
さ
い
注
意
す
べ
き
は
、
上
か
ら
創
設
さ
れ
た
結
果
、
『
国
内
市
場
』
が
エ
ル
ベ
河
を
境
と
す
る
東
と
西
の
ま
っ
た
く
異
質
的

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
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、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
構
造
を
も
つ
地
帯
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
の
み
で
な
く
、
エ
ル
ベ
以
西
に
お
い
て
も
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
発
展
の
度
合
の
異
っ
た
領
邦

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
規
模
で
の
諸
地
域
を
含
ん
で
い
た
た
め
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
分
解
に
歪
み
を
与
え
つ
つ
も
、
そ
の
販
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
を
促
進
し
た
点
で
あ
る
。
以
下
、
鉄
加
工
業
者
の
上
昇
経
路
に
お
い
て
生
じ
た
四
つ
の
階
層
を
考

察
し
、
そ
れ
ら
の
う
ち
『
国
内
市
場
』
に
お
け
る
競
争
戦
に
勝
利
し
て
鉄
加
工
業
発
展
の
担
い
手
と
な
っ
た
層
を
析
出
し
た
い
と
思
う
。

　
四
　
独
立
親
方
。
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
商
品
の
大
部
分
は
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
や
エ
ル
バ
ー
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

ル
ト
の
行
商
人
に
販
売
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
内
部
市
場
を
蓄
積
基
盤
と
し
て
独
立
手
工
業
者
ま
た
は
独
立
親
方
に
上

昇
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
か
れ
ら
は
独
立
親
方
に
上
昇
す
る
や
い
な
や
た
だ
ち
に
礼
儀
と
か
名
誉
を
考
え
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
過
当
な
競
争
に
陥
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
が
経
営
を
拡
張
す
る
た
め
に
は
ラ
ィ

ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
の
外
部
に
販
路
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
四
　
中
間
親
方
。
内
部
市
場
の
狭
隆
さ
か
ら
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
あ
っ
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
純
粋
に
技
術
的
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、
　
　
　
、

生
産
者
と
し
て
の
企
業
者
類
型
は
成
立
し
え
な
か
っ
た
。
Ｆ
・
ツ
ソ
ヶ
ル
は
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
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、
　
　
、
　
　
、

レ
ソ
企
業
者
類
型
の
特
質
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
イ
ギ
リ
ス
で
は
技
術
的
に
近
代
的
工
場
組
織
を
建
設
す
る
よ
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

う
方
向
づ
け
ら
れ
た
企
業
家
が
存
在
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
あ
っ
て
は
商
人
が
少
く
と
も
同

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
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、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

じ
よ
う
に
兎
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
疑
い
も
な
く
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
エ
業
の
煙
設
に
さ
い
し
て
技
術
老
が
優
勢
か
、

商
人
が
優
勢
か
を
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
両
者
が
相
互
に
生
産
活
動
を
促
進
し
、
補
充
し
合
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ン
・

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
膜
と
市
場
構
造
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
二
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
二
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
フ
７
プ
リ
カ
ソ
ト
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
”
　
、
　
、
　
、

そ
の
結
果
短
期
間
に
近
代
的
大
工
業
が
建
設
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
工
場
生
産
者
は
よ
き
技
術
者
で
あ
る
と
同
時
に
商
人
で

　
　
　
（
３
０
）

も
あ
っ
た
」
　
（
傍
点
－
引
用
者
）
と
。

　
こ
う
し
た
特
質
を
も
つ
鉄
加
工
業
者
は
場
所
に
よ
り
勾
９
ま
昌
ｏ
ぎ
員
Ｏ
ｏ
昌
冒
ぎ
宍
。
冒
邑
。
。
。
。
一
。
暮
、
一
｝
。
、
亡
ｏ
ｑ
８
、
。
ブ
、
、
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）
　
　
　
　
フ
ア
ブ
リ
カ
ソ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

さ
ま
ざ
ま
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
通
常
『
工
場
生
産
老
』
の
呼
称
で
一
括
、
総
称
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

の
『
－
概
む
蔚
者
』
と
い
う
呼
称
に
含
ま
れ
て
い
る
内
容
は
非
常
に
多
義
に
わ
た
っ
て
い
た
。
形
態
的
に
み
る
な
ら
ば
、
一
九
世
紀

末
に
は
商
人
は
純
粋
の
商
人
と
し
て
雅
場
し
て
く
る
の
に
た
い
し
、
世
紀
の
前
半
に
あ
っ
て
は
「
工
業
と
商
業
の
連
繋
は
非
常
に
弛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

く
、
し
か
も
好
ま
し
い
状
態
に
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
内
部
の
白
由
競
争
を
基
礎
と
し
て
独
立
手
工
業
者
↓
中
間
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

方
（
商
人
機
能
を
兼
ね
た
生
産
者
）
↓
間
屋
商
人
の
序
列
の
あ
い
だ
に
た
え
ざ
る
交
流
が
生
じ
て
お
り
、
た
め
に
中
問
親
方
（
Ｈ
生
産
老
）

　
　
　
　
　
　
　
、
一
　
　
　
　
　
フ
ア
プ
リ
カ
ソ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弘
）

と
間
屋
商
人
（
〕
商
人
）
の
両
者
が
『
工
場
生
産
者
』
の
呼
称
に
お
い
て
一
折
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
鉄
加

工
業
者
の
う
ち
で
い
か
な
る
属
が
『
国
内
市
場
』
に
お
け
る
競
箏
戦
に
勝
利
し
、
鉄
加
工
業
発
展
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
か
を
析
出
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、
　
　
、

し
よ
う
と
す
る
さ
い
、
こ
の
両
老
を
区
別
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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、

　
『
国
内
市
場
』
に
進
出
し
、
そ
こ
で
の
競
争
戦
に
勝
利
し
て
い
っ
た
の
は
中
問
親
方
で
あ
っ
た
。
中
問
親
方
の
発
生
の
径
路
と
し

て
は
、
手
工
業
者
か
ら
上
昇
し
て
き
た
も
の
と
間
屋
商
人
が
白
己
の
製
造
所
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
中
問
親
方
に
転
じ
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

の
二
系
列
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
径
路
の
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
業
務
内
容
は
、
白
己
の
製
造
所
で
生

産
し
た
製
品
の
販
売
に
加
え
て
、
周
辺
の
小
親
方
の
生
産
物
の
委
託
販
売
を
も
引
う
け
た
。
そ
の
結
果
、
か
れ
ら
を
臼
己
の
も
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

従
属
さ
せ
て
、
問
晴
商
人
的
機
能
を
も
呆
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ン
、
Ｏ
さ
い
、
か
れ
ら
は
『
国
内
市
場
』
で
の
競
争
に

勝
つ
た
め
に
一
＾
賃
、
低
廉
Ｏ
製
品
を
生
産
す
る
必
要
を
感
じ
て
白
ら
技
術
Ｏ
修
得
に
励
み
、
白
己
の
製
造
所
で
優
秀
製
品
を
生
産
す



る
と
と
も
に
、
間
屋
制
支
配
下
の
鉄
加
工
業
者
に
た
い
し
て
も
技
術
指
導
を
行
い
、
安
定
し
た
宮
を
築
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
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、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、

っ
て
、
か
れ
ら
の
関
心
は
生
産
過
程
に
お
け
る
技
術
変
革
に
注
が
れ
て
お
り
、
間
屋
商
人
的
機
能
を
兼
ね
て
い
た
と
は
い
え
、
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

愉
ｈ
謄
脊
小
糾
秒
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
問
親
方
の
例
と
し
て
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
に
お
い
て
最
初
の
工
場
を
雄
設

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
３
７
Ｊ

し
た
ヘ
ソ
ヶ
ル
ス
兄
弟
。
圧
倒
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
直
面
し
て
、
問
屋
制
的
に
支
配
し
て
い
た
家
内
工
業
の
生
産
過
程
を
白
己

の
作
業
場
に
吸
収
、
統
一
し
て
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
最
初
の
鋸
プ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
を
建
設
し
、
の
ち
に
機
械
制
に
移
行
す
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
（
３
８
）

に
ル
ー
ル
に
進
出
し
て
鋼
管
で
世
界
的
名
声
を
え
た
Ｒ
・
マ
ソ
ネ
ス
マ
ソ
。
ザ
ゥ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
三
〇

年
代
に
そ
の
卒
業
は
失
敗
に
帰
し
は
し
た
が
、
最
初
の
機
械
製
作
所
お
よ
び
バ
ツ
ド
ル
炉
を
建
設
し
、
そ
の
後
の
発
展
に
大
き
な
影

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
（
３
９
）

響
を
与
え
た
Ｆ
・
ハ
ル
コ
ル
ト
。
一
八
世
紀
二
〇
年
代
に
イ
ツ
ゼ
ル
ロ
ー
ソ
に
お
い
て
針
金
製
造
業
を
営
み
は
じ
め
た
中
問
親
方
の

家
系
を
う
け
つ
ぎ
、
一
八
四
一
年
に
ヘ
ル
デ
に
進
出
し
て
ヘ
ル
マ
ソ
冶
金
所
を
設
立
し
、
五
二
年
に
ヘ
ル
デ
鉱
山
．
冶
金
連
合
へ
と

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
工
業
部
門
で
の
株
式
会
杜
の
創
姶
者
と
な
り
、
併
せ
て
石
炊
、
鉄
鉱
石
採
堀
か
ら
バ
ツ
ド
ル
鋼
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
４
０
）

鉄
道
軌
条
製
造
に
．
至
る
最
初
の
垂
直
企
業
の
雄
設
者
と
な
っ
た
Ｈ
・
Ｄ
・
ピ
ー
ペ
ソ
ツ
ユ
ト
ツ
ク
。
一
八
世
紀
末
よ
り
鋳
鋼
を
原
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
し
て
拾
頭
し
て
き
た
リ
ュ
ー
デ
ソ
シ
ャ
ィ
ド
の
ボ
タ
ソ
製
造
業
老
の
う
ち
、
一
九
世
紀
四
〇
年
代
に
工
場
制
に
移
行
し
て
い
っ
た

　
　
　
　
（
４
１
）

一
連
い
人
連
。
等
を
あ
げ
え
よ
う
。

　
ゆ
　
問
屋
商
人
。
閉
屋
商
人
は
『
旧
内
市
場
』
に
進
出
し
て
、
そ
こ
で
の
競
箏
戦
に
膀
利
し
、
鉄
加
工
業
を
発
腿
さ
せ
る
担
い
手

と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
生
産
過
秋
に
お
け
る
技
術
変
革
に
は
関
心
を
示
さ
ず
、
し
ば
し
ぱ
疵
物
を
千
工
業
者
に
つ
く
ら

せ
、
信
川
を
火
催
し
て
破
産
す
る
か
、
ま
た
は
破
産
し
な
い
ま
で
も
ｎ
己
の
支
紀
下
ｏ
手
工
茱
者
を
火
価
な
机
物
加
工
賃
で
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ア
プ
リ
カ
ソ
ト

圧
辿
し
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
廿
紀
前
半
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
閑
崖
商
人
類
型
の
『
工
場
生
産
者
』
が
圧
倒
的
多
数
を
｛
め
て

　
　
　
　
一
八
廿
紀
後
半
お
よ
び
一
九
此
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
二
ご
二
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
茱
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
二
三
二
）

い
た
。
Ｆ
・
ツ
ソ
ヶ
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
一
八
四
八
年
以
前
の
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
け
る
近
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
経
済
精
仰
の
発
展
と
普
及
は
、
他
の
関
税
同
盟
領
域
に
比
し
て
す
で
に
い
ち
じ
る
し
く
進
ん
で
い
た
に
せ
よ
、
こ
の
進
歩
を
過
大

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

詐
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
資
本
不
足
ど
と
も
に
、
息
子
が
ほ
と
ん
ど
商
人
的
に
の
み
教
育
さ
れ
た
結
果
、
久
し
い
問
、
近
代
的

、
　
、
　
、
　
■
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

技
術
へ
の
移
行
は
阻
止
さ
れ
、
経
営
の
技
術
的
発
膜
は
注
目
を
ひ
く
ほ
ど
の
こ
と
は
な
か
っ
た
」
　
（
傍
点
－
引
用
者
）
と
。

　
ゆ
　
輸
出
商
人
。
中
間
親
方
の
一
部
の
も
の
は
純
粋
の
輸
出
商
人
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。
輸
出
商
人
は
中
問
親
方
か
ら
商
品
を
購

入
し
た
の
で
あ
る
が
、
ツ
ソ
フ
ト
制
度
の
存
在
し
た
時
代
と
は
異
っ
て
両
者
の
問
の
越
え
難
い
溝
は
消
失
し
、
問
断
な
く
下
か
ら
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
４
）

昇
可
能
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
五
〇
年
代
ま
で
は
産
業
革
命
を
経
過
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
優
秀
製
品
の
圧
迫
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
保
護
関
税
に
よ
り
１
輸
出
の
余
地
が
い
ち
じ
る
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
、
か
れ
ら
の
鉄
加
工
業
発
展
に
た
い

し
て
も
っ
た
役
割
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
り
考
察
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
は
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
ソ
内
部
に
お
け
る
白
山
な
競
箏
を
水
礎
と
し
て
独
立
概
方
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

中
問
視
方
ｔ
閉
晴
商
人
《
〉
輸
出
商
人
の
あ
い
だ
に
た
え
ざ
る
杜
会
的
対
流
批
象
が
生
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
礼
会
的
対
流
塊
象
の
な

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
で
上
か
ら
創
設
さ
れ
た
『
旧
内
市
場
』
に
進
出
し
、
そ
こ
で
ｏ
競
争
職
に
勝
利
し
て
鉄
加
工
業
発
展
に
頁
献
し
た
の
は
技
術
考
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

商
人
と
し
壬
尚
質
製
品
を
生
産
、
、
販
売
し
た
中
問
糊
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
一
八
年
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
閑
税
法
と
三
四
年
の
ド
ィ
ッ
関
税
同
Ｗ
は
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ソ
鉄
加
工
茱
を
二
方
向
に
お
い
て
発
腿
さ
せ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
イ
ギ
リ
ス
ｏ
側
圧
に
た
い
し
て
閑
税
保
護
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ｏ
保
維
、
い
も
と
、
鉄
加
丁
業
は
「
常
業
の
ｎ
山
』
の
も
た
ら
し
た
内
部
で
ｏ
白
由
な
競
争
を
起
困
と
し
て
、
そ

の
内
部
市
場
を
地
域
的
規
模
に
ま
で
払
延
し
つ
つ
、
そ
の
製
舳
種
類
を
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
き
、
そ
の
な
か
か
ら
四
〇
年
代
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
機
械
工
業
を
分
離
、
独
立
せ
し
め
な
が
ら
発
展
を
と
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
他
方
に
お
い
て
は
内
因
関
税
を
撤
廃
し
て
『
因
内
市

掛
』
む
ｂ
か
レ
糾
か
す
る
こ
と
に
よ
り
、
（
よ
し
ん
ぼ
、
そ
こ
に
進
出
し
て
競
争
戦
に
勝
利
し
た
の
は
比
較
的
少
数
の
中
間
親
方
の
み
で
あ
つ
た

に
せ
よ
）
鉄
加
工
業
は
地
域
的
規
模
に
ま
で
拡
延
し
つ
つ
あ
っ
た
内
部
市
場
を
基
盤
に
も
っ
て
こ
の
『
国
内
市
場
』
に
進
出
し
、
　
一

層
○
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
展
が
五
〇
年

代
の
鉄
鋼
業
興
隆
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
た
の
か
の
考
察
に
移
り
た
い
と
思
う
。

（
１
）
　
冒
ｏ
ｏ
ｏ
ま
津
嘗
げ
害
匡
Ｐ
司
ｏ
。
・
蒜
ｏ
巨
奉
Ｎ
旨
Ｏ
屋
ご
註
｝
■
己
睾
汁
ら
９
實
畠
－
９
Ｈ
胃
９
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
」
亀
～
一
ミ
・
拙
稿
、
前
掲
論
文
ｅ
、
頁

二
二
九
。

（
２
）
　
松
田
智
雌
「
関
税
同
盟
前
史
序
諭
Ｈ
」
史
学
雑
誌
第
五
十
五
編
第
十
一
号
、
頁
五
～
二
二
。
同
論
文
↑
、
史
学
雑
誌
第
五
十
五
編
第
十
二

　
号
・
頁
六
〇
～
六
七
。
な
ら
び
に
同
「
土
地
所
有
と
産
業
資
本
　
　
上
か
ら
の
資
本
ｔ
義
化
　
　
」
（
松
旧
押
榔
納
堵
一
近
代
社
会
の
形
成
』

　
所
収
）
頁
一
八
二
こ
一
九
六
を
参
照
。

（
３
）
声
・
。
・
ま
。
・
二
；
．
○
．
ｏ
．
ｏ
。
．
畠
～
鼻

（
４
）
Ｕ
ざ
９
多
・
麦
津
ま
鼻
．
・
。
・
。
．
竃
ふ
一
９
・
。
・
。
．
胃
・
。
ふ
Ｈ
ｏ
・

（
５
）
　
＞
．
Ｈ
｝
旨
Ｐ
２
．
ｐ
．
Ｃ
．
Ｈ
プ
ｏ
｝
Ｈ
■
．
ｏ
ｏ
ｍ
ｗ
．
亀
～
お
・

（
６
）
９
・
９
募
・
ぎ
津
曽
彗
斤
．
ｏ
。
．
お
・
。
．

（
７
）
ズ
ニ
．
○
．
ぎ
；
牙
Ｐ
Ｐ
○
．
勺
．
ト
Ｈ
・

（
８
）
冒
・
９
募
・
巨
津
レ
５
・
Ｆ
○
。
．
Ｓ
ｏ
．

（
９
）
ぎ
二
嘉
婁
彗
董
；
一
６
０
蕎
毒
胃
一
畠
考
．
・
。
．
Ｎ
ら
・
匡
ユ
・
二
；
貫
幕
；
プ
・
募
。
プ
．
ク
、
。
。
。
婁
ご
。
。
。
一
一
。
旨
ド
。
、
目
。
一
一
昌
、
、

嚢
亡
。
・
『
＝
ま
麦
箏
２
。
・
昌
『
Ｏ
馨
事
ま
麦
宕
自
蓉
奮
崖
慕
・
旨
婁
一
昌
Ｈ
ご
・
巨
…
宇
二
８
Ｎ
・
・
。
乙
り
・

（
１
０
）
　
７
－
○
．
勺
昌
目
身
一
宇
曽
．
○
．
勺
勺
．
ｏ
．
Ｎ
こ
ｏ
。
閉
．

（
ｕ
）
麦
三
…
夏
巨
ぎ
Ｃ
暮
・
…
；
奏
邑
隼
窒
讐
豪
宣
：
巨
芸
・
７
≠
芝
婁
－
・
・
プ
竃
巨
自
。
。
一
、
一
。
一
、
。
、
一
、
ぎ
勺
、
一
。
、
一
、
一
。
一
一
一
く
、
自
口
、

　
…
乙
勺
冒
；
Ｎ
づ
三
コ
２
一
（
ま
三
一
勺
ユ
ｏ
（
一
ユ
ｏ
ブ
＝
～
一
Ｈ
プ
ｏ
Ｈ
グ
　
｝
、
ユ
ｏ
ユ
ユ
ｏ
プ
○
ユ
ー
ｏ
．
Ｈ
り
Ｎ
＠
一
〇
〇
一
■
一
〇
〇
一
一
べ
一
〇
〇
〇
ｃ
・
心
Ｎ
Ｚ
Ｎ
Ｏ
ｏ
・
１
１
、
・
Ｃ
・
匡
２
一
、
一
〇
篶
９
一
・

　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
洋
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ｎ
）
一
　
（
二
三
三
）

　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
プ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
贋
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
二
三
四
）

　
　
卑
ま
一
目
彗
ら
Ｈ
邑
豪
庁
一
ら
■
昌
・
幅
ミ
ｍ
○
－
Ｈ
・
。
べ
Ｏ
．
Ｏ
。
け
自
ａ
３
一
旨
｝
ユ
ま
己
一
・
書
・
冒
・
・
二
訂
Ｈ
己
易
ま
竺
炭
・
き
一
ま
・
己
二
く
霧
宥
；

　
　
■
目
『
○
勺
〇
一
］
．
り
伽
卜
勺
勺
．
］
１
｛
べ
～
］
．
杜
ｏ
◎
一

（
ｕ
）
　
　
○
Ｏ
Ｏ
ブ
『
＾
津
¢
『
＼
巾
¢
Ｏ
〆
０
Ｈ
－
Ｐ
．
Ｐ
．
○
．
Ｏ
Ｏ
．
］
１
◎
｛
．

（
旭
）
　
　
レ
［
○
ｏ
¢
『
－
旨
岬
－
ｐ
．
ｐ
．
○
．
ｏ
ｏ
．
閉
○
◎
．

（
ｕ
）
　
オ
．
－
．
Ｏ
・
．
勺
Ｏ
自
目
ら
ｏ
ｏ
－
臼
．
２
．
○
．
づ
．
閉
○
．
Ｈ
Ｈ
ヨ
狽
２
『
ｑ
Ｈ
」
２
目
ｏ
ｑ
ｏ
－
六
〇
汁
プ
〇
一
－
○
ゴ
２
コ
箏
－
）
｛
コ
コ
ｏ
箏
ら
２
ブ
ポ
Ｈ
．
Ｈ
ｏ
旨
．
｛
目
一
一
り
『
Ｐ
ら
岸
－
Ｏ
目
一
Ｎ
¢
岸
ｏ
ｏ
ｏ
げ
『
岸
汁

　
　
事
コ
…
彗
。
・
鶉
・
巨
・
享
・
自
箏
、
Ｃ
ま
實
己
…
・
７
曇
・
。
・
Ｓ
言
一
・
Ｌ
．
夢
ミ
畠
０
Ｎ
．
Ｏ
。
乙
・
。
．

（
１
５
）
　
大
野
英
二
「
ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
」
頁
三
こ
四
参
照
。

（
１
６
）
Ｈ
．
■
§
。
・
ｏ
－
内
ｏ
亭
９
２
．
Ｐ
○
．
Ｈ
．
Ｈ
巴
．
○
。
．
・
。
べ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
伽

（
〃
）
　
］
「
．
｝
ｏ
■
汁
－
目
一
２
一
２
．
〇
一
〇
〇
．
ｏ
◎
○
ｏ
．

（
１
８
）
Ｈ
．
■
彗
。
・
ｏ
－
内
ｏ
亭
９
ｐ
．
ｐ
．
○
．
Ｈ
．
弓
邑
．
ｏ
。
二
・
。
．

（
１
９
）
串
一
＆
ユ
争
○
津
・
一
Ｕ
岸
訂
ｋ
一
皇
・
雲
ブ
ユ
・
己
昌
。
・
宗
・
巾
彗
昌
オ
・
；
己
一
ゑ
ユ
ｏ
ぎ
之
一
＆
睾
｝
＆
冒
ぎ
プ
９
Ｈ
己
易
“
ま
烹
苧
汗

　
　
］
．
り
Ｏ
仁
．
　
Ｏ
○
．
　
Ｈ
Ｏ
．

（
州
…
）
　
］
□
．
巾
ｏ
自
汁
－
箏
一
ｐ
一
ｐ
一
〇
一
〇
Ｄ
一
〇
◎
ｏ
◎
一

（
２
１
）
Ｈ
．
■
§
需
－
内
・
亭
９
Ｐ
Ｐ
○
．
Ｈ
Ｈ
．
↓
邑
二
三
箏
邑
ま
昌
．
ト
患
ミ
畠
賢
○
。
ｏ
。
．
Ｈ
竃
～
Ｈ
畠
．

（
”
）
　
！
く
．
］
Ｕ
叫
げ
Ｈ
岸
Ｎ
一
２
．
Ｐ
一
〇
．
○
〇
一
］
．
い
．
Ｈ
一
［
Ｐ
目
０
ｑ
Ｏ
－
〆
Ｏ
叶
プ
０
－
Ｐ
一
Ｐ
一
〇
．
Ｈ
Ｈ
一
一
り
¢
－
．
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
］
．
べ
り
こ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
］
．
一

（
２
３
）
○
ｏ
ｏ
マ
津
雪
＼
雰
ｏ
庁
員
２
；
．
○
．
○
ｏ
．
Ｈ
ｏ
ｍ
１

（
２
４
）
！
一
。
・
一
二
く
亭
９
昌
寿
一
…
一
・
７
ヨ
。
・
昏
マ
。
・
｝
艮
．
ラ
、
一
ま
・
言
津
昌
¢
／
、
實
ま
・
窯
；
。
・
．
畠
峯
・
。
・
。
．
・
。
～
卜

（
脆
）
　
４
・
］
。
一
〇
・
．
勺
Ｏ
目
コ
ユ
Ｏ
Ｄ
一
２
．
Ｐ
．
○
．
勺
勺
．
心
岬
～
心
９

（
２
６
）
　
；
己
．
勺
・
旨
ｏ
・
の
地
図
に
よ
り
興
山
。

（
２
７
）
　
ラ
イ
ソ
州
に
お
げ
る
「
幾
民
解
放
」
に
っ
い
て
は
州
稿
「
Ｗ
・
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
　
「
ラ
イ
ソ
州
に
お
け
る
倣
却
と
共
有
地
分
割
」
」
立
命
鮒
経

　
　
済
学
第
八
巻
策
二
号
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
８
）
レ
．
Ｈ
フ
；
二
．
Ｐ
○
．
Ｈ
箒
一
二
Ｈ
．
Ｕ
ｏ
』
ｏ
．

（
９
０
阯
）
　
　
Ｈ
げ
｝
ら
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎
ｃ
◎
．



（
３
０
）
　
■
Ｎ
三
÷
巳
一
嘗
．
ヂ
○
．
つ
ｏ
．
Ｎ
ｍ
．

一
趾
二
』
…
１
＝
．
。
．
・
一
邑
一
；
．
一
・
．
。
・
≠
・
…
Ｌ
・
：
彗
＝
喜
一
。
。
昌
ら
、
ノ
、
。
・
・
。
、
。
。
－
、
甲
Ｐ
・
。
．
。
一
一
一
一
．
Ｆ
、
。
口
汁
、
。
、

　
苧
苧
Ｃ
．
Ｑ
○
○
〇
一
ト
Ｈ
～
心
Ｎ
．

（
３
２
）
＞
．
冒
昌
戸
・
；
．
○
．
Ｈ
童
一
Ｈ
Ｈ
』
・
§
・

（
鎚
）
　
コ
Ｕ
己
．
巳
０
１
０
０
９

一
讐
松
田
智
雄
「
関
税
同
盟
前
史
序
論
↑
一
頁
七
一
～
九
一
、
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
…
で
は
多
義
な
内
容
を
含
む
一
工
場
生
産
竺
概

念
を
形
態
的
条
作
と
技
術
ポ
条
件
か
ら
整
理
し
て
・
そ
の
三
類
型
が
析
出
さ
れ
て
い
る
一
一
、
間
屋
制
機
能
の
補
充
的
部
分
に
協
業
的
素

　
を
有
す
る
類
型
二
一
・
警
暴
礎
的
雰
に
分
藷
協
業
生
産
を
有
す
る
最
為
粋
な
一
工
場
生
産
者
一
類
型
。
三
、
第
一
類
型
か
ら
派

　
錆
な
・
専
ら
問
屋
制
機
能
を
営
み
乍
ら
・
生
産
と
密
接
し
て
い
る
籍
一
。
ま
た
、
中
間
親
方
が
ド
イ
ツ
産
業
資
本
成
立
過
程
に
お
い
て
も

　
　
一
た
意
義
に
つ
い
て
は
・
同
「
土
地
所
有
と
産
業
資
本
一
頁
二
一
六
－
一
七
〇
、
一
七
七
－
一
七
九
、
三
土
八
二
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
５
）
　
ｒ
団
¢
暮
｛
Ｐ
Ｐ
Ｐ
○
．
ｏ
ｏ
．
お
・

（
３
６
）
畜
一
．
＞
．
掌
旨
一
苧
苧
○
．
掌
＆
；
Ｈ
ら
。
。
◎
・

雪
一
八
三
六
年
に
ニ
ソ
．
ア
ブ
ラ
一
ム
の
事
業
を
引
っ
い
だ
二
人
の
息
子
の
う
ち
、
兄
の
ヨ
一
ソ
．
ゴ
ツ
ト
フ
リ
、
ト
が
ベ
ル
リ
ソ
で

　
緊
凱
牢
弟
の
ヨ
一
ソ
．
ア
ブ
ラ
一
ム
ニ
世
が
ゾ
ー
－
ソ
ゲ
ソ
で
蓉
を
う
げ
を
、
兄
弟
で
協
力
し
て
獲
ナ
イ
フ
、
外
科
用
ナ

　
　
イ
フ
・
警
製
造
・
販
売
し
・
芒
年
の
イ
ギ
ー
ス
訪
間
の
の
ち
、
蒸
鷹
関
を
導
入
し
て
工
場
制
に
移
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
。
、
・
。
一
．

　
声
窒
毒
－
葦
。
．
。
・
Ｕ
・
．
一
デ
曇
、
な
お
、
一
九
世
紀
七
●
年
代
隻
つ
て
も
、
一
ソ
ヶ
ル
ス
商
会
は
鉄
、
ナ
イ
フ
、
フ
オ
ー
ク

　
　
を
自
巳
ぴ
工
場
で
製
造
す
る
と
と
乏
・
昌
の
工
場
の
労
撃
と
ほ
ぼ
同
数
の
者
を
下
講
的
隻
配
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
一
。
．
旨
、
。
、

　
　
Ｐ
苧
○
．
弓
ぎ
一
二
Ｈ
．
Ｏ
Ｏ
．
・
。
べ
．
）
。

（
３
８
）
＞
．
掌
；
一
Ｐ
・
．
○
．
掌
警
目
．
・
…
．
Ｈ
ミ
～
旨
・
。
・
■
Ｎ
旨
ぎ
ピ
、
・
、
・
○
』
・
Ｎ
９

（
３
９
）
　
■
．
巾
ｏ
鼻
い
Ｐ
ｐ
．
Ｐ
○
．
ｏ
ｏ
・
宣
・

一
４
・
一
書
妻
。
・
一
葦
二
一
◎
；
ま
葦
．
麦
奪
目
三
、
・
昌
葦
昌
ら
、
箏
、
胃
見
２
。
一
自
汁
、
。
、
嚢
事
婁
二
．
葦
－

　
　
国
ｇ
ご
ｐ
ｐ
苧
○
．
ｏ
ｏ
．
～
匿
．
勺
．
Ｎ
目
箏
ぎ
ポ
ｐ
．
ｐ
．
○
・
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
・
８
～
違
・

（
４
１
）
　
Ｈ
ミ
市
¢
鼻
－
Ｐ
ｐ
．
２
．
○
・
ｏ
○
・
旨
・

　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
二
三
五
）

　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
二
三
六
）

（
４
２
）
　
＞
．
↓
プ
自
。
一
苧
牢
Ｐ
Ｈ
亭
－
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
・
ｏ
．
Ｈ
～
ｏ
．
９
な
お
、
一
九
世
紀
前
半
に
執
勘
に
く
り
か
え
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
反
対
の
運

　
動
に
つ
い
て
は
、
旨
己
・
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
・
ミ
ｚ
べ
ｏ
◎
・
申
Ｎ
■
自
ぎ
－
一
ｐ
ｐ
○
・
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
・
昌
～
亀
・

（
４
３
）
　
司
．
Ｎ
自
目
片
巴
一
苧
牢
○
．
○
ｏ
ｏ
ｏ
．
亀
～
お
．

（
４
４
）
　
＞
．
弓
げ
目
Ｐ
苧
ｐ
．
○
．
弓
亭
－
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
轟
．

（
４
５
）
　
考
・
■
品
ｏ
庁
■
目
ら
｝
■
晶
ｏ
易
一
Ｐ
ｐ
．
○
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
ｏ
・
ｏ
・
仁
～
ｏ
．
ｏ
・
ｏ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
鉄
加
工
業
の
発
展
と
鉄
鋼
業
興
隆
の
基
盤
の
形
成

　
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
．
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
は
、
銑
鉄
関
税
を
欠
除
し
て
い
た
た
め
製
鉄
業
発
展
の
余
地

　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

が
乏
し
く
、
そ
の
結
果
、
製
鋼
業
を
中
心
と
し
て
五
〇
年
代
以
降
の
急
速
な
発
展
の
基
礎
を
き
ず
い
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
が
鉄
加
工
業
の
発
展
と
鉄
鋼
業
と
の
関
聯
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
、
製
鋼
業
を
中
心
に
し
て
検
討
を
す
す
め
る
必
要

が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
世
紀
前
半
の
製
鋼
業
に
は
、
世
紀
の
初
頭
よ
り
ル
ー
ル
地
方
に
根
を
下
ろ
し
は
じ
め
た
川
い
ゾ
巾
い
ル

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

塙
鋳
鋼
業
と
四
〇
年
代
に
発
展
が
本
格
化
す
る
バ
ツ
ド
ル
製
鋼
業
の
二
種
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
製
鋼
業
を
こ
の
二
種
に
わ
け
、
ま

ず
、
ハ
ソ
ツ
マ
ソ
珊
塙
鋳
鋼
業
の
ば
あ
い
か
ら
、
一
九
世
紀
後
半
の
巨
大
企
業
へ
と
発
展
し
て
い
く
ク
ル
ヅ
プ
商
会
の
建
設
者
パ
一

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ク
ル
ヅ
プ
と
ボ
ツ
フ
ー
ム
連
合
の
創
設
老
で
あ
る
Ｊ
・
マ
ィ
ヤ
ー
を
と
り
あ
げ
て
考
察
を
す
す
め
た
い
と
思
う
。

　
〔
Ａ
〕
　
ハ
ン
ツ
マ
ン
埴
蝸
鋳
鋼
業
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
ク
ル
ツ
プ
の
ぱ
あ
い
。
ク
ル
ツ
プ
商
会
興
隆
の
基
礎
が
、
一
八
二
六
年
に
フ
リ
ー
ド

リ
ヅ
ヒ
の
あ
と
を
継
い
だ
ア
ル
フ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
き
ず
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、

伝
記
ｏ
多
く
は
、
か
れ
の
技
術
者
と
し
て
ｏ
不
断
ｏ
努
力
と
、
販
路
開
拓
の
た
め
に
行
っ
た
三
二
年
の
南
ド
イ
ッ
旅
行
、
三
四
年
に
お

け
る
南
ド
ィ
ッ
、
ザ
ク
セ
ソ
、
ベ
ル
リ
ソ
ヘ
Ｏ
旅
、
三
六
午
フ
ラ
ソ
ス
（
イ
ギ
リ
ス
）
旅
行
、
三
九
年
Ｏ
東
欧
、
ロ
ン
ァ
歴
訪
、
四
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

年
に
お
け
る
小
銃
の
陳
軍
へ
の
売
り
こ
み
と
そ
の
失
敗
、
を
中
心
に
叙
述
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
注
文
を
獲
得
し
た
関
税
同
盟
諦
邦

な
ら
び
に
フ
ラ
ソ
ス
、
東
欧
、
ロ
シ
ァ
等
の
市
場
が
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ク
ル
ッ
プ
商
会
の
重
要
な
蓄
積
基
盤
と
な
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
と
は
否
め
な
い
と
し
て
も
、
同
時
に
ク
ル
ッ
プ
商
会
が
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
に
販
路
を
も
っ
て
い
た
こ
、
と

を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
販
路
の
重
要
性
は
、
遠
隔
地
か
ら
の
注
文
生
産
が
大
き
な
危
険
を
と
も
な
い
、
変
動
の
激
し
か
っ

た
こ
と
を
思
う
と
き
、
一
九
世
紀
前
半
の
ク
ル
ッ
プ
商
会
を
恒
常
的
に
支
え
、
世
紀
の
後
半
の
発
展
を
準
臓
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、

そ
の
も
っ
た
意
義
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
六
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヅ
ヒ
が
死
亡
し
、
一
四
歳
の
ア
ル
フ
レ
ー
ト
が
父
の
事
業
を
引
つ
い
だ
と
き
、
残
さ
れ
て
い
た
も
の
は
財

産
を
上
廻
る
負
債
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
こ
の
負
債
を
返
却
す
る
た
め
、
三
二
年
ま
で
ザ
ゥ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
、
ベ
ル
ク
地
方
の
ユ
ネ
ッ

ペ
・
タ
ー
ル
、
ハ
ー
ゲ
ソ
、
イ
ッ
ゼ
ル
ロ
ー
ソ
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
、
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
、
リ
ュ
ー
デ
ソ
ツ
ヤ
ィ
ド
等
を
廻
っ
て
、
仕
事

の
注
文
を
と
っ
て
歩
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
が
い
か
に
熱
心
に
こ
れ
ら
の
地
方
を
歩
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
　
「
ル
ー
ル
地
方
の
す
べ

て
の
谷
六
で
、
マ
ル
ク
人
が
鉄
を
打
ち
の
ば
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
か
れ
を
知
ら
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
３
）

か
ら
娩
え
よ
う
。
そ
の
さ
い
、
発
決
を
産
業
部
門
別
に
み
る
な
ら
ば
、
販
売
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
た
較
皮
業
か
ら
の
鞍
皮
道
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
、
石
炊
鉱
業
、
繊
維
工
業
よ
り
の
直
接
の
注
文
を
除
け
ば
、
他
は
す
べ
て
鉄
加
工
業
と
機
械
工
業
へ
の
多
様
な
原
料
と
製
品
の
販

士
卿
か
ら
な
っ
て
い
る
。
圧
延
し
た
厚
さ
と
質
ぴ
等
し
い
上
質
鋼
。
改
良
し
た
鍛
冶
道
具
。
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド
の
鋸
製
遣
業
へ
の
原
料
と

逝
具
。
の
み
。
旋
盤
の
回
転
鉄
具
。
穿
孔
機
。
ボ
タ
ソ
の
打
印
機
。
棒
鉄
製
造
ハ
ソ
マ
ー
。
三
二
年
以
降
に
織
布
工
程
へ
の
機
械
鋤

力
導
入
に
伴
う
鋼
製
蔵
ｏ
必
要
か
ら
拾
頭
し
、
よ
き
販
路
を
提
供
し
た
と
い
わ
れ
る
筋
製
造
業
へ
の
鋼
製
針
金
。
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ク
冶
金
所
、
Ｆ
・
ハ
ル
コ
ル
ト
等
の
機
械
工
業
へ
の
原
料
鋳
鋼
。
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
此
刈
前
半
に
お
け
、
り
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
二
三
七
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
榊
追
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
（
学
箪
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
二
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
Ａ
一
ク
ル
ッ
プ
は
こ
の
問
に
高
質
原
料
の
販
売
よ
り
完
成
品
販
売
の
方
が
利
益
の
大
な
る
こ
と
に
酋
眼
し
、
た
え
ず
技
術
的
努
力

を
重
ね
な
が
ら
、
三
〇
年
の
研
麿
、
焼
戻
し
を
ほ
ど
こ
し
た
ロ
ー
ラ
ー
の
製
造
か
ら
翌
年
に
は
銀
製
品
製
造
用
ロ
ー
ラ
ー
生
産
に

（
同
時
に
鍛
造
用
坤
塙
鋼
よ
り
鋳
造
用
堆
塙
鋼
製
造
へ
の
転
換
）
、
さ
ら
に
三
三
年
に
は
圧
延
機
、
旋
盤
等
の
完
成
品
製
造
に
の
り
だ
し
、

漸
次
原
料
販
売
を
つ
づ
け
な
が
ら
も
重
点
を
完
成
品
販
売
に
移
行
さ
せ
つ
つ
、
三
二
年
の
南
ド
ィ
ッ
旅
行
を
契
機
と
し
、
三
四
年
の

ド
イ
ツ
関
税
同
盟
形
成
に
よ
る
内
国
関
税
撤
廃
と
い
う
好
条
件
に
恵
ま
れ
て
、
販
路
を
関
税
同
盟
諸
邦
か
ら
大
陸
諾
国
へ
と
拡
大
し

　
　
　
（
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
　
…

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
遠
隔
地
へ
の
販
売
は
大
き
な
危
険
と
激
し
い
変
動
を
と
も
な
い
、
た
め
に
ク
ル
ツ
プ
商
会
は
し
ば
し

ば
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
と
し
て
、
四
〇
年
に
ウ
ィ
ー
ソ
造
幣
局
に
販
売
し
た
銀
圧
延
機
の
操
作
の
誤
ま
り
か
ら
招
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

し
た
代
金
支
払
い
拒
否
と
代
償
支
払
い
に
端
を
発
し
た
危
機
、
四
二
年
と
四
六
年
の
、
い
ず
れ
も
フ
ラ
ソ
ス
販
売
が
急
激
に
減
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

た
こ
と
か
ら
生
じ
た
苦
境
を
あ
げ
え
よ
う
。
四
六
年
の
苦
境
の
と
き
、
四
四
年
以
来
ク
ル
ツ
。
フ
商
会
に
資
金
援
助
を
つ
づ
け
て
き
た

Ａ
・
Ｔ
・
ゼ
ッ
リ
ソ
グ
は
、
旅
行
に
よ
っ
て
え
た
大
き
な
注
文
は
強
い
危
険
を
と
も
な
い
、
規
則
正
し
い
労
働
の
不
断
の
継
続
を
妨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

げ
る
と
Ａ
・
ク
ル
ッ
プ
を
非
難
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
れ
に
比
し
、
一
九
世
紀
前
半
に
発
展
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
た
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
に
た
い
す
る
販
賂
は

愉
愉
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
の
鋸
と
鏑
製
造
業
者
達
は
二
〇
一
年
以
来
ク
ル
ツ
プ
商
会
の
継
常
的
た
顧
客

　
　
　
　
（
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
ヘ
ソ
ヶ
ル
ス
商
会
も
二
二
年
以
峰
ク
ル
ツ
プ
製
品
を
騎
入
し
つ
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

機
械
工
業
へ
の
販
賂
が
火
定
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
　
「
二
一
年
の
ク
ル
ツ
プ
に
よ
る
鋳
鋼
生
産
の
開
始
が
ル
ー
ル
機
械
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

の
優
秀
性
い
狐
礎
と
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
の
占
ヅ
に
、
一
九
此
紀
前
半
の
ク
ル
ッ
プ
商
会
は
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
に
安
定
し
た
販
路
を
も
ち



、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

つ
つ
、
関
税
同
胴
皿
諾
邦
、
大
隆
諸
国
へ
と
市
場
を
払
大
し
て
い
っ
た
Ｏ
で
あ
る
。

　
四
　
Ｊ
・
マ
ィ
ヤ
ー
の
ば
あ
い
。
一
八
二
二
年
に
シ
ユ
ヴ
ア
ル
ソ
ヴ
ア
ル
ト
の
ダ
ニ
ソ
ゲ
ソ
で
農
民
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
Ｊ
．

プ
ィ
ヤ
ー
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
こ
の
地
方
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
時
計
製
造
に
興
味
を
も
ち
、
三
〇
年
代
始
め
に
時
計
製
造
業
者
で

あ
っ
た
叔
父
の
ヶ
ル
ソ
ヘ
の
取
引
旅
行
に
随
伴
し
た
お
り
、
ラ
ィ
ソ
ラ
ソ
ト
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
を
見
学
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
・
こ
の
旅
行
で
鋳
鋼
業
に
強
い
関
心
を
惹
き
つ
け
ら
れ
た
Ｊ
・
マ
ィ
ヤ
ー
は
、
三
八
年
に
ヶ
ル
ソ
郊
外
ニ
ツ
ペ
ス
に
鋳
鋼
場
を
建

設
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
創
設
さ
れ
た
小
鋳
鋼
場
は
、
四
二
年
に
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
生
ま
れ
の
ヶ
ル
ソ
商
人
Ｅ
．
キ
ユ
ー
ネ
を

資
金
援
助
者
に
加
え
て
『
マ
イ
ヤ
ー
・
キ
ュ
ー
ネ
商
会
（
ニ
コ
書
・
く
茗
實
俸
冒
巨
・
。
．
）
』
と
な
り
、
さ
ら
に
五
四
年
に
ボ
ツ
フ
ー

ム
に
移
転
し
て
『
ボ
ッ
フ
ー
ム
連
合
（
ニ
ヨ
。
巨
昌
實
く
雪
９
冒
ま
・
ま
品
げ
彗
；
・
一
２
雰
ま
竃
・
亨
鼻
註
昌
、
。
）
』
へ
と
発
展
し
、
翌
五

五
年
の
バ
リ
ー
博
覧
会
に
教
会
の
鐘
を
鋳
造
し
て
出
品
し
、
一
躍
ク
ル
ツ
プ
と
並
ん
で
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
諸
国
に
名
声
を
馳
せ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

な
り
、
以
後
ル
ー
ル
の
大
企
業
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
一
マ
ィ
ヤ
ー
が
ニ
ッ
ベ
ス
に
鋳
鋼
場
を
建
設
し
た
の
は
、
ラ
ィ
ソ
左
岸
ヴ
ル
ム
地
方
の
石
炭
購
入
の
便
と
、
デ
ユ
レ
ソ
近
辺
レ

ソ
デ
ル
ス
ド
ル
フ
に
製
鉄
・
製
鋼
業
を
営
ん
で
い
た
Ｅ
・
ヘ
ツ
ッ
ユ
が
若
い
か
れ
を
有
能
な
人
物
と
み
、
将
来
の
販
路
と
す
る
た
め
、

瞭
料
銑
供
給
等
の
援
助
を
約
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
鋳
鋼
と
競
争
す
る
た
め
に
は
良
質
鋳
鋼
を
生
産
す
る
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

が
あ
る
と
気
づ
い
た
Ｊ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、
伽
粋
と
し
て
ル
ー
ル
石
炭
ｏ
方
が
ヨ
リ
適
当
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
か
つ
ま
た
販
路
と

し
て
も
ベ
ル
ク
、
マ
ル
ク
地
方
の
鉄
加
工
業
が
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
四
〇
年
代
始
め
に
Ｅ
・
ヘ
ツ
シ
ュ
と
手
を
切
り
、
Ｅ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

キ
一
ー
ネ
の
資
金
援
助
の
も
と
、
右
岸
へ
の
接
触
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ン
、
の
さ
い
、
か
れ
は
、
ま
ず
、
フ
リ
ツ
シ
ユ
炉
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

生
産
さ
れ
た
粗
鋼
を
鍛
冶
、
鍛
接
し
て
粘
錬
鋼
を
製
造
す
る
さ
い
に
必
要
な
鋼
分
断
道
共
○
原
料
で
あ
る
湊
…
灰
鋼
が
イ
ギ
リ
ス
輸
入

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
此
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
二
三
九
）

　
　
　
ヴ
ェ
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立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
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第
二
号
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一
〇
八
　
（
二
四
〇
）

品
で
あ
る
の
を
知
り
、
苦
心
の
末
イ
ギ
リ
ス
製
に
劣
ら
な
い
湊
炭
鋼
を
生
産
し
て
、
プ
ル
ク
、
ベ
ル
ク
地
方
の
鉄
加
工
業
に
漸
次
販

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
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、
　
　
　
　
…
　
、
　
・
　
、

路
を
拡
大
し
て
い
き
、
つ
い
で
、
石
炭
鉱
業
用
機
械
、
鉄
道
原
料
生
産
等
に
進
出
し
て
い
る
。
Ｊ
・
マ
イ
ヤ
ー
が
五
〇
年
代
に
ボ
ッ
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、
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、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

フ
ー
ム
に
進
出
す
る
基
礎
は
、
四
〇
年
代
に
マ
ル
ク
、
ベ
ル
ク
鉄
加
工
業
を
蓄
積
基
盤
と
す
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
き
ず
か
れ
て

い
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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〔
Ｂ
〕
　
パ
ッ
ド
ル
製
鋼
業
。
バ
ヅ
ド
ル
製
鋼
業
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
は
ヘ
ッ
シ
ュ
兄
弟
と
Ｈ
・
Ｄ
・
ピ
ー
ペ
ソ
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
と
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、
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、
　
　
、
　
　
、
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、

り
あ
げ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
さ
い
、
両
老
と
も
四
〇
年
代
に
鉄
道
軌
条
の
製
造
と
結
び
つ
い
て
興
隆
し
て
い

る
点
が
注
目
を
惹
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
年
に
ラ
ィ
ソ
左
岸
レ
ソ
デ
ル
ス
ド
ル
フ
に
ラ
ィ
ソ
ラ
ソ
ト
最
初
の
バ
ッ
ド

ル
炉
を
建
設
し
、
つ
い
で
、
二
七
年
に
木
炭
・
コ
ー
ク
ス
混
合
燃
料
に
よ
る
最
初
の
熱
風
炉
を
併
設
し
た
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
と
ヴ
ィ
ル

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

ヘ
ル
ム
の
ヘ
ヅ
シ
ュ
兄
弟
は
、
三
七
年
に
ヶ
ル
ソ
と
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ソ
を
緕
ぶ
目
的
で
設
立
認
可
を
み
た
『
ラ
イ
ソ
鉄
道
』
に
た

い
す
る
鉄
道
軌
条
生
産
を
三
九
年
に
開
姶
し
、
数
年
後
に
は
『
バ
ー
デ
ソ
鉄
道
』
Ｏ
た
め
に
三
〇
、
○
○
○
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
の
溝
状

軌
条
を
製
造
し
て
関
税
同
盟
諮
邦
へ
と
販
路
を
拡
張
し
、
さ
ら
に
、
四
〇
年
代
中
葉
に
は
ア
メ
リ
ヵ
、
ロ
シ
ァ
で
の
鉄
道
建
設
ｏ
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

展
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
生
産
で
は
供
給
が
不
十
分
と
な
っ
た
の
に
乗
じ
て
、
外
国
輸
出
に
も
進
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
一
年
に
右
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岸
ヘ
ル
デ
に
パ
ッ
ド
ル
炉
を
建
設
し
、
ヘ
ル
マ
ソ
冶
金
所
を
設
立
し
た
Ｈ
・
Ｄ
・
ピ
ー
ペ
ソ
ツ
ユ
ト
ッ
ク
も
、
最
大
の
需
要
は
『
プ

リ
ソ
ッ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
鉄
道
』
、
『
王
立
東
部
鉄
道
』
、
な
ら
び
に
『
ハ
ム
・
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
鉄
道
』
に
た
い
す
る
鉄
道
軌
条
で
あ
っ

　
　
　
　
　
（
１
７
）

た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
さ
い
も
、
ヘ
ッ
ツ
ユ
家
、
ピ
ー
ペ
ソ
シ
ュ
ト
ッ
ク
家
の
両
家
と
も
、
も
と
も
と
ア
イ
フ
ェ

ル
と
イ
ッ
ゼ
ル
ロ
ー
ソ
の
鉄
加
工
業
者
で
あ
り
、
完
成
品
部
門
か
ら
半
製
品
部
門
へ
と
爾
点
を
移
し
て
製
鋼
業
に
進
出
し
て
き
た
経

緯
と
、
二
八
年
に
ア
ル
テ
ナ
に
最
初
の
パ
ッ
ド
ル
法
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
こ
こ
で
Ｏ
針
金
製
造
業
が
イ
ギ
リ
ス
Ｏ
競
箏
に
対
抗
し
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８
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、
　
、
　
、

う
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
を
照
応
さ
せ
て
考
え
る
と
き
、
両
者
と
も
鉄
加
工
業
で
蓄
積
し
た
富
で
も
っ
て
、
周
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、

迦
小
鉢
亦
工
秦
む
小
卦
い
ん
小
齢
和
い
朴
亦
か
中
か
わ
か
－
鈴
跡
秦
い
倉
甘
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
鉄
加
工
業
と
緊
密
な
関
係
を

も
ち
つ
づ
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
場
に
推
定
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
・
初
発
よ
り
符
鋼
業
老
と
し
て
出
発
し
た
か
・
ハ
か
ハ
｛
ピ
Ｌ
・
利
小
わ
い
眺
肺
か
い
、
か
れ
ら
が
一
九
世
紀
前
半
に
半
製

品
部
門
（
１
１
鋳
鋼
生
産
）
か
ら
出
発
し
て
完
成
品
部
門
（
ｕ
機
械
製
造
）
を
も
含
む
企
業
へ
と
発
展
し
え
た
の
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い

て
ベ
ル
ク
、
マ
ル
ク
地
方
の
鉄
加
工
業
を
販
路
と
し
て
も
ち
え
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
鉄
加
工
業
（
〕
完
成
品
部
門
）
か
ら
パ
ツ
ド
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ル
製
鋼
業
（
ｎ
半
製
品
部
門
）
に
進
出
し
て
興
隆
の
道
を
辿
っ
た
ヘ
ツ
シ
ユ
兄
弟
と
Ｈ
．
Ｄ
．
ピ
ー
ペ
ソ
ッ
ユ
ト
ツ
ク
の
ば
あ
い
も

か
れ
ら
が
製
鋼
業
に
進
出
し
え
た
の
は
鉄
加
工
業
に
お
い
て
蓄
積
し
た
富
を
も
ち
、
周
辺
鉄
加
工
業
と
緊
箔
な
関
係
に
た
ち
え
た
か
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、
　
、
　
、
　
、
　
、

ら
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
ば
あ
い
も
、
そ
の
興
隆
を
歴
史
的
に
追
及
し
よ
う
と
す
る
さ
い
、
鉄
加
工
業
が
広
汎
に
展
開
し
て
い
た
と
い

、
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、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

う
准
実
を
無
視
し
て
は
理
解
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
も
と
よ
り
、
一
九
世
紀
前
半
に
鉄
鋼
業
が
興
隆
す
る
た
め
に
は
、
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
内
部
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の

展
開
の
み
で
は
蓄
秩
基
盤
と
し
て
あ
ま
つ
に
も
狭
階
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ａ
・
ク
ル
ツ
プ
、
Ｊ
．
マ
イ
ヤ
ー
が
閑
税
同
盟
諾

邦
、
大
陸
諦
国
に
た
い
す
る
販
路
の
開
拓
に
異
常
な
努
力
を
傾
け
た
こ
と
、
な
ら
び
に
四
〇
年
代
に
お
け
る
バ
ツ
ド
ル
製
鋼
業
の
発

展
が
鉄
道
軌
条
の
儒
要
と
結
合
し
て
い
た
点
か
ら
も
窺
え
る
。
前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
鉄
鋼
業
に
と
っ
て
も
一
！
、
の
内
部
市
場
の

広
さ
が
面
被
と
し
て
あ
ま
り
に
も
狭
際
で
あ
っ
た
の
み
で
な
く
、
こ
れ
ら
新
た
な
興
隆
の
芽
を
も
っ
た
鉄
鋼
業
者
の
製
品
を
購
入
し

た
の
は
、
か
れ
ら
と
向
様
に
技
術
的
変
革
の
意
気
に
燃
え
、
共
通
ｏ
意
志
疎
通
の
う
え
に
た
っ
て
い
た
中
問
親
方
の
み
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

他
の
多
く
ｏ
閉
屋
商
人
な
ら
び
に
鉄
加
工
業
者
は
、
銑
鉄
関
税
の
欠
除
か
ら
イ
ギ
リ
ス
銑
、
ベ
ル
ギ
ー
銑
を
購
入
す
る
か
、
古
く
よ

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
二
四
一
）

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
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（
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四
二
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（
２
０
）

り
の
鉄
鋼
供
給
地
で
あ
る
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ト
か
ら
半
製
品
を
購
入
し
て
、
　
（
四
〇
年
代
以
降
コ
ー
ク
ス
高
炉
、
バ
ツ
ド
ル
炉
が
普
及
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

く
に
と
も
な
い
没
落
し
て
い
く
運
命
に
１
お
っ
た
と
は
い
え
）
　
な
お
広
汎
に
存
在
し
て
い
た
遅
れ
た
技
術
に
依
存
す
る
木
炭
高
炉
や
フ
リ
ツ
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、
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、
　
、
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、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、

シ
ュ
炉
で
製
錬
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
第
六
・
七
表
参
昭
一
）
。
　
こ
う
し
た
制
約
か
ら
、
そ
の
興
隆
の
た
め
に
は
な
お
さ
ま
ざ
ま
な

知
件
む
小
塾
ピ
レ
わ
い
小
か
か
か
、
一
九
世
紀
前
半
の
ラ
イ
ソ
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
は
、
製
鋼
業
を
中
心
と
し
て
、
内

部
で
多
様
な
展
開
を
み
た
齢
か
工
泰
ピ
緊
砕
か
蔚
豚
に
た
ち
な
が
ら
五
〇
年
代
の
急
速
な
発
展
に
傭
え
て
い
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ

う
。
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
本
格
的
な
鉄
鋼
業
興
隆
は
、
五
〇
年
代
に
入
っ
て
以
降
、
経
済
政
策
面
に
お
け
る
五
四
年
の
ベ
ル
ギ
ー
銑
に
た
い
す
る
特
恵
関
税

撤
廃
。
外
か
酢
で
の
『
三
月
革
命
』
の
衡
撃
と
五
〇
年
代
の
急
速
な
産
業
革
命
の
展
開
に
よ
る
株
式
会
杜
形
態
で
の
資
本
集
甲
の
漸

　
　
　
（
２
２
）
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

迩
的
進
展
。
原
料
面
で
の
四
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
た
ル
ー
ル
石
炭
層
の
な
か
か
ら
の
鉄
鉱
石
採
堀
の
進
展
。
さ
ら
に
販
路
面
で
の
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

○
年
代
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
新
た
な
展
開
。
等
の
諸
条
件
の
出
揃
っ
て
く
る
な
か
で
進
行
を
辿
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
さ
い
も
　
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

鋼
業
ｏ
立
地
条
件
の
よ
い
ル
ー
ル
地
方
に
進
出
し
、
一
九
世
紀
前
半
の
こ
こ
で
の
農
村
的
様
相
を
一
変
さ
せ
、
巨
大
独
占
体
を
形
成

し
て
い
っ
た
人
達
の
な
か
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
す
で
に
鋳
鋼
業
を
営
ん
で
い
た
Ａ
・
ク
ル
ヅ
プ
、
Ｊ
・
プ
ィ
ヤ
ー
や
、
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

炭
商
か
ら
鉄
鋼
業
に
逃
出
し
た
Ｍ
・
シ
ュ
テ
ィ
ソ
ネ
ス
、
Ｆ
・
ハ
ニ
ェ
ル
等
以
外
に
、
す
で
に
考
察
し
た
ヘ
ツ
ッ
ユ
兄
弟
や
Ｈ
．

Ｄ
・
ピ
ー
ベ
ソ
ツ
ユ
ト
ッ
ク
と
向
じ
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
鉄
加
工
業
を
桝
ん
で
お
り
、
ン
、
こ
で
蓄
秩
し
た
資
本
を
某
礎
と
し
て

ル
ー
ル
に
進
出
し
た
一
述
ｏ
人
達
の
い
る
こ
と
に
注
口
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
例
と
し
て
、
ア
ル
テ
ナ
近
辺
の
ナ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

ハ
ロ
ッ
ト
「
ト
碓
設
し
た
冷
金
所
を
茱
礎
と
し
て
、
五
二
年
に
ル
ー
ル
・
オ
ル
ト
に
進
出
し
、
フ
エ
ニ
ツ
ク
ス
商
会
を
雄
設
し
た
人
達
。

九
川
午
に
ク
レ
ヅ
ク
ナ
ー
商
会
に
併
介
さ
れ
、
ハ
ス
ペ
倶
鉄
・
奥
鋼
会
杜
へ
と
発
峻
す
ろ
丹
胎
と
た
っ
た
マ
ル
ヵ
ナ
冶
企
所
を
四
九



年
に
↑
ゲ
ソ
に
お
い
て
設
立
し
た
釦
・
す
で
に
述
べ
た
レ
ム
シ
一
イ
ド
蟹
造
業
か
ら
響
製
造
に
語
し
て
世
界
的
名
声
を

馳
せ
た
Ｒ
・
プ
ソ
ネ
ス
マ
ソ
。
等
の
名
を
あ
げ
う
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
一
九
世
紀
前
半
の
鉄
鋼
業
、
と
く
に
製
鋼
業
が
、
非
常
に
狭
隆
で
あ
つ
た
と
は
い
え
、
内
部
の
鉄
加
工
業

に
安
定
し
た
販
路
を
喜
；
・
小
規
模
奈
ら
存
続
を
つ
島
、
五
・
年
代
の
興
隆
に
傭
え
て
い
た
点
、
奮
び
に
、
五
・
年
代

以
降
ル
ー
ル
に
進
出
し
て
鉄
鋼
業
を
興
し
た
人
達
の
な
か
に
、
世
紀
の
前
半
に
鉄
加
工
業
で
蓄
積
し
た
富
を
基
礎
と
し
て
い
た
一
連

の
人
達
の
い
る
こ
と
、
の
二
点
か
ら
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
展
が
、
五
〇
年
代
以
降
の
鉄
鋼
業
興
隆
の
基
盤
を

形
成
し
て
い
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
－
一
四
〇
年
代
鵡
吉
・
鉄
嚢
設
の
蓑
に
と
走
う
銑
鉄
褒
の
増
大
を
背
策
と
し
て
、
綿
紡
、
績
、
業
、
者
、
と
同
讐
結
ん
で
製
鉄
峨
淫

　
　
　
中
心
に
豪
一
て
き
た
保
護
関
税
業
鑑
の
結
果
、
忠
む
ツ
ニ
ト
ナ
ー
当
り
；
ル
ク
の
銑
鉄
関
税
の
設
菱
み
た
が
、
ベ
ル
ギ

　
　
　
」
た
い
し
て
○
．
五
マ
ル
ク
の
欺
欺
を
認
め
た
た
め
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
製
鉄
業
は
イ
ギ
リ
ス
銑
に
か
わ
つ
て
ベ
ル

　
　
　
ギ
ー
銑
の
圧
迫
を
う
け
る
こ
と
と
な
り
・
そ
の
震
は
五
四
年
の
ベ
ル
ギ
ー
銑
特
恵
関
霧
止
以
後
に
差
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
壱
．

　
　
　
ソ
「
。
・
邑
曇
Ｐ
Ｐ
Ｃ
．
・
…
．
０
Ｎ
～
賢
・
。
．
婁
・
。
・
。
・
べ
・
。
～
べ
り
・
）
。

　
　
一
２
二
書
一
一
二
き
・
二
・
真
；
事
曇
■
婁
ぎ
勺
一
・
雲
汁
３
、
毫
、
嚢
二
、
。
。
。
・
。
。
。
。
。
一
目
。
。
汁
。
。
一
、
。
。
汁
げ
、
司
、
号

　
　
　
彗
一
二
く
募
＞
婁
曇
－
§
毫
．
テ
。
・
二
躯
叢
訳
一
ク
ル
ツ
ブ
」
頁
五
八
～
一
〇
七
一
。
・
。
、
汁
く
。
目
ら
、
。
。
。
。
ら
、
。
、
、
一

　
　
　
一
身
一
．
曇
麦
馨
ぎ
プ
一
こ
曇
書
。
・
己
§
ざ
・
葦
昌
婁
・
婁
』
；
～
・
一
・
一
レ
。
、
げ
。
、
汁
ン
、
自
巨
、
目
・
宇
。
一
、
一
。
、
、
き
一
。

　
　
　
５
ラ
ぎ
ユ
三
邑
一
－
竃
；
目
・
葦
・
；
昌
・
｛
．
。
。
９
、
暮
、
・
一
、
彗
、
一
二
婁
・
雲
、
』
－
・
一
二
、
勺
．
き
～
亀
．
一
江
薄
訳

　
　
　
　
「
ク
ル
ヅ
ブ
五
代
紀
」
頁
三
一
、
四
二
～
四
三
）
。

　
　
一
３
一
穴
；
三
一
・
デ
書
．
・
…
・
・
二
暑
二
葦
・
プ
Ｓ
奪
司
、
昌
真
毫
旨
、
・
、
、
。
自
。
。
。
。
。
。
、
、
プ
一
、
、
げ
、
、
汀
、
、
向
。
。
。
。
。
、
一
．
一
、
。
プ
、
．

　
　
　
－
〇
一
Ｎ
．
○
○
．
ｃ
ｎ
ｏ
〇
一

　
　
（
４
一
一
三
．
・
…
．
ｍ
・
。
～
睾
・
。
・
。
．
の
一
～
睾
・
。
・
睾

　
　
　
　
一
八
阯
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
二
四
三
）

　
　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
映
と
市
場
榊
逃
（
川
本
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
二
四
四
）

（
５
）
Ｈ
ｇ
Ｐ
Ｏ
ｏ
○
。
．
竃
～
賢
○
ｏ
Ｏ
ｏ
．
８
そ
べ
○
．

（
６
）
　
オ
・
吋
雪
亭
ｏ
メ
２
・
臼
・
○
・
臼
）
．
彗
～
８
・
（
訳
、
頁
八
八
～
九
〇
）
。
○
．
＜
◎
づ
穴
－
鶉
。
。
一
Ｐ
算
○
・
ｏ
ｏ
．
ｃ
ｏ
ｃ
◎
一

（
７
）
穴
；
宅
Ｈ
・
。
Ｓ
～
畠
Ｈ
Ｎ
．
ｏ
。
．
・
。
べ
．
ｏ
・
」
◎
。
。
．

（
８
）
　
亭
己
．
ｏ
ｏ
．
８
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
〇
一

（
９
）
オ
・
ヨ
。
・
芸
旨
〇
一
一
．
■
品
雪
。
・
ら
；
．
○
．
。
・
。
。
』
遣
～
ミ
９

（
１
０
）
口
．
宍
竺
卑
員
Ｐ
因
．
○
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｃ
。
ド
０
Ｄ
．
崖
ｏ
．
ｏ
ｏ
．
崖
ｍ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ

（
ｕ
）
　
オ
・
－
○
・
勺
ｏ
目
目
ら
ｏ
。
一
ｐ
．
曽
．
○
．
や
べ
９

（
ｕ
）
Ｈ
○
○
盲
プ
竃
○
。
３
姜
・
…
。
・
自
コ
・
コ
・
．
○
易
。
・
身
巨
毒
寿
雰
ｏ
巨
冒
９
く
胃
。
，
＞
．
Ｏ
・
．
畠
蜆
心
』
○
・
．
閉
～
澤

（
１
３
）
！
＜
、
斥
。
、
｝
、
ま
、
昌
こ
§
げ
ン
身
睾
（
Ｈ
・
。
手
Ｈ
・
。
５
二
目
二
｛
匡
ま
・
７
寿
。
。
凄
麦
ま
窒
ま
・
童
宕
げ
夏
・
・
昼
竃
．
異
さ

　
　
一
〇
ｍ
へ
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
○
ｏ
ｏ
◎
～
｛
◎
．

（
１
４
）
Ｈ
巨
ｏ
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
亀
こ
隼

（
乃
）
　
』
．
申
Ｈ
Ｐ
目
Ｏ
Ｏ
¢
自
｝
２
．
Ｐ
．
○
．
口
Ｑ
一
Ｈ
一
〇
〇
．
］
６
０
０
．

（
１
６
）
・
。
ｏ
古
ブ
篶
ヨ
。
・
彗
－
…
ら
○
。
汁
争
芽
ｏ
鼻
｝
○
窒
争
－
。
。
ミ
～
－
鶉
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
－
一
．

（
１
７
）
凄
。
。
暮
巨
岸
・
弓
雲
己
・
・
言
三
署
・
宗
・
旨
二
冒
目
己
－
婁
乙
實
雲
幕
目
昌
享
＞
茎
彗
。
・
秦
豪
・
ぎ
｝
汁
Ｈ
・
。
竃
～
畠
鼻
。
。
．
－
９

　
　
０
ｏ
．
Ｈ
ｏ
ｏ
．

（
蝸
）
　
く
ｏ
ｑ
一
．
一
「
．
吋
ｏ
自
汁
｛
目
－
ｐ
．
ｐ
．
◎
■
ｏ
Ｄ
．
Ｎ
０
ｏ
．

（
１
９
）
　
註
（
１
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
外
国
銑
鉄
と
遅
れ
た
技
術
に
依
存
す
る
間
屋
商
人
や
鉄
加
工
業
者
が
白
由
貿
易
を
志
向
し
た
の
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
　
い
し
（
く
ｏ
ｑ
一
．
＞
．
弓
プ
目
Ｐ
ｐ
．
Ｐ
○
．
Ｈ
プ
ｏ
自
Ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
崖
ｏ
Ｚ
Ｈ
ミ
）
、
Ａ
・
ク
ル
ッ
プ
が
良
貫
鋳
鋼
製
造
の
た
め
に
は
良
質
銑
鉄
が
必
要
な
こ

　
　
と
に
気
づ
さ
、
ジ
ー
ガ
ー
ラ
ソ
ト
鉄
の
オ
ゼ
ム
ン
ト
加
工
業
者
で
マ
ル
ク
最
古
の
家
柄
を
誇
る
Ｐ
・
ブ
リ
ュ
ー
ニ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
か
ら
原
料
銑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
購
入
し
て
い
る
こ
と
（
内
昌
勺
勺
Ｈ
ｏ
。
竃
～
岩
旨
．
ｏ
ｏ
．
竃
）
、
ま
た
Ｈ
・
Ｄ
・
ピ
ー
ベ
ソ
シ
ュ
ト
ッ
ク
が
ヘ
ル
デ
に
進
山
し
た
の
は
、
四
〇
年
代

　
　
に
石
炊
脳
の
な
か
か
ら
鉄
鉱
石
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
を
利
用
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
（
勺
鶉
蒜
ｏ
ブ
ユ
津
Ｎ
冒
｝
ぎ
目
」
胃
ご
争
二
９
９
３
『

　
　
ｂ
ｃ
『
巨
；
邑
土
葦
一
一
雪
自
簑
江
彗
…
二
昌
＞
汀
庄
竃
ｏ
ｑ
霧
〇
一
一
ｕ
・
ｏ
巨
津
Ｈ
ｏ
ｏ
Ｓ
～
畠
鼻
○
○
．
Ｈ
ｏ
。
．
）
、
さ
ら
に
、
Ｊ
・
マ
イ
ヤ
ー
が
旧
尺
経
済
の
見

　
　
地
か
ら
、
た
え
ず
ド
ィ
ッ
に
と
っ
て
輸
入
の
不
可
欠
で
あ
っ
た
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
鋳
蝸
な
ら
び
に
そ
の
製
品
の
化
一
産
を
試
み
た
こ
と
（
！
＜
．



　
団
ｏ
ユ
量
月
２
．
ｐ
．
○
．
○
ｏ
．
お
）
、
　
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
技
術
変
牡
に
努
力
し
、
の
ち
に
ル
ー
ル
大
企
業
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
発
展
し
て
い
っ
た
人
達
は
、
国
民
的
工
業
の
建
設
の
た
め
保
護
関
税
を
志
向
し
て
い
た
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
０
）
　
一
九
世
紀
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
　
マ
ル
ク
の
木
炭
フ
リ
ッ
ツ
ユ
炉
は
ジ
ー
ゲ
ソ
の
原
料
と
固
く
結
合
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
（
室
．

　
○
ｏ
ｏ
ユ
目
ｏ
ｑ
一
ｐ
曽
．
○
．
○
ｏ
Ｏ
ｏ
．
８
～
○
ｏ
○
．
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

（
２
１
）
　
木
炭
高
炉
が
コ
ー
ク
ス
高
炉
に
敗
退
す
る
条
件
は
四
四
年
の
銑
鉄
関
税
設
置
に
よ
っ
て
っ
く
り
だ
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
関
税
設
置

　
に
ょ
り
、
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
当
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
銑
の
価
格
が
四
・
四
マ
ル
ク
　
（
生
産
費
二
・
二
Ｍ
＋
運
送
費
一
二
一
Ｍ
＋
関
税
一
Ｍ
）
と

　
な
り
、
三
・
九
マ
ル
ク
の
価
格
で
あ
っ
た
国
内
コ
ー
ク
ス
銑
は
保
護
さ
れ
る
の
に
た
い
し
、
五
マ
ル
ク
の
木
炭
銑
は
保
護
の
外
に
放
短
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
件
の
機
能
は
五
〇
年
代
に
も
ち
こ
さ
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
銑
に
か
わ
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
銑
が
流
入
し

　
た
こ
と
と
、
　
四
七
年
の
金
融
危
機
と
四
八
年
の
混
乱
の
た
め
、
　
ル
ー
ル
地
方
で
の
大
高
炉
建
設
が
阻
害
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
　
（
く
ｏ
ｑ
－
．
声

　
○
ｏ
ｏ
ユ
品
一
ｐ
ｐ
．
○
・
ｏ
ｏ
・
竃
・
○
ｏ
ｏ
ｏ
．
胃
～
ｓ
・
○
ｎ
・
ｏ
◎
ド
）
。
　
な
お
、
四
五
年
以
降
の
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
で
の
貨
幣
不
足
に
つ
い
て
は
、
く
ｏ
ｑ
一
．
－

　
｝
ｐ
目
ｏ
。
¢
ｐ
苧
苧
○
．
吋
｛
．
Ｈ
．
○
〇
一
〇
〇
｛
ｏ
◎
一
〇
〇
〇
〇
一
〇
◎
ベ
ベ
～
ｏ
ｏ
ｏ
◎
ｏ
◎
．

（
２
２
）
　
大
野
英
二
「
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
」
頁
六
一
こ
六
六
参
照
。

（
２
３
）
　
六
（
リ
年
代
ま
で
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
け
る
鉄
道
は
工
業
的
に
発
展
し
た
地
域
を
回
避
し
て
敷
設
さ
れ
て
い
た
　
（
冒
ｏ

　
○
量
げ
争
９
津
嵩
彗
斤
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
ｍ
０
蜆
～
３
９
な
お
、
一
九
世
紀
中
葉
の
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
状
況
に
っ
い
て

　
は
、
オ
・
○
・
｝
彗
序
易
Ｏ
Ｐ
吋
ユ
９
，
彗
｛
Ｈ
目
ｑ
畠
汁
ユ
竺
■
冒
Ｏ
潟
ミ
８
－
Ｈ
◎
。
べ
９
り
．
Ｈ
Ｏ
。
ド
の
地
図
を
参
照
の
こ
と
）
。
そ
の
理
由
は
プ
ロ

　
イ
セ
ソ
政
府
が
、
　
一
般
的
福
祉
を
守
る
と
の
名
目
の
も
と
で
私
設
鉄
遭
を
政
府
の
監
督
下
に
お
く
こ
と
を
規
定
し
た
三
八
年
の
鉄
道
法
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
投
機
を
規
制
す
る
と
の
名
目
で
鉄
道
株
式
応
募
に
は
蔵
相
の
認
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
四
四
年
の
因
王
指
令
を
積
杵
と
し
て
、

　
酉
部
諾
州
の
鉄
道
敷
設
に
た
い
し
軍
事
的
地
方
警
察
的
観
点
を
中
心
に
お
き
、
東
部
諸
州
の
ば
あ
い
に
比
し
て
維
済
発
展
を
抑
え
る
意
図
を

　
も
っ
て
臨
ん
だ
こ
と
に
あ
っ
た
（
－
匡
ｐ
寡
ｇ
一
ｐ
ｐ
○
．
吋
ｐ
－
．
○
○
○
ｏ
．
ｏ
。
嵩
～
○
ｏ
ｓ
．
）
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
政
府
の
西
部
諾
州
に
た
い
す

　
る
鉄
遭
政
策
に
た
い
し
て
、
ラ
イ
ソ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
内
部
に
対
立
を
含
み
つ
つ
も
、
白
巳
の
イ
ソ
タ
レ
ス
ト
か
ら
鉄
道
傲
設
案
を

　
作
成
し
、
政
府
の
認
可
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
政
府
の
態
度
は
「
三
月
革
命
∴
を
縦
て
の
ち
も
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
　
こ
う
し
た
西

　
部
諦
州
へ
の
鉄
遣
政
策
に
柾
換
を
も
た
ら
し
た
の
は
五
五
年
の
バ
リ
ー
博
覧
会
で
あ
る
。
　
『
三
月
堆
命
」
の
挫
折
後
、
縦
済
沽
動
に
力
を
集

　
中
し
た
ラ
イ
ソ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
は
そ
の
成
果
を
パ
リ
ー
博
覧
会
に
提
出
し
、
ヘ
ル
デ
鉱
山
・
冶
金
連
合
が
金
賞
を
獲
得
し
た
の
を
は
じ

　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
二
四
五
）

　
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

一
四
（
二
四
六
）

　
め
、
ク
ル
ヅ
プ
商
会
、
ボ
ッ
フ
ー
ム
連
合
等
が
そ
の
製
品
の
優
秀
性
を
全
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
認
め
さ
せ
る
に
及
び
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
．
ヴ
ィ
ル

　
ヘ
ル
ム
四
世
は
西
部
諸
州
の
経
済
発
展
に
関
心
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
鉄
道
政
策
に
転
挨
点
が
訪
ず
れ
た
の
で
あ
る
（
Ｈ
巨
ｐ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｎ
・
零
Ｈ
こ
¢
ｏ
。
り
・
）
。

　
こ
う
し
て
、
鉄
遭
は
六
〇
年
に
は
ボ
ッ
フ
ー
ム
ヘ
、
六
二
年
に
。
工
、
セ
ソ
ヘ
、
六
三
年
に
ル
ー
ル
　
タ
ー
ル
に
と
延
び
て
い
ぎ
、
鉄
道
建
設

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
の
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
お
る
。

（
２
４
）
　
一
八
五
五
年
に
ボ
ッ
フ
ー
ム
市
長
グ
レ
ー
フ
ェ
は
、
　
当
時
進
行
し
つ
つ
お
っ
た
変
化
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
報
告
を
残
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
イ
ス

　
　
「
最
近
一
〇
年
問
に
い
ち
じ
る
し
い
興
隆
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
郡
の
南
部
の
古
い
工
業
と
古
い
鉱
山
業
を
凌
駕
し
て
郡
の
北
部
で
新
し
い
工

　
業
と
新
し
い
鉱
山
業
が
発
展
し
て
い
っ
た
。
数
年
ま
え
ま
で
農
村
都
市
で
あ
っ
た
当
市
も
農
村
的
性
格
を
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
喪
失
し
、
し

　
か
も
日
六
工
業
的
軌
道
の
う
え
を
前
進
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
」
と
（
一
）
ざ
Ｏ
轟
げ
９
臼
ざ
肖
胃
ぎ
Ｏ
Ｏ
・
ｍ
亭
・
）
。

（
２
５
）
　
ズ
．
－
○
．
勺
ｏ
自
目
ら
ｏ
・
一
嘗
．
２
一
〇
．
勺
．
ｏ
９
！
く
．
Ｃ
．
曽
ｏ
箏
ｑ
¢
易
◎
Ｐ
弓
げ
ｏ
○
○
汁
２
ざ
ｐ
目
ｐ
Ｈ
目
ｐ
目
ｏ
・
汁
ユ
邑
カ
ｏ
＜
ｏ
巨
饒
◎
目
｛
目
勺
、
百
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
－
、
Ｈ
べ
仁
ｏ
～

　
Ｈ
・
。
べ
Ｏ
．
毛
．
呂
～
鼻

（
２
６
）
　
オ
こ
．
○
．
勺
ｏ
；
ま
一
ｐ
．
Ｐ
○
．
勺
勺
．
ミ
～
べ
ｏ
。
．
勺
・
◎
。
一
・

（
２
７
）
　
■
．
射
昌
ユ
Ｐ
ｐ
．
Ｐ
○
．
Ｑ
ｏ
．
轟
岬
．

（
２
８
）
　
一
八
四
八
年
ま
で
に
ク
ル
ッ
ブ
商
会
の
労
働
者
数
が
最
高
に
達
し
て
い
る
の
は
四
四
年
の
二
一
二
人
で
お
る
〔
三
四
年
七
〇
人
、
三
六
年

　
八
○
人
、
三
七
年
五
五
人
、
四
八
年
八
○
人
（
宍
；
弓
畠
Ｈ
甲
Ｈ
胃
Ｎ
・
○
ｏ
・
鶉
・
ｃ
ｏ
・
ミ
・
ｏ
○
・
ｏ
。
○
・
ｃ
ｏ
・
塞
・
○
○
・
Ｈ
富
・
）
〕
。
ま
た
、
四
二
年
に
Ｊ
．

　
マ
イ
ヤ
ー
は
数
ダ
ー
ス
の
労
働
考
を
雇
傲
し
て
い
た
と
い
う
（
！
！
、
．
｝
ざ
二
量
ｐ
曽
・
ｐ
・
○
・
○
ｏ
・
邊
・
）
。
　
こ
の
規
模
を
、
一
八
廿
紀
初
瑚
一
、

　
○
○
○
人
を
雇
傭
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
コ
ウ
ル
ブ
ル
ッ
ク
デ
ー
ル
製
鉄
所
、
一
七
六
一
年
か
ら
六
四
年
に
六
〇
〇
人
か
ら
八
○
○
人
の
労
働

　
者
が
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ソ
ホ
ウ
製
迭
所
と
比
較
す
る
な
ら
ば
（
大
河
内
暁
男
、
前
掲
糾
、
頁
一
二
〇
～
二
一
一
、
一
二
四
）
、
い
か
に
小

　
規
模
で
あ
っ
た
か
が
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
四
〇
年
代
に
鉄
道
軌
条
生
産
と
結
合
し
て
発
映
し
た
バ
ッ
ド
ル
製
鋼
業
で
は
相
当
の
規
模

　
に
達
し
て
い
た
。
四
六
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
ヘ
ル
マ
ソ
冶
金
所
で
は
一
、
八
○
○
人
が
働
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
（
｝
２
幕
ｏ
巨
奉
昌
『

　
冒
暮
三
苧
等
二
竃
Ｏ
。
言
；
中
雲
菱
・
雪
言
・
邑
９
二
窒
彗
。
・
馨
旨
・
一
事
嚢
ド
．
Ｈ
竃
・
・
。
・
Ｈ
・
。
・
）
。



む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
の
考
察
を
要
約
し
て
む
す
び
に
か
え
た
い
と
思
う
。

　
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
発
展
の
起
点
は
一
八
世
紀
後
半
に
ツ
ソ
フ
ト
を
衰
退
せ
し

め
て
い
っ
た
自
由
な
手
工
業
者
、
商
人
に
よ
っ
て
き
ず
か
れ
た
。
か
れ
ら
は
蓄
積
基
盤
を
局
地
的
市
場
圏
に
お
き
、
ナ
ポ
レ
ォ
ソ
支

配
下
に
実
施
を
み
る
『
営
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
を
内
的
に
創
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
一
九
世
紀
前
半
に
鉄
加
工

業
は
、
こ
う
し
た
前
提
条
件
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
『
営
業
Ｏ
白
由
』
を
礎
柱
と
し
て
、
一
八
年
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
関
税
法
と
三
四
年

の
関
税
同
盟
形
成
に
よ
り
、
一
方
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
側
圧
に
た
い
し
て
関
税
保
護
を
う
け
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
内
国
関
税
が
撤

廃
さ
れ
て
上
か
ら
『
国
内
市
場
』
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
膳
の
発
展
を
と
げ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
内
部
の
地
域
的
規

模
に
ま
で
拡
延
し
つ
つ
あ
っ
た
市
場
を
蓄
秩
基
盤
と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
製
品
種
類
を
多
様
化
し
て
い
き
、
そ
の
な
か
か
ら
漸
次

機
械
工
業
を
分
雛
、
独
立
せ
し
め
な
が
ら
『
国
内
市
場
」
に
進
出
し
て
い
っ
た
Ｏ
で
あ
る
。

　
五
〇
年
代
に
急
速
に
興
隆
す
る
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
の
基
盤
を
形
成
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
発
展
を
と
げ
て

き
た
鉄
加
工
業
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
前
半
に
イ
ギ
リ
ス
の
側
圧
に
対
処
す
る
た
め
、
新
し
い
技
術
に
立
脚
し
た
鉄
鋼
業
が
製
鋼
業

を
中
心
と
し
て
起
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
鉄
鋼
業
は
、
マ
ル
ク
、
ベ
ル
ク
地
方
で
多
様
な
展
開
を
み
た
鉄
加
工
業
を
販

路
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
き
ず
か
れ
て
い
き
、
そ
こ
で
の
安
定
し
た
市
場
を
基
盤
に
も
っ
て
小
視
模
な
が
ら
存
続
を
つ
づ
け
、
五
〇

年
代
以
降
の
興
隆
に
術
え
て
い
た
○
で
あ
る
。
ま
た
、
五
〇
年
代
以
降
に
ル
ー
ル
地
方
に
巡
出
し
、
の
ち
に
巨
大
企
業
へ
と
発
展
し

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
・

　
　
　
ヴ
ェ
ス
ト
ラ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
二
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
　
（
二
四
八
）

た
人
点
の
な
か
に
は
、
世
紀
の
前
半
に
鉄
加
工
業
で
蓄
積
し
た
富
を
基
礎
と
し
て
鉄
鋼
業
に
進
出
し
て
い
っ
た
一
運
の
人
達
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
鉄
鋼
業
が
興
隆
す
る
た
め
に
は
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
内
部
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
展
開
の
み
で
は
蓄
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

基
盤
と
し
て
あ
ま
り
に
も
狭
隆
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
興
隆
の
た
め
に
は
な
お
さ
ま
ざ
ま
の
条
件
が
必
要
で
は
あ
っ
た
が
、

一
九
世
紀
五
〇
年
代
に
急
速
に
興
隆
し
た
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
鋼
業
が
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
製
鉄
業
を
圧
倒
し
て
、

ド
ィ
ソ
資
本
主
義
の
再
生
産
過
程
が
生
産
手
段
生
産
部
門
を
基
軸
に
展
開
す
る
と
い
う
新
し
い
段
階
を
迎
え
る
に
当
っ
て
首
導
的
役

割
を
果
し
た
要
因
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
さ
い
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
こ
こ
で
の
鉄
加
工
業
の
多
様
な
展
開
過
程
を
把
握
す
る
こ

と
な
し
に
、
そ
の
理
解
に
到
達
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
　
〔
附
記
〕

　
　
な
お
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
当
り
、
財
団
法
人
野
村
学
芸
財
団
よ
り
「
比
較
学
的
研
究
・
経
済
分
析
（
ド
ィ
ツ
）
」
の
テ
ー
マ
で
学
術
助
成
金
が

　
　
与
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
感
謝
ｏ
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。



ソイラよクルベソセゾエエフレク箏ｒ

ソ
」

勺５８！（図略
」
１

才ソイラ

）ソレアフトスエグよクルマソゼク
１

／
ノ

ソリクツレ

”

ｅ
ｐｐ

“

＼
、
、

、’・’♂、
＼

Ｏ

亡
、
ｓ
ビＯＳ

１

…・、
、
＼

ｇｒｅｂｎｅ
＾
［

７
、
、
・
、
一
一
一
一
命
／

１
　
　
　
　
一
　
。
ｈ
ｍ
　
　
乃
・

〆
　
－
レ
一
～
二
、

　
一
　
　
　
一
　
ノ
　
　
　
　
巳
　
一
・

　
・
　
ｎ
ｒ
　
　
（
　
“
　
Ｏ
蝸
　
・

ツ
、
ノ
、
箏
、
ギ

ニ
　
一
　
・
担
－
欄
＼
蜘

＼
、
、
、

、
、

＼
６

ｋＫ
”刎Ｈ

４
Ｃ

　
（
四

、
Ｉ
Ｌ
　
　
－
、

　
、

　
■
一
二

！

、

パ 、
、

１

一
　
■
　
　
　
！

　
／
／

ｇｒｕｂＳ
．
…
…

Ｄ

！

ｍ帖
沽ル

’

マ

ｄビＳＳ
．
ｕ）■

、
害
音

北
“
坦

０Ｓ

〆

、ｇｒｅＢｍ水Ｈ
、

、

、・
、

ｅ
¢
一

晃ト

１

一
〃

ｎｅｇｅＳ
ｎ“Ｋ

１
’

ｇ

’
１
ｅ

Ｓ
、

３
０

２
０

１
０

１
０

’
タ

一
メロキ

一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
廿
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
火
と
市
場
構
逃
（
川
本
）

一
一
七
　
（
二
四
九
）


